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　新しん帝ていが病びよう床しように臥ふしたのは、践せん祚その式が終わって三日後のことだった。

　年ねん齢れいに加えて文ふみ月づきという暑い気候もあり、公く卿ぎよう達たちはみな疲つかれが溜たまったのだろうと言っていたが、即そく位いにからむ不ふ穏おんな過程を誰だれもが知っているだけに、二人以上が集まれば内心の疑ぎ念ねんを口にせずにはいられなかった。

　新月なれど濃こい藍あい色いろの空には星が瞬またたき、夜目が利ききやすいある晩ばん。帝みかどの見み舞まいに参じた殿てん上じよう人びと達が三人、麗れい景けい殿でん付近の渡わた殿どのでささめごとを交かわしていた。

「よくありませんなあ………」

「とにかく、ご本人がすっかり気弱になっておられる」

「しかしいくらお年とはいえ、即位前まではどこも悪いようなことはおっしゃっておられなかったのに」

「加か持じも祈き禱とうもさせているというのに、起きあがることすら叶かなわぬとは………」

「これは、よほど強い物ものの怪けが憑ついていると見えますな」

　病は『物の怪』が人に取り憑くことにより起こるものとされているから、それを祓はらうために加持・祈禱を行うのである。物の怪の本ほん性しようは鬼おにや天てん狗ぐともいわれているが、大半は人の生いき霊りようや死し霊りよう、いわゆる怨おん霊りようとされている。

　つまり病の一因として、人からの恨うらみが考えられるのだ。

「まあ、ご当人もあながち心当たりがないわけでも───」

「しっ、右う大だい弁べん殿」

　仲間の一人があわてて同どう僚りようを諫いさめ、目配せをする。

　見ると麗景殿の簀すの子こを、衣きぬ擦ずれの音をさせた女によう房ぼう達が歩いてきていた。殿上人達はあわてて端はしに寄って通路を開けるが、女房達は彼らを一いつ顧こもせずに通り過ぎていった。うち二人は几き帳ちようを掲かかげ、内にいる貴き人じんの姿すがたを人の目から遮さえぎろうとしている。

　弘こ徽き殿でんの方向に進んでゆく一行の姿が小さくなったあたりで、それまで息をひそめていた殿上人達はようやく解放されたとばかりに言葉を吐はいた。

「宣せん耀よう殿でんの尚侍ないしのかみが、清せい涼りよう殿でんにお渡わたりになるぞ」

「ああ、帝の見み舞まいに参られるのであろう」

「しかしこのまま帝の具合が変わらなければ、入じゆ内だいも難しかろうに………」

「いまごろお父上の左さ大だい臣じん様も、さぞやきもきしておられるであろう」

　そこで彼らはいったん会話をやめ、それぞれに相手に気け取どられぬよう思考を巡めぐらせはじめた。

　考えていたことは、今後の自分達の動き方である。

　関かん白ぱくの娘で懐かい妊にん中の先せん帝ていの中ちゆう宮ぐうと、左大臣の娘で病床の帝に入内予定の尚侍。どちらも自分達が人生を賭かけるには、あとひとつ決定的なものがなかった。

　懐妊中とはいえ、中宮は産まれてくる子供の性別が分からない。しかも仮に女児だったとしても、次の子を身ごもる可能性はかぎりなく低い。なぜなら夫ふう婦ふ仲なかが極きよく端たんに冷え切っているからだ。先帝のはじめての子供を身み籠ごもったにもかかわらず夫から疎うとんじられた中宮は、譲じよう位い後の住まいである仙せん洞とう御ご所しよに呼よばれず、いまだ弘徽殿に住んでいるというありさまだった。

　いっぽうの尚侍は、入内予定の帝が病床でしかも六十を越こした高こう齢れいである。こちらも常識的に考えれば懐妊の可能性は低い。

「せめて帝がもう少しお若ければのう」

「まったく、兵ひよう部ぶ卿きよう宮のみや様とか式しき部ぶ卿きよう宮のみや様ではいけなかったのか？」

「おのれの政敵を外がい戚せきに持つ親しん王のう様の即位など、あの関白が許すわけがあるまい」

「そうそう。それぐらいなら目ぼしい後うしろ盾だてのない今きん上じようのほうを推おすであろうよ」

　このような状じよう況きようで早々にどちらにつくかを決めてしまって、もくろみが外れた場合は目も当てられない。やきもきした思いはあるが、やはり中宮の出産を待つしか方法はない。

　やがて一人が、嘆たん息そく交まじりに愚ぐ痴ちを漏もらした。

「本当に、どこか適当な親王様がおられぬことか………」

　彼の言葉に仲間達は諦てい観かんしたような表情を浮かべる。

　それにしてもこのような状態では、見舞いにあがった尚侍もさぞかしおのれの不運を憂うれいていることだろう。いくら帝とはいえ父親より年長の相手への入内が決まり、しかも相手の病で女によう御ご宣せん旨じも受けられず、尚侍として御ご所しよに飼い殺し状態となっているのだから。

「まこと、尚侍もお気の毒なことよ」

　弘徽殿への簀子にあがった女房達の後ろ姿を眺ながめ、一人がぽつりとつぶやいた。

　そのとき、夜の帳とばりを引ひき裂さくような女の悲鳴が響ひびき渡わたった。
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　平安京の通りは、いつも賑にぎやかである。その中でもっとも賑やかなのは、やはり七しち条じよう大おお路じであろう。なにしろこの通りには、東西に市場が設けられているのだ。

　とはいえこの二つの市はそれぞれ開かい催さい期間が決まっており、同時に開くことはない。

　月初めのこの時期に営業しているのは、左さ京きよう区くにある東ひがしの市いちである。広大な敷しき地ちに間ま口ぐち一いつ間けんの小さな店がひしめくように並ならび、衣食住から武具にいたるさまざまな物品を取とり扱あつかっている。それらの品々を求めて、都人のみならず他よ所そから来た者達も多数足を運んでいるのだから、それはもう大変な人だかりとなる。

　そんな喧けん噪そうの中を、さっそうと歩く一人の少女がいた。

　年の頃ころは十六、七歳。背せのなかばほどまでの下さげ髪がみを元もと結ゆいで束ね、紺こん地じの縞しま柄がらの小こ袖そでに腰こし布ぬのを巻まくといういかにも庶しよ民みんの娘の装よそおいにもかかわらず、きりっと整った面おも差ざしに極きわめて長身であることもあって、まるで美少年のような雰ふん囲い気きをかもし出している。

「あ、梢しよう子こ様！」

　少し前方で、彼女と同じ年頃の若い娘が黄色い声をあげた。梢子と呼よばれた少女が顔をむけると、駆かけ寄よってきた娘は頰ほおを赤らめつつ梨なしの入った笊ざるを差し出した。

「この間は助けてくれてありがとうございました。これ、お礼です」

「え、いいわよ。そんなつもりでしたわけじゃないから」

　梢子は手を振って断るが、娘は引き下がろうとしない。

「味のほうは心配しないでください。絶対においしいですから。あ、ひょっとして梨が嫌きらいなんですか」

　目をうるうるさせはじめた娘に、梢子はあわてる。

「いや、嫌いだから断っているんじゃなくて、かえって申もうし訳わけないからだって」

「そんなことはないです。これでもまだ足りないぐらいですよ」

　二人の若い娘は受け取る受け取らないを繰くり返かえし、しまいには押おし問もん答どうになりかける。いつしか別の娘達も集まってきて、あっという間に梢子を取り囲んだ。その彼女達の中にあってなお、梢子は頭ひとつ長身だった。

「ちょっと、あんた抜ぬけ駆がけするつもり？」

「お礼って言うならあたしだって。梢子様、これ棗なつめです。好きだったでしょう？」

「私も持ってきました。時季が時季で落おち鮎あゆになっていますけど、夕ゆう餉げにでも召めし上あがってください」

　複数の娘達が争うように自じ慢まんの一品を押しつけてきて、梢子は困こまり果はてた。

　気持ちはありがたいが、これから買い物をする身であまり荷物を増やすことはしたくない。しかもずいぶん涼すずしくなったとはいえ、まだ残暑の気配がある葉は月づきである。干ほし魚うおならともかく、落ち鮎を持って歩き回るのは極力避さけたい。そして一人から受け取らないと決めたのなら、他からも受け取るわけにはいかない。

「ごめん。私ちょっと急ぐから、それはみんなで食べて」

　早口で断りを入れると、梢子は脱だつ兎とのごとく娘達の間を駆かけ抜ぬけた。

「あ～、梢子様！」

「待ってください！」

　後方から悲鳴があがったが、ここで立ち止まるわけにはいかない。俊しゆん敏びんな動きに加え身長に比例して足が長いこともあって、梢子が本気で走れば普ふ通つうの娘が追いつけるはずがなかった。

　息を切らしながら人ひと混ごみの中に入り込み、誰だれも追いかけてきていないことを確かく認にんしたうえでようやく歩を緩ゆるめる。

「やれやれ。とんだところで油を売っちゃった」

　家か人じんからの頼たのまれ物もあるので、ある程度は早く帰らなくてはならないのに。

　気を取り直して再び市場を歩きはじめるが、いくつかの店先を見て回ったあと、梢子はぴしゃりと額を押さえた。

「そういえば、味み噌そは西にしの市いちだった」

「なんだい、忘わすれてたのかい？　あんたにしちゃ珍めずらしいね、梢子ちゃん」

　独り言が聞こえたのだろうか。軒のき下したからかけられた野菜売りの女店主の言葉に、梢子はひょいと肩かたをすくめる。

「どうりでいくら探さがしてもないはずよね。味噌は西市だけで、東市では扱あつかっていなかったものね」

「お父さんのかい？」

「うん。最近めっぽう忙いそがしくなって疲つかれているみたいだから、せめてお酒のつまみぐらい支し度たくしてあげようと思って。まあ、あんまり飲まれても困こまるんだけど」

「検け非び違い使しも大変だねえ」

　女店主はうんざりした顔で、声をひそめた。

「まったく例の恩おん赦しやのせいで、すっかり物ぶつ騒そうになっちまったよ。判はん官がん様が忙しくなるはずだね」

　同意だとばかり、梢子は大きくうなずいた。

　ひと月前に践せん祚その儀ぎを終えたばかりの今きん上じようが病びよう床しようについてしまい、快かい癒ゆを祈いのって京の町では大々的な恩赦が行われた。甲か斐いあってか偶ぐう然ぜんなのか定さだかではないが、帝みかどの状態は改かい善ぜんした。しかし都にある東西二つの獄ごく舎しやに収しゆう容ようされていた罪人達がいっせいに解放されてしまったものだから、それでなくとも物騒だった町は近頃いっそう不ふ穏おんになってしまっていたのだ。

「本当よ。おかげで父様は、朝から晩ばんまで都を走り回っているわ」

　女店主の言葉に、頰を膨ふくらませつつ梢子は答える。

　梢子の父・平たいらの直なお光みつは、検非違使少しよう尉じようである。検非違使庁の判官（三等官）にあたる役職で、位は正しよう七しち位い上じようになる。直光の位は従じゆ六ろく位い下げなので、官と位が相当していないという状態になっているのだが、これはままあることだった。

　お偉えら方がたより現場に精通している中間管理職のほうが忙しいのは世の常で、都の治安を守る検非違使庁も例外ではない。貴き族ぞくの兼けん任にんが常である長官の別べつ当とうがお飾かざりなのはいつものこととして、近頃は次官である左すけまでが体調を崩くずしてしまっており、必然判官である直光に負ふ担たんがかかっているのだ。

　梢子とて帝に対する敬けい意いはあるし、病に伏ふせていたことは気の毒だと思う。しかし直光をはじめとした検非違使達、解放された無ぶ頼らい達により被ひ害がいを被こうむっている民たみのことを考えると〝はた迷めい惑わくな〟という思いばかりが強くなってしまう。

「判官様もご苦労なことだね」

　しみじみと漏もらしたあと、ふと思いついたように女店主は言った。

「それにしてもお父さんはいつまで独りでいるんだい？　世話をしてくれる女によう房ぼうがいれば少しは安らげるんじゃないかい。ほんとまだ若いんだから後のち添ぞえをもらえばいいのに。男前なのにもったいないねえ」

　三十七歳の直光は、十年前に梢子の母を亡なくして以来再さい婚こんをしないままでいる。

　女店主の問いに、梢子は曖あい昧まいに答えを濁にごした。

「どうなのかな……父様とはそういう話をしないから」

　正直に言うと、幼おさない頃は独身でいてくれたほうが気楽だった。身の回りの世話は家人がしてくれていたし、物語の『落おち窪くぼ姫ひめ』のような極きよく端たんなことはないだろうが継まま母ははとの関係などうまくいかないことのほうが多いからだ。あるいはそのことを懸け念ねんして、父も独身を貫つらぬいていたのかもしれないが。

　いまでも十年間二人きりだった親子の間に他人が入ってくることを想像すると、どうふるまうべきか迷う気持ちはある。しかしそうなると、父が再婚をしない理由の一いつ端たんが梢子にあることになってしまう。実はそのことが、近頃は地味に心の負担になってもいる。

「梢子ちゃんが婿むこをもらえばいいんだよ」

　どこから聞いていたのか、とつぜん顔かお馴な染じみの主婦が会話に割り込んできた。

「梢子ちゃんがいつまでも世話をしてあげるから、お父さんも不自由がなくてずっと独りでいるんだよ。あんたが婿をもらえば、どうしたってそっちの世話が中心になって、いやでも再婚を考えるさ。問題はお父さんよりあんただよ。どうなんだい。美人なんだから、言い寄ってくる男ぐらいいるだろ？」

　地味に痛いたいところを突かれて、梢子は気まずげに視し線せんを泳がせた。

　この年だからそれなりに経験のある縁えん談だんも、ことごとくまとまっていないことはまだ世間には知られていない。しかしつい先日も六件目の断りの返事が来たばかりだから、広まるのも時間の問題だろう。

「わ、私は無理よ。こんなに背が高い女なんて、普通の男は敬けい遠えんするもの」

「そうかねえ。私みたいに太っているよりマシだと思うけどね」

　主婦は納なつ得とくできないようである。これ以上突っ込まれると、いずれ六回の破談を追つい及きゆうされてしまうかもしれない。そう考えた梢子は急いで話題を変えた。

「でも、主上おかみが健すこやかになられたのはよかったわね」

「そりゃそうだけど……恩赦って本当に効果があったのかねえ。だって尚侍ないしのかみ様はあいかわらず行ゆく方えが知れないんだろう？　だいたい帝の病は上じよう皇こうのい───」

「あんた、しっ！」

　主婦のぼやきに、女店主は急いで自分の口くち許もとに人差し指を立ててみせた。

「気をつけな、誰が聞いているか分からないよ」

「ごめん、ごめん。うっかりしていたよ」

　主婦は顔の前で手をあわせ、平ひら謝あやまりをする。上皇に告げ口できる身分の方々がこんな場所を歩いているとは思えないが、用心に越こしたことはない。

　二十八歳の帝が、六十四歳の親しん王のうに譲じよう位いをして上皇となったのは先月のことだった。

　不自然極まりないこの展てん開かいは、もちろん本人達の意志ではない。

　どういうわけか上皇は東とう宮ぐう時代からずっと関かん白ぱくと折り合いが悪く、関白の娘である中ちゆう宮ぐうも二人の仲を取り持つことができずにいた。そもそも上皇は関白を嫌うあまり、中宮の入じゆ内だい自体を敬遠していたという噂うわささえあったほどだった。

　いくつもの軋あつ轢れきを繰り返したあげく、ついに関白は上皇を強ごう引いんに譲位させ、彼の大おお叔お父じにあたる還かん暦れき過ぎの親王を帝てい位いに即つけた。それが今上である。皇位争いの面ではあまり注目もされずにきた存そん在ざいではあったが、高こう齢れいで新たに皇おう子じをもうける可能性が低いと判断されて白しら羽はの矢やが立ったらしい。加えてかねてより今上の娘が中宮の上じよう﨟ろうとして出しゆつ仕しするなど、関白との間には個人的な親交もあったという話である。

　しかしその状じよう況きようで、大きな賭かけに出たのが関白の弟の左さ大だい臣じんだったのだ。

　彼は二十三歳の自分の姫を、六十四歳の帝に入内させることを画策したのである。

　実は今上は若い時分から、度を越した色好みで有名だった。北の方とは子のないまま早くに別れ、それ以い降こうは正妻を得ずに幾人もの身分の低い女によ人にんを囲い、彼女達に産ませた子供は星の数ほどと噂されている。北の方との離り別べつもそんな好色ぶりが原因だったともっぱらの評判だったから、もしかしたら左大臣もそこに賭けたのかもしれない。

　しかし関白からすると、まさに小こ股またをすくわれた出来事だった。この先産まれてくる中宮の子が女児で、入内した左大臣の姫が今上の男児を産んだりしたら目も当てられない。結果として宮中での関白と左大臣の対立は顕けん著ちよになった。

　そんな中、それまで元気だった今上が体調を崩して倒たおれてしまう。さらにその数日後、尚侍として宮中にあがっていた左大臣の姫が失しつ踪そうしてしまったのである。しかも御ご所しよの渡わた殿どのを通っていてとつぜん姿すがたを消してしまったというのだから、人々はこの不可思議な現象に無理やり退位させられた上皇の生いき霊りようを噂するようになったのだ。

　真しん偽ぎはともかく、市し井せいに流れる宮中の煩はん雑ざつな人間関係の噂を梢子はぼやいた。

「えらい人も心が休まらないでしょうけど、下々の者は心身が休まらないわよね」

　尚侍の失踪の夜には、都中を捜せということで検非違使庁にまで捜そう索さくの指令が来た。

　そのうえで恩赦までが施し行こうされたものだから、結果として検非違使庁は混こん乱らんを極める状況となっているのである。

「そうだねえ。いくらお父さんが丈じよう夫ぶだからって、そこそこ年だからね」

　心配そうに主婦が言ったとき、あたりに女性の悲鳴が響ひびき渡わたった。

　ほとんど反はん射しや的てきに梢子は反応し、騒さわぎのする方向に目をむける。人混みのむこうで身体からだの大きな男が娘を一人羽は交がい絞じめにしていた。

「いや、離してっ！」

「いいじゃねえか、ちょっとぐらい」

　薄うす汚よごれたぼろをまとった、見るからに柄がらの悪そうな男だった。しかも片かた頰ほおには刃は物ものでつけたような真一文字の傷きずがついている。あきらかにまともな類たぐいの人間ではない。娘は懸けん命めいに抵てい抗こうするが、力の差は歴然だ。しかも男の迫はく力りよくに、周りの者も止められずにいる。

「ちょっと、あれ梅うめ小こう路じのごろつきじゃないかい？」

「たしかそうだよ。賭と博ばく所じよで相手に大おお怪け我がをさせて、東とう獄ごくに放ほうり込まれていたはずだよ」

「やだねえ、噂をすれば影かげだよ」

「あたし、市いちの司つかさ（市の監かん督とく所じよ）から誰か呼んでくるよ」

　女店主達のやりとりをよそに、梢子は軒のき先さきに立てかけてあった天てん秤びん棒ぼうに手を伸のばした。

「小お母ばさん、これ借りるね」

　一応断りは入れたが返事も待たずに棒をつかむと、梢子は騒そう動どうの渦か中ちゆうに大おお股またで近づいていった。人混みをかき分けて男の背はい後ごに回り込み、距きよ離りを目もく視しで測って立ち止まる。次に天秤棒を槍やりのようにして構えると、股こ間かんに滑すべり込ませ急所にむかって一いつ切さいの容よう赦しやもなく突き上げた。とうぜん相手は獣けもののような悲鳴をあげて娘から手を離し、その場に屈かがみ込んで悶もん絶ぜつせんばかりになった。

「逃げなさい！」

　一いつ瞬しゆんなにが起きたのか分からぬ顔をする娘に、梢子は声を張り上げた。民みん衆しゆうがいっせいに快かい哉さいを叫さけぶ中、娘は脱だつ兎との勢いで逃げていった。

　痛みに身動きが取れないまま、男は恨うらみがましい声を漏らす。

「だ、誰で……」

「お前みたいな輩やからがいるから、父様が働きっぱなしになるのよ！」

　身を隠かくすこともなく、梢子は仁に王おう立だちになって叫んだ。普通に考えて相手が動けるようになる前に逃げてしまうべきだが、そんなそぶりすらない。

「このアマッ！」

　野太い叫び声をあげたのは、屈み込んでいた男ではない。どこからか別の男が後ろから飛びかかってきた。

「なんだ、ツレがいたの？」

　嘲あざ笑わらうように独りごちると、梢子は落ちつきはらったまま棒を回かい旋せんさせる。先端は見事に相手のみぞおちを突き、男はぐえっと妙みような声をあげた。背せ中なかに目がついているかのような棒さばきに見物客はどよめいた。その中に交じり、ほうぼうから若い娘達の黄色い声があがった。

「さすが、梢子様！」

「もう、立っているだけでもかっこいいのに、あんなことまでされたら……」

「なに、あれ。まるで隼はやぶさの旋回みたいに切れのよい太た刀ち捌さばき！」

「いつ見ても素す敵てきねえ。この間、私を助けてくれたときと同じ雄ゆう姿しだわ」

　自分達と同年代の若い娘に対して〝かっこいい〟だとか、天秤棒なのに〝太刀捌き〟だとか、突っ込みどころの多い声せい援えん（？）を口にする娘達の目は、すっかり憧あこがれの君に対するそれである。

　器量も性格も悪くない梢子の縁談がまとまらない、最大の理由がこれだった。

　とりあえず腕うでが立つ。しかも正義感が強いので、自分から騒動に首を突っ込み悪あく党とうどもをのしてしまうのだ。人としては美点だが、妻として望ましいかと言われればまちがいなくちがう。別に腕っぷしを披ひ露ろうして歩いているわけではないが、人が多いところでこんなことをしていれば必然噂は広がる。天秤棒ひとつでならず者二人をのしてしまう妻など、普通の男は引くに決まっている。

「さすが梢子ちゃん！」

「ざまあみさらせ、尻しつ尾ぽ巻いてさっさと帰りなよ！」

　若い娘に交じった小母さん達の声を背に、梢子はふと不安を覚える。

（市司から、まだ誰も来ないのかしら？）

　先ほど女店主が、役人を呼びに行くように言っていたのを耳にした。だから彼らが来たら突き出してやるつもりで逃げなかったのだが、いまのところ来る気配はない。

　早いところ来て捕とらえてもらわないと、いまは動けないでいる無頼達が逃げてしまう。それよりも面めん倒どうなのは、回復して反はん撃げきされることだ。

（これ以上、遅おそいとまずいかも……）

　かすかな不安がもたげたとき、予感は当たってあとにのしたほうの男がその場で立ち上がった。それでもまだ苦しいのか、突かれたみぞおちのあたりを押さえながら男は呻うめいた。ちなみにもう一人のほうはまだ悶もだえたままだ。

「そっちの男をいまのうちに拘こう束そくして。じきに市司が来るから！」

　梢子の言葉に中年女が数名、ばらばらと屈み込んだ男を取り囲んだ。やはりこういうときに一番頼たよりになるのは小母さん達だ。

　仲間の危き機きを横目に、立ち上がった男はぎりぎりと歯を嚙かみしめる。

「この、アマ。女だと思って甘あまくしてりゃあ……」

「そっちこそ、なにか思いちがえていない？　恩赦っていうのはすでに決まった罪を減じるものであって、新しく犯おかした罪をないことにするものじゃないんだからね。こんなことをしていたら、すぐ獄ごく舎しやに逆ぎやく戻もどりよ」

　おびえるどころか堂々と言い返した梢子に、男はものすごい形相で訳の分からぬ声をあげて突とつ進しんしてきた。梢子は天秤棒を槍のように前に突き出し、相手との距離を保つのに使う。あんのじょう男は近づけず横に動くが、あわせて梢子も棒を動かすので二人の間の距離は一定に保たれている。柱につながれた猫ねこがぐるぐる回っているような光景はどこか滑こつ稽けいで、最初は緊きん張ちようして眺ながめていた民衆もくすくす笑いだした。

「く、くそぉ、舐なめやがって」

　激げき怒どして男はおのれの懐ふところをまさぐりはじめる。

　取り出したものは短刀で、鞘さやから抜き出して威い嚇かくするように揺ゆらしてみせた。天てん頂ちように昇のぼった陽の光を浴びて、きらりと閃せん光こうが走る。

　さすがに梢子は緊張した。いまの調子で距離を保てば尺しやくのない短刀はかわせるだろうが、体力には限界がある。そうなったらおそらく女である梢子が不利だ。

（まずい、早く片をつけなきゃ）

　市司はいったいなにをしているのか？　気合を入れ直すように身構えたとき、ガツンと物がぶつかる音と同時に野太い悲鳴があがった。

「え!?」

　なにごとかと先を見ると、男がこめかみのあたりを押さえている。足元には彼が握にぎっていた短刀と、拳こぶしくらいの大きさの石が転がっていた。

「あ～あ、外れちゃった」

　緊きん迫ぱくした場にあまりにも似つかわしくない、ひょうひょうとした声がした。見ると人ひと垣がきを抜けて、一人の男が歩み出てきていた。

　縹はなだ色いろの直ひた垂たれを着た若いその男性に、あたりの空気が張りつめる。

　彼の装いは、なかなか奇き抜ばつだった。直垂はだらしなく着崩して、ざんばらの髪は牛うし飼かい童わらわのように結んでいるだけである。しかしそんな乱れた装いをしておきながらも、青年の美び貌ぼうは人目を惹ひいた。細身ながら引ひき締しまった長身に、彫ほりの深い日に焼けた面おも輪わ。僅わずかに吊つり上がった口許は、不敵で相手を嘲ちよう笑しようしているようにも見える。
















（───誰？）

　顔見知りが多いこのあたりでも、見かけない顔である。

　いっぽう青年は衆しゆう目もくを気にしたようすもなく、ふてぶてしく語る。

「僕の腕もなまったものだ。その薄汚れた目ん玉をつぶしてやろうと狙ねらっていたんだけどねえ」

　物騒な言葉に梢子はぎょっとする。状況と発言から察するに、彼がこの無ぶ頼らい漢かんに石をぶつけたとしか考えられなかった。

「な、なんだとこいつ！」

　男は短刀を素す早ばやく拾い上げ、青年にむかって突進してゆく。人々がどよめく中、梢子も思わず悲鳴をあげる。しかし短刀が触ふれる寸すん前ぜん、青年はひらりと身をかわした。それだけではなく、横から男の手首をつかんでぐいっと引き寄せると、容赦ない膝ひざ蹴げりを相手の急所に食らわせたのだ。

（うわっ！）

　自分も似たような真ま似ねをしたが、あらためて他人の攻こう撃げきを見るとなかなか強きよう烈れつだ。しかも青年は攻撃の手を緩めず、片膝をつくとその場にうずくまる相手の襟えり首くびをつかんで強引に顔を上向かせた。

「見れば見るほど汚きたない顔だねえ。性しよう根ねも目の玉も腐くさっているようだから、もういらないだろ。どっちか片かた方ほうをえぐり取ってやるよ。右と左のどっちがいい？」

　ぞっとするような台詞せりふを、刃は先さきをちらつかせながら言う。そのうえ口調が脅おどしとも思えないほどに冷れい淡たんだった。ちなみに短刀は男が落としたものである。

「ちょっ！」

　梢子はあわてて駆け寄り、短刀を握る青年の腕をつかんだ。

　青年ははじめて存在を認にん識しきしたかのように梢子を見る。視線がぶつかり、あらためて見た彼の顔に梢子は息を吞のむ。

　間近で見ると、いっそう美しい顔立ちだった。

　年の頃は二は十た歳ちを少し越したくらいだろうか。漆しつ黒こくの髪に縁ふち取どられた日焼けした顔の中で、長い睫まつ毛げが影を落とす黒くろ瑪め瑙のうのような濃こい瞳ひとみが、井い戸どに映うつした月のごとき深い光を放っている。顔だけを見ればあんな物騒な台詞を口にした人間とはとても思えない。しかし服ふく装そうは尋じん常じようではないし、いま気づいたが吐はく息が猛もう烈れつに酒さけ臭くさい。

（酔よっている？）

　先ほどの動きは泥でい酔すいしているとは思えぬ俊しゆん敏びんなものだったが、だとしたらあの過か激げきな言葉や奇き妙みような服装も納得できる。

　無意識のうちにしかめ面つらをした梢子に、青年はにこっと笑った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。こんな雑ざ魚こ、酔っていたって雑ぞう作さもないから」

　微笑ほほえみを浮うかべつつ告げられた自信満々の言葉に、梢子は戸と惑まどう。ちなみに締め上げられたまま、男はずっと苦く悶もんに呻きつづけている。まさかとは思うが本当に目をえぐるつもりではあるまいか？　酒さけ癖ぐせの悪い人間は、常識では考えられない行動をするものだ。

　梢子は青年の腕を握る手に、ぎゅっと力を込めた。

「も、もうすぐ役人が来るはずだから！」

　青年は興きよう醒ざめた表情をした。あるいは本気でこの男の目をえぐるつもりだったのだろうか。無頼漢に対する過激な言葉と容赦ない攻撃を思い出して、梢子はひるみかける。

　おりよくむこうから役人がやってきた。物部もののべと呼ばれる治安を守る役職の者達である。梢子は引きつった表情のまま、彼らのほうを指差した。

「ほ、ほら。言ってるそばから」

「なんだ、つまらない」

　露ろ骨こつに残念そうに言うと、青年はゴミのように男を物部達にむかって放り投げた。屈み込んだまま片手であそこまで放るとは、細身の身体とは思えぬ強ごう力りきである。発言といい技わざといい、絶対にまともな人間ではないと梢子は確信した。

　急に青年が立ち上がったので、彼の腕をつかんだままでいた梢子も同時に引き上げられる。それで梢子は自分がずっと彼の腕を離さずにいたこと、および助けてもらった礼も言っていないことに気がついた。いくら得体の知れない相手でも、それはよくない。ひとまず手を離してから、ぺこりと頭を下げる。

「あの、ありがと───」

　言い終わらないうちに、梢子はぎょっとする。離したばかりの自分の右手に、赤い血がついていたからだ。無頼漢が振り回した短刀に梢子は触れておらず、出血するような怪我はしていない。梢子は青年の腕をふたたび取る。あんのじょう左の前ぜん腕わんに筆で刷はいたような血がにじんでいた。

「うちに来て！　手当てをするから」

　強い口調で訴うつたえられ、青年は驚おどろいた顔をする。彼は梢子の視線を追うように自らの左手を見て、軽く目を見張った。この反応を見るかぎり、自分が怪我をしたことに気づいていなかったようだ。それも飲酒の影えい響きようかもしれないが。

「私の家は町まち小こう路じにあるの。すぐそこだから」

「大丈夫だよ、これぐらい」

　そっけなく返す青年に、梢子は食い下がった。

「だめよ、あなたは私のせいで怪我をしたんだから。せめて手当てをさせて」

「君のせいじゃないよ。どう考えたって、あのごろつきどものせいだろ」

「きっかけや過程は関係ないの。いま大切なのは、あなたが私を助けてくれたということだけなの。だからあなたの怪我を放っておくわけにはいかないの」

　もはや礼や詫わびではなく、強制に近い。

　梢子はしっかりと腕をつかんだまま、嚙みつくような勢いで言った。動じたのか青年は気け圧おされたように梢子を見下ろしていた。そうやってしばし上下で見つめあったあと、梢子は自分の中にある不思議な違い和わ感かんに気づく。

　首だった。自分の首の角度が不自然なのだ。女子にしては極めて背の高い梢子は、父親以外の異い性せいと話すとき、こんなふうに相手を見上げることはまずなかった。

（この人、背が高い……）

　そのことを認識すると、なぜか急に落ちつかなくなった。

「君も強ごう情じようだねえ………」

　心なしかうんざりした物言いに、梢子はどきりとする。言こと葉ば遣づかいは柔やわらかいが、青年の過激な行動を目まの当あたりにしていたからだ。しかし自分のために怪我をさせてしまった相手を、このまま帰すなどできない。

「あ、あなたにはかえって迷めい惑わくなのかもしれない。だけどたいしたことないと思っていた怪我があんがい尾おを引くこともあるから。私は父親の仕事の関係で、そういう人を大勢見てきたのよ。人助けをした人が、もしもそんなことになったらあんまりじゃない」

　切々と梢子が訴えつづけていると、最初は面めん倒どうくさそうにしていた青年の表情がふっと和なごんだ。とつぜんの変化に驚いていると、彼は降こう参さんだとばかりに苦く笑しようする。その表情が別人かと思うほどに柔らかくて、梢子は自分の目を疑うたがった。

「分かったよ。美しい女によ人にんの頼みは断れないからね」

「は？」

　耳を疑う言葉に驚いている間に、青年は通りを東にむかって歩きだした。彼の手を握っていた梢子はあわててあとにつづく。なんだかいま信じられない言葉を聞いた気がするが、その前に彼の名さえ訊きいていないことに気づいた。

「あの、お名前は？」

　背中にむかって問いかけると、青年はぴたりと足を止めた。一拍おいてのち、一いち陣じんの風を起こすように彼は振り返った。

「その前に、君は？」

「あ、梢子です。父親は検非違使少尉の平直光です」

「検非違使の娘さんね」

　青年は合が点てんがいったようだが、梢子は彼の素す性じようが気になってしかたがなかった。

「あの……それであなたは？」

　あらためての問いに、青年はくすっと笑いを漏らして答えた。

「文あや規のり……、源みなもとの文あや規のりだよ」
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　板いた塀べいにぐるっと囲まれた梢しよう子この家は、町まち小こう路じと七しち条じよう坊ぼう門もん小こう路じが交差するあたりにある。

　門をくぐると、前庭を挟んで茅かや葺ぶき切きり妻づま屋や根ねの主しゆ屋おくが見える。上流貴族の屋や敷しきは前庭から中門を抜けた先に池や前せん栽ざいで飾かざり立たてた南だん庭ていを臨のぞむ立りつ派ぱな寝しん殿でんが建っているが、中流から下級の官かん吏りの家などこの程度の造りである。政府から支給される禄ろくもだが、居住地として許可される敷地の広さが段だん違ちがいなのだ。

　前庭は射い場ば兼けん馬場になっており、むかって左手にある大きな鬼おに胡桃ぐるみの木の幹には、練習用の的がぶら下がっている。右手は厩きゆう舎しやで、その前で壮そう年ねんの男と若い娘が雑談を交かわしていた。男は馬ば丁ていで、女は下しも女じよ中ちゆうのみねである。厨くりやに行くところなのか韮にらと蒜ひるの入った笊ざるを抱かかえている。

　梢子が文あや規のりと連れ立って前庭に入ってきたとき、偶然みねがこちららをむいた。目があった瞬しゆん間かん、彼女はぎょっとした顔になった。それで梢子は買い物を頼まれていたことを思い出し、口の前でぱっと手をあわせた。

「みね、ごめんっ！　言われていた蕪かぶら、買ってくるのを忘れちゃった」

「蕪なんか、どやんでんよかよ！」

　間かん髪はつを容いれずにみねは叫んだ。あまりの剣けん幕まくに梢子はたじろく。しかし夕ゆう餉げの羹あつものに入れて残りは漬つけ物ものにすると朝から張り切っていたから、かまわないことはないはずだ。

「ほんと、ごめん。あとでまた行って───」

「そん人はだいですか、お嬢じようさん」

　みねは無ぶ遠えん慮りよに、文規を指差した。彼女は気立てのよい働き者だが、鄙ひな育そだちゆえ少々不作法なところがある。あわてて梢子は目配せで詫わびをするが、文規ははさして気にしたようすもなかった。

「市で助けてもらったの。それで───」

「こげんしちゃおられんばい！　すぐ旦だん那な様に伝えてこんばっ！」

　梢子が答え終わらないうち、みねは笊を放り出して門を飛び出していった。しかも一いつ緒しよにいた馬丁まで同じ調子であとに続いていく。

「……みね？」

「あのお女中さん、九きゆう州しゆうの人？」

「あ、うん。よく分かったわね。たしか筑ちく後ごだったかな？　もう都にきて五年くらいになるはずだけど、ずっとあのしゃべり方なの」

　なにか言いたげな文規に、梢子は恐きよう縮しゆくして頭を下げた。

「本当にごめんなさい、あんな失礼な真似をして」

「いや、べつにいいけど、いきなりどうしたのかなって………」

　それは私のほうが訊きたいと、梢子は思った。

　ひとまず地面に散らばった野菜を拾い集めて主屋に入る。文規に円座わろうだを勧めてからほどなくして、みねとは別の下女中が水を入れた桶おけと麻あさ布ぬのを持って入ってきた。回かい廊ろうのところで頼んでいたのだがちょうどよかった。

　下女中から桶を受け取ると、梢子は文規にむき直った。

「はい、手を出して」

「ありがたいけど、もう血は止まったみたいだよ」

　確かに文規の左腕は、鮮せん血けつがすでに赤い血ち糊のりとなって固まっていた。しかしこうやって見ると結構な幅はばのある傷だった。文規自身指し摘てきされるまで気づかなかったようだから、相当に飲酒をしているのかもしれない。

「でも、一応きれいにしておいたほうがいいわ」

　梢子が言うと、文規は黙だまって腕を出した。あまり乱らん暴ぼうにするとまた傷が開く危き険けんがあるので、水で濡ぬらした麻布で丁てい寧ねいに拭ぬぐう。

「───ことをするの？」

　唐とう突とつに問われ、梢子は作業を中断する。彼の手を取ったまま顔をあげると、文規は不満と不思議を入り交えた、そんな曖あい昧まいな表情で梢子を見ていた。

「え、なんて言ったの？　ごめん、よく聞こえなかった」

「なんであんな危あぶないことをしたのかって、訊いたんだよ」

「……危ないって」

　反はん論ろんしかけた梢子だが、自然と声がすぼんでしまう。

　あの手の輩やからを撃げき退たいすることは、梢子にとって日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。短刀が出たときはさすがに厄やつ介かいだと感じはしたが、危険とまでの認識はなかった。

　しかし実際に危なかったから、助けてくれた文規が怪我をしてしまったのだ。それは自分の無む謀ぼうが招いた結果にちがいない。

　梢子は手を離し、一度背せ筋すじを伸ばしてから深々と頭を下げた。

「あなたに怪我をさせてしまったことは悪いと思っているわ。本当にごめんなさい」

　顔をあげると、文規はなんとも気まずげな面おも持もちを浮かべていた。怒おこっているのかと梢子が身構えていると、彼は視線を泳がせつつ手て持もち無ぶ沙さ汰たのようにこめかみのあたりをぽりぽりとかいた。

「困ったね、そういうつもりで言ったんじゃないんだけど」

「？」

「周りの人間から聞いたんだけど、君、からまれた娘を助けようとしてあんなことになったんだってね。義ぎ憤ふんに駆られたんだろうけど、自分がからまれたならともかく人をかばって怪我をしたら目も当てられないよ。他人のためにそこまでする価か値ちはないでしょう？　現に助けた相手だって感謝することもなくさっさと逃げて───」

「ちょっと待って。それはちがう。あの娘こに逃げろと言ったのは私だから」

　かなりきっぱりと言ったからなのか、文規は気圧されたようになった。

　その反応に、梢子は慌てて口調を穏おだやかにしてあらためて弁明する。

「結果的にあなたを巻き込んでしまったからえらそうなことは言えないけど、彼女を助けようとしたのは自信があったからよ。これまで何度もああいう輩を追い払ってきたし、父様から教わって太た刀ちも弓も一通り扱えるから」

　およそ女の口から出たとは思えない台詞だが、文規は驚くどころか妙に納得したように相あい槌づちを打った。

「そういえば、前庭に射場があったね」

「うん。だから助けられると思っていたの。感謝されるかどうかはそのあとの問題で、見て見ぬふりをしてやり過ごすことはできなかったの」

　切々と訴えたあとふと見ると、文規は釈しやく然ぜんとしない面持ちを浮かべている。しかし共感していないというよりは、むしろ眠ねむたそうな顔に見えなくもない。

（お酒のせいかな？）

　すっかり慣れてしまったが、近づいた当初は顔をしかめるぐらいに酒臭かった。そのあたりで一、二杯引っかけたという感じではなく、朝から飲みつづけた人間のていだ。だとしたら早く家に帰してあげたほうがよいかもしれない。そう考えた梢子は、話を締めるつもりで言った。

「でも今度からもっと気をつける。誰かを助けようとして、他の人に迷惑をかけたら本ほん末まつ転てん倒とうだものね」

　反省の弁を述べたあと、文規からじっと見つめられていることに気がついた。彼の長い睫まつ毛げに縁取られた目は、切れ長というには少し円まるくどこか幼さを残している。しかも酔っているからなのか、やけに潤うるんだように見える。

　妙に色っぽい眼まな差ざしに、梢子はにわかにどぎまぎしてきた。

（なんだろう、この人。市いち人びとには見えないけど）

　市人とは市に参加をする商人や職人のことであるが、それにしては文規は垢あか抜ぬけすぎていた。奇抜といってもよいほどずぼらな装いをしているにもかかわらず、本人の素材のよさがはっきりと分かる。端たん正せいな顔立ちもすらりとした長身も、どう見てもそのあたりの庶民ではないのだ。

　要するに文規の容よう姿しは、町中では浮くほどに際きわ立だっているのだ。

　照れとも居い心ごこ地ちの悪さともつかぬ思いを抱いだき、梢子は視線をかわすように僅かに顔をそむけた。文規が梢子を見る目が、珍しい花や鳥を見つけたときのものに似ている気がしたのだ。

「……あの、なにか？」

「いや、いいなと思って」

「はい？」

「君が。真まっ直すぐで」

「………」

　梢子は一気に鼻はな白じろんだ。ひょっとして馬ば鹿かにされているのだろうかとも思ったが、恩人相手に強く追及もできない。それで梢子は取りあわず、さらりと話題を変えた。

「そ、そういうあなたこそ、そんなふうに言うんだったら、なぜ私を助けてくれたの？」

「ああ、それは簡かん単たんだよ。君がきれいな女人だったからさ」

　あまりの軽い発言に梢子は半眼になる。そういえば自じ宅たくに誘さそったときも、似たようなことを言っていた。しかしひょうひょうとした態度もあいまって、どうも言葉が軽く聞こえてしまう。

　いっぽう文規は、気にしたようすもなく話をつづけた。

「あと、単に恩赦が気に食わなかったから」

「え？」

「だって腹はらが立つだろ？　病気だかなんだか知らないけど、自分達の都合で罪人をいっせいに解き放ったりするから、今日みたいなことになってみんな迷惑しているわけだし。慈じ悲ひ深ぶかいという言葉は、被ひ害がい者しや側への視し線せんを伴ともなってこそ成立する言葉だよ」

　主語はなくとも、まちがいない帝みかど批ひ判はんに梢子は絶句する。

　本音を言えば梢子も同じ不満は抱いているが、少なくとも初対面の人間相手に聞かせる言葉ではない。迂う闊かつなのか気き骨こつがあるのか、よく分からない人である。

　そのときだった。

「梢子！」

　大声をあげて、前庭から室へやに飛び込んできたのは父・直なお光みつだった。辛かろうじて緒お太ぶと（草ぞう履り）は脱ぬいでいるが、片方は沓くつ脱ぬぎ石いしから落ちて庭の中央あたりまで飛んでいる。いったいどういう脱ぎ方をすればあそこまで飛ぶのか本当に不思議である。

「と、父様!?　仕事は？」

　目を白黒させる梢子をよそに、直光は簀すの子このところで仁に王おう立だちをした。

　六尺を越す長身に、中年太りという言葉とは縁がなさそうな筋きん骨こつ逞たくましい引き締まった体たい軀くをしている。はっきりした目鼻立ちに浅黒く日に焼けた肌はだもあいまって、なかなかの迫力の持ち主だった。

　直光は拳を作り、興こう奮ふんを抑おさえるように文規を見下ろした。文規のほうは不ふ審しんげな面持ちで梢子にささやいた。

「お父君？」

「う、うん……」

　歯切れ悪く梢子は答えた。なんだか分からないけど、客が来ているのにそのふるまいは非礼すぎるだろう。もしやこっちも酔っぱらっているのかと疑ったとき、とつぜん直光の顔がくしゃりと歪ゆがみ、滂ぼう沱だたる涙なみだを流しはじめた。

　梢子はぎょっとし、さすがに文規も目を円くしている。

「と、父様？」

「よかったな、梢子！」

　そう言って直光は廂ひさしにあがると、文規の正面に腰を下ろした。そしてあ然とする彼にむかって深々と頭を下げた。

「娘をよろしく頼む！」

　言うまでもなく空気が凍こおりついた。梢子はしばらくの間なにも考えられなかったが、なんとか思考を取り戻し、父親の大きな思いちがいを理解した。同時に興奮して出て行ったみねがなにを言ったのかも合点がいった。要するに梢子が恋人を連れてきたと勘かんちがいし、それを直光に告げに行ったのだ。これまでなかなか縁談がまとまらなかったものだから、直光も有う頂ちよう天てんとなり感かん極きわまったにちがいない。

「父様、なにを言って───」

「こちらこそよろしくお願いします。源みなもとの文あや規のりと申します。源げんの大たい夫ふとお呼びください。年は二十一になります」

　梢子は耳を疑う。見ると文規は、まるで直光と張りあうかのように深々と頭を下げているではないか。

「ちょ、二人ともなにを勘ちがいしているのよ！」

　直光が誤解していることは言うまでもないが、文規もなにか取りちがえている。あるいは大おお袈げ裟さな初対面の挨あい拶さつだと受けとめたのかもしれないが───。

「娘さんに一ひと目め惚ぼれしました」

「はあああ？」

　素すっ頓とん狂きような声をあげる梢子をよそに、直光は破顔した。

「そうかそうか。しかし貴き殿でんは見る目があるのう。父親の口から言うのもなんだがいい娘だ。男手ひとつで育てたので、若じやつ干かん雑ざつな部分はあるが───」

「ご謙けん遜そんを。しっかり者で聡そう明めいで、なによりお美しい」

「分かってくれるのか！　実は死んだ女房が某それがしにはもったいないほどの美人で、幸いなことに娘は母親に似てくれたのだ。やたら背が高いところとむこう見ずなところは完全に某のせいだが、そんなこともあって器量も性格もこんなによいのに、なかなか縁談がまとまらず、断られるたびに心を痛めていたのじゃ。世の中の男はなんと見る目がないのかと悔くやし涙に暮くれ、時にはやけ酒をあおったことも一度や二度ではない。確かに町中で暴漢を叩たたきのめすときは、いくら相手に非があるといっても容赦がなさすぎて父親の某でもびびる。その父に対しても、酒を飲みすぎるなとか腹を出して寝るなとか雷らい神じんのように怒りおるが、すべて某を心配しての言葉なのだ。貴殿のように見る目があって、しかも男前の婿むこがいてくれて本当によかった！」

　恐おそろしく長い言い分を一度もとどまることなく、直光は語り終えた。娘を認みとめられたことがそうとう嬉うれしかったようである。しかし梢子からすれば内容に引っかかりが多すぎて褒ほめられた気がまったくしない。もちろん浮かれるような状況でもなかった。

「二人とも、ちょっと───」

「判はん官がん様！」

　叫び声で梢子は抗こう議ぎを遮さえぎられる。ばたばたと足音がして、前庭に数名の男達が駆け込んできた。直光は表情を険しくし簀子に飛び出した。梢子も身を乗り出すようにして庭をのぞき込む。赤い狩かり衣ぎぬに白はく杖じようを持った彼らは『看督長かどのおさ』と呼ばれる検非違使達である。緊きん急きゆう時じに彼らが自宅にやってくるのも、左すけの休職で近頃は日常的になっている。

「どうした、なんぞあったのか？」

「右京にある五ご条じようの賭博場で、いかさまが原因で数十人が暴れているそうです。先ほど放ほう免めんどもを行かせましたが、人数が多そうなのでわれわれもむかったほうがよいかと」

　放免とはこちらも検非違使だが、もともと軽犯罪を犯した者を、事情に通じている等の理由から罪を許して採用した者達である。荒あらっぽい現場で頼りになる存在だが、いかんせん元の素性が素性なので行動が危なっかしい。危あやうい輩が多数集まったら、無関係の民を巻き込みかねない。

「分かった、すぐに行く」

　そこで直光はくるりと振りむいた。

「源大夫殿、すまぬがちょっと行ってまいる。しばし待っていてくれ」

「ちょ、父様」

「お気をつけていってらっしゃいませ。お待ちしておりますので、あとでゆっくりお話しいたしましょう」

　穏やかに応じる文規に、どういうつもりなのかと襟首をつかんで問いつめたい気持ちになる。さすがにそこまではしなかったが、直光が行ってしまってからとうぜん梢子は文規に詰め寄った。

「あなた、どういうつもりよ！」

　助けてもらった恩はあるが、それとこれとは話が別だ。助けてもらった礼に娘を差し出すなど、鬼が出てくる昔話のようではないか。

「どういうつもりって、お父君に言ったとおりだよ。正確には一目惚れじゃなくて二度目惚れだけど」

「はあ？」

「さっき言ったじゃない。君と話してみて、本当にいいなと思ったんだよ」

　あまりにもためらいなく言われて、梢子は言葉をなくす。

　だがすぐに、そんな馬鹿なと思う。あれだけの派は手でな大立ち回りを目にして、臆おくさない男などいるはずがない。現にそれが理由で何度も縁談を断られてきたのだ。言葉にはせずとも直光が心配していたことは、先ほどの微び妙みような褒め言葉で証明された。思い出すと少なからずへこんでしまう。

「軽く言わないでよ。父様は婿に迎むかえる気、満々よ！」

　婿という言葉に、さすがに文規は困こん惑わくした顔をする。その反応に、ほら見たことかと心の中で忌いま々いましく思う。酔っぱらったノリと勢いで応じてしまったのかもしれないが、ようやく事態を把は握あくしたらしい。

「そうか、婿か……」

　文規は独りごちる。なにをいまさらしみじみと言っているのだ。結婚は女のもとに男が通う婿取りが世の常識ではないか。興味本位で応じて、いまごろになって事の大きさを把握したにちがいない。

（まったく、これだから酔っぱらいは……）

　腹はら立だちながらも、直光のあの浮かれようを思うと気が滅め入いる。もちろんこんな事態になったのは父の誤解が原因だが、それでも失望させるのは辛つらい。

「……確かに婿は、もしかしたらまずいかもしれない」

　他ひ人と事ごとのような口調で言われて、梢子は声を荒らげる。

「もしかしなくても絶対にまずいでしょう」

「いや、やぶさかではないんだ。ただちょっと経過を見させて。できるだけ父君の意向に沿そえるように努力するから」

　なにを訳の分からないことを言っているのだといらだつ梢子の前で、やにわに文規はふわ～と大きなあくびをした。馬鹿にしているのかといよいよ怒ど鳴なりつけそうになったが、あろうことに文規はその場に横たわって大きな鼾いびきをかきはじめたのだ。

「え？」

　とつぜんのことに、即そく座ざにはなにが起きたのか把握できなかった。だがすぐに、酔っぱらった文規が寝入ってしまったことを理解した。

「ちょ、なにを考えているのよ！　起きて」

　梢子は彼の肩を揺さぶったが、いっこうに目覚める気配はない。どういったあんばいなのか鼾はすぐにやんだが、今度はすやすやと実に心ここ地ちよさそうな寝ね息いきを立てている。

「起きなさいよ。人の家よ！」

　しかも初はつ訪ほう問もん、いやそれ以前に初対面の相手の家なのに、こんなに気持ちよさそうに寝入っている。そんな者はこの家にはいないが、万が一なにか盗ぬすまれでもしたらどうするつもりだ。

「ちょっと、起きて！」

　しばらく身体を揺すぶっていた梢子だったが、やがて諦あきらめて手を離した。

「まあお酒を飲んで、あれだけ暴れればこうなるよね」

　最初は焦あせったが、無理に起こす必要もないかという気持ちになってきた。起きていたら色々と気を遣わなければならないし、それならかえって寝ていてもらったほうが楽だ。

　考えを切り替えて梢子は庭に目をむけた。さすがにこの状態を丸見えにしておくのはみっともないと考え、二つある御み簾すの一枚を下ろした。光が遮しや断だんされ薄うす暗ぐらくなった室内が心持ちひんやりとなる。梢子は衝つい立たてのむこうにある長なが櫃びつから薄うす手での衾ふすまを取り出すと、それを文規の肩にそっとかぶせた。
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　それから一いつ刻こくたっても、文あや規のりは目を覚まさなかった。

　幸いなことに鼾は最初だけで、いまはまったくうるさくない。円座わろうだに頭を乗せて気持ちよさそうに寝入っている。

「どういう神経よ………」

　初対面の他人の家でここまで安らげるなど、かなりの強きよう心しん臓ぞうである。

　直なお光みつが戻もどってくるまで放っておいていいだろうとは思うが、このまま寝顔を眺めているだけというのも落ちつかない。ならば席を外すかせめて目を離せばよいのに、伏せた瞼まぶたから伸びた濃く長い睫毛が目の縁ふちにかかるさまが美しく、つい見入ってしまう。文規の面差しは、どこか扇せん情じよう的てきな異国から渡わたってきた肖しよう像ぞうや仏像を連想させた。

（きれいな人だな）

　ぼんやりとそんなことを感じたあと、いつのまにか見み惚とれてしまっていたことに気づいてかーっと顔が熱くなる。

（な、なにを考えているのよ、私！）

　焦ったあまり、その場から逃げ出すように立ち上がる。そのまま少し離れた場所でうろうろしていたが、どうにも落ちつかずにふたたび衝つい立たての奥おくに足を運んで長櫃から小こ袴ばかまを取り出して身に着けた。

　なんだかもやもやしてどうにもならず、気分転てん換かんに騎き射しやでもしようと思い立ったのだ。弓矢を持って簀子から庭に飛び降り、馬丁に馬を準備するように告げる。

　梢子は馬や武芸が好きだった。子供の頃に直光が稽けい古こをしているのを見て、自分にもさせてくれるようにねだって教えてもらった。もちろん女人がすることではないと分かっているが、自分の身を守る術すべは覚えていたほうがよいと直光も同意してくれた。その結果自分から厄介事に首を突っ込むようになってしまったのは、父親として大だい誤ご算さんだったのかもしれないが。

　愛馬に乗ってぐるりと庭を一周すると、それだけで清すが々すがしい気持ちになる。馬の機き嫌げんを見ながら少しずつ速度をあげてゆき、矢をつがえて鬼おに胡桃ぐるみの木に吊るした的にむかって放つと、風を切って飛んだ矢は音をたてて突つき刺ささった。

「やった！」

　梢子が声をあげたとき、門のほうから土を蹴ける音が聞こえた。もう直光が戻ってきたのかと思って見ると、そこには従じゆう者しやに青あお駒こまを引かせた騎き乗じようの青年がいた。

　彼は許可も得ないまま庭の中央まで入ってくると、頭ごなしに叫んだ。

「七しち条じよう判はん官がんの家はここか」

　言い方もひどいが、人の家の庭に騎乗のまま入ってくるのもけっこう失礼である。

　むっとしつつ梢子は答えた。

「そうですが」

「お前、女なのか」

　青年はひどく驚いた声をあげた。どうやら梢子を男子だと思っていたようだ。

　物言いといいどこまでも失しつ敬けいな態度には閉へい口こうしたが、驚かれるのはしかたがない。乗馬ができるだけでも女子では珍しいのに、騎射までしているのだから遠目であれば勘ちがいもするだろう。

　青駒に乗っていたのは、葉は菊ぎく重かさねの狩かり衣ぎぬを着た青年だった。白の表に紺こん青じようの裏うらを重ねることで清々しい蒼あお色いろを表している。洗せん練れんされた着こなしがよく似合う美しい若わか者ものだった。青年と呼ぶにはまだ幼くて線が細い。年の頃は梢子とあまり変わらないようだ。十七、八歳。少なくとも二十歳にはなっていないだろう。
















　梢子は御み簾すが下りた主屋にちらりと目をむける。居い丈たけ高だかな青年の声はけっこうな声量だったが、文規が目覚める気配はやはりない。

（どれだけ熟じゆく睡すいしているのよ……）

　なかば呆あきれつつ、ふたたび前庭の青年に目をむける。

　しかし今日一日だけで、こんな美男子に二人も会うとは思わなかった。

　とはいえ二人がかもし出す雰囲気はまったくちがっていた。文規が艶あでやかで異国情緒に満ちた紅べに色いろの蓮はすの花なら、この青年は気品に満ちた白い夏なつ椿つばきである。優ゆう雅がで品のよい面差しには、苦労知らずの高こう慢まんさがにじみ出ていた。

（どこの公きん達だち？）

　装いから察するに、そうとう身分が高そうである。その人がなぜ下級役人の家になど来るのだろう。あきらかに場ちがいな客に首を傾かしげつつ一応気を遣って下馬すると、気を利きかせた馬丁が馬を厩舎に連れていった。

　馬上の青年は梢子を見下ろすと、呆れたように言った。

「なんだ、ずいぶんと背の高い娘だな。男と見まちがえるわけだ」

　重ね重ねの失礼な発言にかちんとして、ついつっけんどんに返す。

「おっしゃるとおり、ここは検非違使判官・平たいらの直なお光みつの家ですが、あなた様はどなたでしょうか？」

「私は藤ふじ原わらの眞まさ澄ずみ。関かん白ぱく藤原充みつ実ざねの嫡ちやく男なんだ。頭とうの中ちゆう将じようを任じられている」

　思った以上に高い身分に、内心で梢子はぎょっとする。

　頭中将とは、蔵くろ人うど頭のとうと近この衛え府ふ中将を兼任する者に対する呼び名で、上流貴族の子息が任ぜられることが多い。関白の嫡ちやく子しともあれば、とうぜんたどる過程だろう。

　とはいえ役職を聞いたとたん、いきなり下した手てに出るのもみっともない。それ以前に相手の身分がどうであれ、なにも悪いことはしていないのだから卑ひ屈くつになる必要はない。

「その頭中将様がなんのご用でしょうか？　申し遅おくれましたが父は不在です。右京のほうで乱らん闘とうが起きたらしく鎮ちん圧あつに行きました」

「なんだと!?」

　舌打ちをせんばかりに眞澄は叫んだが、現状の都の不穏な状況を知っていれば、実質上の検非違使庁の長が家でのんべんだらりとしていると考えるほうがおかしい。

（あと、休職中の左すけ様をちっとも補ほ充じゆうしてあげないしね）

　考えると腹立たしくなってきて、無自覚のうちに表情に怒いかりがにじみ出す。いっぽう眞澄のほうも、声にいらだちを隠さずに言った。

「まったく間の悪い。ではお前が伝えておけ」

　それが人にものを頼む態度かと反発したが、この人達の感覚は頼むではなくなにごとも命令なのかと考え直すと、しかたがないかという気にもなる。

「はあ、なんでございましょうか？」

「尚侍ないしのかみの捜索はどうなっている。もっと気合を入れろ」

　いかにも検非違使庁が手抜きをしているような言い分に、梢子は眉まゆを寄せた。

　そもそも尚侍は御ご所しよ内ないで行方不明になったのだから、検非違使庁に捜索させること自体お門かどちがいである。

　検非違使庁の役やく割わりは都および諸しよ国こくの治安秩ちつ序じよを守ることで、御所には六ろく衛え府ふという警けい衛えいを担たん当とうするれっきとした部ぶ署しよがある。御所内で起きた事件なら、むしろ彼らの管かん轄かつだ。梢子は検非違使以外の官職の役割など詳くわしく知らないが、この件にかんしてだけは直光が酒の席で部下にぼやいているのを聞いたことがあった。

「捜索はしているようですが、都を虱しらみつぶしに捜してもそれらしき痕こん跡せきは見当たらなかったと申しておりました。御所内のほうはいかがなのですか？」

　なかば皮肉交じりに問い返した梢子に、眞澄は煽あおられたように声を大きくした。

「御所内はとうぜん捜しているが、いっこうに見つからぬ。よって町中にも捜索を広げただけだ。検非違使のほうでももっと気合を入れて都中を捜すようにせよ！」

　ずいぶんと一方的な言い分に、そんな暇ひまがあるわけないだろうと心の中で梢子は叫ぶ。

　白昼堂々と人さらいにあったというのなら捜しようもあるが、夜の御所で起きた神かみ隠かくしのような事件が検非違使庁の手に負えるはずがない。

「伝えはしますが、御所内で起きたことでしたら検非違使庁より衛え府ふで受け持つほうが筋すじではないでしょうか？　まして左さ大だい臣じんの姫様という高こう貴きな方の警けい護ごでしたら、なおのこと責任はそちらに属すると存ぞんじますが」

「そんなことは言われるまでもない。御所内のことはこちらでも調べている。しかし下げ手しゆ人にんが宮外の人間だという可能性もある」

　眞澄は声を荒あららげつつも、痛いところを突かれたようで若じやつ干かん苦々しい顔をしている。そういう顔をしたいのはこっちだと反発しつつ、ふと梢子は気づく。

　眞澄は頭中将だから、近衛府武官である。つまり先せん刻こくの梢子の指摘は、彼の失態を突いたことにもなるのではないか。

（まずかったかな？）

　認識して焦ったが、いまさらどうしようもない。恐おそる恐おそる上目遣いに見上げると、眞澄は忌いま々いましげに吐はき捨すてた。

「分かったか！」

「は、はいっ」

「ならばよい。これだから身分の卑いやしい女は、たしなみがなくてかなわん」

　あからさまな蔑さげすみの言葉に、沓くつ脱ぬぎ石いしにある緒お太ぶとを投げつけてやりたかったが、相手が相手だけに事を荒立ててはおおごとである。せっかく六衛府の非ひ難なんにかんしては追及されずにすんでいるのだから。

　ひとつ深しん呼こ吸きゆうすると、梢子は声を落として言った。

「お言葉はしかと承うけたまわりました。父が帰き宅たくいたしましたら、中将様のお言葉はまちがいなく伝えておきます」

　しおらしく応じると、眞澄は機嫌をよくしたようだった。ふんっと鼻先で笑うと、毒々しい口調で言う。

「身分の卑しい輩どもであれば、御所内に入って悪行をなすことなど恐れぬであろう。検非違使どものほうで奴やつらをきっちりと取り締まれていれば、このようなことも起きなかっただろうに、まったくなんのための検非違使庁なのか、役立たずばかりで困る」

　ぶちっ、と頭の中で忍にん耐たいの糸が切れたのを感じた。

　背が高いとかたしなみがないとか、自分がなにを言われようとこんな相手なら〝目め糞くそ鼻はな糞くそ〟だが、朝から晩まで働いている父の仕事ぶりを批判されるのは許せなかった。

「お言葉ですが」

　これまでの話し方より、一段階低い声で梢子は切り返した。そのくせやけに明めい瞭りような声こわ音ねに眞澄は訝いぶかしげな顔をする。

「確かに都には素行の悪い輩が星の数ほどおりますが、近々の理由を言えば、せっかく捕らえていた罪人達を恩おん赦しやで放免したことが拍はく車しやをかけたのです」

　帝の勅ちよくである恩赦を非難されるとは夢にも思っていなかったのだろう。眞澄は白はく皙せきの顔を真っ赤にした。しかし梢子は恩赦そのものを非難しているわけではない。そのことをまったく考こう慮りよせず、一方的にこちらに責任を押しつける眞澄の姿し勢せいを非難したのだ。

「だいたい自分達の失敗を棚たなにあげて、そのご批判は筋すじちがいじゃありませんか？　御所に下手人を入れてしまったこと自体が、そもそも六衛府の失態ではありませんか。尻しり拭ぬぐいぐらい自分達できちんとするべきでしょう！」

　頭に血がのぼったまま一息に語り終えたあと、梢子はわれに返る。見ると馬上の眞澄の顔は紅こう潮ちようを通り過ぎて蒼そう白はくとなり、ふるふると肩を震ふるわせている。

　はっきりと血の気が引いた。

（や、やっちゃった……）

　しかしもはやどうにもならない。覆ふく水すいは盆ぼんに返らない。

　眞澄はうっすらと唇くちびるを開き、穴あなが開くほどに梢子を見つめてくる。なにか言い返したいにはちがいないが、怒りのあまり言葉が思い浮かばないようだ。

　たがいに事態が信じられないように、ぼう然としつつ見つめあう。

　いつしか梢子はじわじわと冷ひや汗あせをかきはじめた。

　圧あつ倒とう的てきにまずい事態であることは分かるが、どうしたらよいのか分からない。

　このうえはできるだけ父に迷惑をかけぬよう、いかにして自分一人の暴走ということで収おさめるかしか術はない。尻拭いは自分でするべきだ。先刻眞澄にぶつけた言葉が、いまさら胸むねに突き刺さる。

　ようやくわれを取り戻したのか、眞澄が声を荒らげた。

「お、お前などに言われずとも、御所内のことは衛え門もん府ふでも調べている！」

　梢子はなんとか場を収めようと、反論せずに次の言葉を待つ。きっとものすごい罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられるにちがいないと覚かく悟ごしたのだが───。

「分かったなら、父親に伝言を忘れるなよ！」

　そう捨すて台詞ぜりふを残しただけで、眞澄は去っていったのだ。

　予想外の反応に、梢子はあ然として立ち尽くす。

　このままでいいのだろうか？　いや、そんなはずはないだろう。眞澄のほうも頭に血がのぼってあれで終わらせてしまったのかもしれないが、あとでなんらかの咎とがめがあることは考えられる。どうであれ、まず直光に報告はしなければ───。

「関白の息むす子こ相手に言うねえ」

　からかうような物言いに振り返ると、いつのまに起きたのか文規が簀子まで出てきていた。こんな近きん距きよ離りであれだけやりあえば、そりゃあ冬とう眠みん中ちゆうの熊くまでも目を覚ます。

　梢子は彼の横に腰を下ろし、自じ嘲ちよう気味に言った。

「これで分かったでしょ。私の縁談がなかなかまとまらない理由が」

「うん。酒の勢いや酔ったうえでの錯さつ覚かくじゃなかったって確信できた」

「は？」

　意味が分からずにいると、文規はにこにこしながら近づいてきた。そして梢子の顔をのぞき込むようにしてじっと目をあわせる。

「お父君のおっしゃったとおり、本当に器量よしだね」

「!?」

「それに〝いい娘〟とおっしゃっていたのも十分に納得したよ。だって君は人のためばかりに怒っているからね」

　息いき遣づかいを感じるほどの至し近きん距離に、梢子はびくんっと身をそらした。するとその分、文規もにじり寄ってくるから距離はいっこうに開かない。

　あらためて見ると本当にきれいな顔をしている。そして妙に艶つやっぽい。つかみどころがない雰囲気に警けい戒かいしてしまうのに、どうしようもないほどに惹きつけられる。

　いま分かった。この人は紅べに蓮はすではなく、むしろ甘い香こう気きを放つ梔子くちなしだ。見ないようにしていても、どうしても引き寄せられる。文規から発せられる得体の知れない誘ゆう惑わくのようなものを振りはらおうと、梢子は声をあげた。

「あ、あなたなにを見ているのよ！　私は関白の息子を怒らせたのよ」

「うん、がっつり怒っていたね。親以外の人間からあそこまで言われたのって、多分彼にとってははじめてだと思うよ。ていうか関白自慢の眉び目もく秀しゆう麗れいの息子だから、親からも言われたことはないんじゃないかな？」

　ようやく姿勢を戻して梢子との間に距離を取ると、おかしそうに文規は言った。

　いっぽう梢子も、やたら細かい情報に焦りも忘れて訝しむ。

「え？　あなた、頭中将のことを知っているの？」

「噂と名前ぐらいはね。むこうが元げん服ぷくした頃に僕が任国に行ったから、話したことはないけど」

「任国？」

「うん。この間まで大だ宰ざい府ふに少しよう弐にとして赴ふ任にんしていたけど、昨日三年ぶりに戻ってきたところだったんだ」

「大宰府!?　あ、それでみねの話し方がすぐに分かったのね」

　梢子の問いに文規はうなずいた。これで身分その他は判明したが、軽い物言いとわりと堅けん実じつな経歴がいまひとつ嚙かみあわない。大だ宰ざいの少しよう弐にといったら従じゆ五ご位い下げくらいか。

「ということは、大宰府の任期が終わったの？」

「うん、まあ……」

　さらりと答えを濁にごしたあと、文規は少し投げやりに言った。

「でも、近々のうちにどうせまた出しゆつ仕しするからね」

　そりゃあ官職を辞したというのでもないのなら、別の仕事が与あたえられるだろう。

　しかし気乗りしない表情と奥おく歯ばに物が挟まったような物言いから、大宰府から帰ってきたことにはなにか理由がありそうな気もした。

（そういえば地方への赴任の任期って、普通は四年だったような？）

　だが文規はそれ以上なにも言わなかったし、梢子も今日会ったばかりの相手にとやかく訊くことはためらわれた。もっとも文規のほうは、今日会ったばかりの梢子に求愛も含ふくめて信じられない発言ばかりをしているのだが。

　そのまま会話が途と絶だえ、梢子はなんとなく視線を外にむけた。

　日は沈しずみはじめて、秋の澄すんだ空は西側から朱しゆ色いろに染そまりつつあった。板塀沿ぞいに群れて咲さいた緋ひ色いろの曼まん珠じゆ沙しや華げが、斜ななめに長い影を伸ばしている。そんなに時が過ぎていたのかと、あらためて驚く。

（父様、遅いなあ……）

　右京は左京に比べて治安が悪い。厄介なことになっていなければよいのだが。

　ふと視線を戻すと、文規は口許に指をあててなにか沈ちん思ししている。先ほどまで立て板に水のごとくしゃべりつづけていたくせに、どうした変わりようだと思った。

（変な人……）

　もちろん今日会ったばかりの梢子にいきなり求愛してきたのだから、変人であることはまちがいない。それにちょっと怖こわい感じもある。助けてもらった立場でこんなことを思うのもなんだが、市での暴漢に対する態度も躊ちゆう躇ちよというものが一切なかった。

　だが〝人のために怒っている〟と言ってくれたことに、悪い気はしなかった。背が高いことを指摘されなかったのも安心した。

（そうよね。この人ぐらい上うわ背ぜいがあったら、少しぐらい女の背が高くったって気にならないわよね）

　市場で文規を見上げたときの感覚がよみがえる。あんな角度で男性と話をしたのは、父親を除けばはじめてだ。文規とむきあっていると、自分が普通の背せ丈たけの娘になったような気がする。

（普通の女の子って、男の人と話すときはあんな感じなのかな？）

　そんなことを梢子が考えていた矢先、ばたばたと足音をたててみねがやってきた。

「お嬢さん！　いまさっき旦那様の使いが来らして、大たい夫ふ様に今日は遅うなっけんが一度帰ってもらうごて言うとってくれてです」

　やっぱり、という思いで文規を見ると、同じ気持ちなのか彼はこくりとうなずいた。

　直光の仕事柄起こりうることではあるが、こちらから頼んでおいてこの結果は申し訳がなかった。

「そのような理由ならしかたがないね。名な残ごり惜おしいけど、今日は帰るよ」

「あ、食事でも──」

　直光の一言で文規はここまで待ちぼうけを食らったのだ。酒と肴さかなぐらい出さないと申し訳がない。

「ああ、いいよ。実はちょっと用事もあるから」

　笑顔で梢子を制すると、文規は立ち上がった。用事があるのに人の家で居い眠ねむりをしていたのかと呆れつつ見上げていると、文規はくすっと笑いをこぼした。

「あれそんな顔して、もしかして寂さびしい？」

「……はあ!?」

　金かな切きり声ごえをあげたものの、動どう揺ようして次の言葉を出せなくなった。

　唇を震わせてなにか言おうとする梢子に、文規はにこっと微笑みかける。

「ああ、見送りはいいからね」

　彼はひとつ手を振ると、くるりと背をむけて室を出て行った。簀子にいたみねが出口に案内するむねをなにやら言っているようだったが、混乱のあまり梢子の頭にはなにも入ってこなかった。

　やがて彼らのやりとりと足音が途絶え、ようやく思考を取り戻した梢子は絶ぜつ叫きようした。

「なんなの～～、あいつ！」

　初対面の女人相手に、非常識すぎる！　確かに助けてもらった恩義はある。直光もすっかり婿に迎える気でいるようだが、冗じよう談だんじゃない。

「あ、あんな男ひと、絶対にお断りなんだから！」

　声をわななかせたあと、夕焼けにむかって梢子は絶叫した。
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　梢しよう子こが直なお光みつと顔をあわせたのは翌よく朝あさのことだった。

　直光が自宅に戻ってきたのは結局夜よ更ふけすぎで、梢子は先に寝てしまっていたのだ。よほど立て込んでいたのかと訊くと、騒動が片付いてから部下と一緒に飲んでいたとのことだった。ちなみに文あや規のりに伝言を出したときはまだ乱闘騒ぎにかかわっていたらしく、使いを出して気がかりがなくなったので開き直って騒いでいたようだ。

「もういい年なんだから、控ひかえてよ。夜にふらふらするのも危ないわよ」

　ぶつぶつと文句を言う梢子から気まずげに目をそらすと、直光はわざとらしく話題を切り替えた。

「ところでお前、昨日は源げんの大たい夫ふ殿どのによく詫びておいてくれたか？」

「そのことだけどね───」

　婿入りやその他もろもろの事態にかんして梢子が抗議しようとすると、ちょうどやってきたみねが明るい声で言った。

「別に怒っとらっさんやったですよ。旦那様が忙しけんが落ちついてからまた出直しますって言うとらしたです」

「おお、そうか。なら安心した。よし、ちょっくらこっちから行って詫びてくるか」

　直光は腰を浮かした。

「え、どこに？」

「決まっているだろう。大夫殿の家だよ」

「ってどこよ？　いつ、そんなもの訊いたのよ!?」

「うちが訊いとったですよ。昨日見送りばしたときに」

　にこにこと、まるで手て柄がらを立てたかのようにみねが答えた。そういえば帰りは、みねが文規を案内したのだった。

　簀子に出た直光が馬を引くように言うと、ほどなくして厩舎から馬丁が栗くり毛げの馬を引いて出てきた。簀子から庭に飛び降りると、直光は軽々と馬に乗り上がった。

「安心しろ。某それがしが首しゆ尾びよくまとめてきてやるから」

「え？」

　昨日の経けい緯いを考えれば起こりうる展開だが、梢子にとっては晴せい天てんの霹へき靂れきだった。

　引き止めようとあわてて簀子に出るも、直光はすでに馬首を門のほうにむけている。

「ちょ、父───」

「じゃあな。期待して待っていろよ」

　手た綱づなを器用に操あやつると、直光は馬を駆けさせて門を飛び出していった。馬が巻き起こした土つち埃ぼこりを眺めながら、梢子はしばしぼう然とする。

「……いや、まあこうなるよね」

　額を押さえて漏らしたあと、眞まさ澄ずみの一件を伝えられなかったことを思い出してぎくりとなった。飲み過ぎに文句を言う前に、あれこそ真っ先に直光に伝えておかなければならないことではないか。いまから追いかけようかとも思ったが、あの勢いではすでにはるかかなただろう。

「戻ってきたら、忘れないで伝えなきゃ」

　自らに言い聞かせるようにつぶやくと、梢子はいったん奥に戻ろうとした。しかし門の先に騎乗の人物を見つけて動きを止めた。

　頭とうの中ちゆう将じよう───藤ふじ原わらの眞まさ澄ずみである。

　さっきまで考えていたその人が現れた。想い人なら嬉しい展開だが、敬遠していた相手だけに罰ばちでも当たったのかと思った。

「い、いらっしゃいませ……」

　声を引きつらせて挨拶をするが、眞澄はむすっとしたままで返事もしない。無言で手綱を操り、こちらに近づいてきた。縹はなだ色いろの生き地じに銀糸で文様を織り出した若々しい狩かり衣ぎぬがよく似合っている。

　彼は騎乗のまま、簀子に立つ梢子を見下ろした。

「判はん官がんはいるか」

「いません」

　間髪を容れずに答えると、眞澄はあからさまに不ふ機き嫌げんな顔をする。条件反射のようにあしらわれたと思ったのかもしれない。

「では、どこに行った」

「えっと………」

　答えようとして、考えてみれば文規の家がどこか聞いていないことを思い出した。口ごもる梢子に、眞澄はいらついたように声をあげる。

「どこだ！」

「分かりません！」

　正直に答えたに過ぎなかったのだが、眞澄の眉が釣つり上がった。即そく答とうでことごとく否ひ定ていされ、しかもまったく悪びれたようすがないから、悪意があるように聞こえるのかもしれない。しかしそれほど直光に会いたいのなら、人をよこして先に在ざい宅たくを確認するか、あるいは来ることを知らせてから来ればよいのにと単たん純じゆんに梢子は思った。

（だいたいいきなり来ておいて、いないから怒るってどういう了りよう見けんよ）

　色々と人間性に不満を抱きつつ、口に出して言えない分梢子は心の中で毒づいた。

　それはともかく、眞澄が直光を訪たずねてくる理由は二つである。

　ひとつは昨日要よう請せいされた尚侍ないしのかみ捜索の件。そしてもうひとつは、昨日の梢子の非礼を咎めることだ。具体的にどのような咎めがあるのか分からないが、もし後者であるのならなんとか自分一人で収められないかと梢子が考えを巡らせていたときだった。

「実は今日はもうひとつ、お前に頼み事をするつもりで来た」

「………」

　人に頼み事をするのに色々と突っ込みどころのある態度に、梢子は胡う乱ろんな目をする。

　同じ立場の相手なら塩をぶつけて追い返すところだが、身分を考えればそんなわけにもいかない。むかむかする気持ちを抑えながら、開き直り半分に梢子は言った。

「じゃあ。代わりに昨日の非礼をなかったことにしてください」

「は？」

　一瞬なんのことかという表情を浮かべたあと、眞澄は合点がいったような顔をした。

「なんだ、お前。一応自分が非礼だったという自覚はあるのか？」

　あからさまに上じよう機き嫌げんに眞澄が言うので、少しいらっとした。しかしここで反撃するわけにはいかない。

「え、まあ………」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。私はお前のような粗そ野やな女になにを言われようといっこうにかまわぬ」

　そのわりにはものすごくご満まん悦えつ顔がおですよね、という言葉が喉のど元もとまで出かかったが踏ふみとどまる。しかしこの反応なら、もとより直光に累るいが及およぶことはなかったのではないか。もしかしたら、かえって言わないほうがよかったのではという気持ちにもなった。

　とはいえいまさら撤てつ回かいしたりすれば、また機嫌を損そこねかねない。そんなことになったら今度こそ直光に大迷惑がかかる。

　自分の発言の是ぜ非ひに疑ぎ問もんを抱く梢子に対し、眞澄はやたら得意顔で言った。

「まあ、いい。そのようにしてやろう」

「………」

　何様のつもりだと言いたかったが、頭中将様である。納得できない思いを力ずくで抑えつけ、梢子は眞澄の言葉を待った。

「明後日あさつての行ぎよう幸こうのさいの姫ひめ大夫もうちぎみ──姫ひめ松まつをそなたに任じたい」

「はい？」

　聞いたこともない名めい称しように首を傾げるしかできない。いっぽう眞澄は梢子の疑問を思いちがえたようで、はなはだ見けん当とうちがいの説明をはじめた。

「前任者が致ち仕ししたのだが、その者には息子しかおらず後任が決まらなかったんだ。姫松は代々母から娘が慣例だからな。しかしそなたなら乗馬にもたけているし、ちょうどよいだろう」

　いや。疑問はその前の段階にあって、姫ひめ大夫もうちぎみも姫松もなんなのかが分からないのだ。

　いつのまに近づいてきたのか、眞澄の従者が簀子に箱を置いた。鶴つるの蒔まき絵えを施ほどこした、やけに高さがある美しい黒の漆うるし塗ぬりだ。

「これは？」

「衣い装しようが間に合わないから、私が元げん服ぷくしたときのものを持ってきた。十五歳のときのものだから、おそらくいまのそなたにちょうどよかろう。多少あわない部分もあるだろうがその日一日だけだからそれでなんとかしのげ」

「はあ？」

「明日迎えをよこす。詳しいことは上の女によう房ぼうに訊くといい。行幸が終わるまでは臨りん時じなれど下げ﨟ろうという立場になるから心しておけ」

　一方的に語り終えると、眞澄は梢子の返事も待たずに馬を走らせていった。

　呆あつ気けに取られたままの梢子に、先ほど箱を持っていた従者がぺこりと頭を下げてから立ち去っていった。

「明日迎えに来るって………」

　行幸が明後日なら、別に明日行かずともよいではないか。そもそも姫松とはなにをする者なのか？　もしかしたらその準備もあって明日なのだろうか。だとしてももう少し説明してくれてもよいではないか。

　軽く混乱しながら、梢子は従者が置いていった箱に目をむける。下﨟だと言っていたから下位の女房ということになるが、ということはこの箱の中には女房装しよう束ぞくでも入っているのだろうか？

　首を傾げつつ蓋ふたを取った梢子の目は点になった。緋ひ色いろの衣きぬの上に、垂すい纓えいの冠かんむりが乗っかっていた。やけに高さのある箱だと思っていたら、そういうことだったのか。

「って、これで私になにをしろというのよ？」

　冠を箱の外に置き、一番上の衣を引っ張り出す。

　緋色の衣は袍ほうだった。その下には単ひとえやら袴はかまやらあるが、まちがいなく男物だ。

「そ、そういえば自分の元服のときの衣装だって………」

　ならば男物の装束に決まっている。しかしなぜこんなものが女房に必要なのか、皆かい目もく見当がつかない。

　梢子は袍を握りしめたまま、簀子に座り込んで途と方ほうに暮れた。
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　それからほどなくして直なお光みつが戻ってきた。

　文あや規のりは外出中で会えなかったと愚ぐ痴ちる直光に、梢しよう子こは眞まさ澄ずみにかんする一連のことを謝あやまりながら説明した。彼を怒らせたことはなかったことにしてもらえそうだとしたうえで衣装を見せると、直光はやけに納得したようにうなずいた。

「姫ひめ松まつって最初はなんのことかと思ったけど、その衣装を見て思い出した。姫松っていうのはたしか男だん装そうの女によ官かんのことだよ」

「男装？」

　驚きの声をあげる梢子に、直光は説明をつづけた。

「姫ひめ大夫もうちぎみ、東あず豎まの子わらわとも言う。行幸のとき挿そう鞋かい、つまり帝の沓くつを持って、騎き馬ばで御み輿こしに付つき従したがう男装の女官のことだ。男名前を賜たまわることになっていて、行幸のさいには必ず随ずい伴はんしているはずだ」

「前任者が致ち仕しして、いまは不在になっているって言っていたけど」

「じゃあそういうことだろう。なにしろ行幸は明後日だからな、むこうも背に腹は代えられなかったんだろう」

　なるほど。自分が指名された理由も、それで納得がいった。御所の中で乗馬ができる女人を探すのはなかなか難しいだろう。しかし眞澄は、梢子が騎馬どころか騎射までしている姿を目もく撃げきしている。

　しかし昨日あんなことがあったばかりだというのに、よくもまあそんな依い頼らいに来られたものだ。普通なら顔も見たくないものだろうに。ひょっとして圧倒的に身分が上だと、相手に対して気まずさやわだかまりなど気にならないものなのだろうか。

「姫松ねえ……。女官の中にそんな仕事があったんだ」

「三さん子しは天てん子しの守りという言い伝えから、本来は複数の女子を用いることになっているらしいがな」

「天子を守る？」

　梢子は直光の言葉を繰り返した。男装の女子が帝を守る役付けとは、けっこうに印象的な習わしである。しかし直光は気にしたふうもなく、さらりと話を変えた。

「じゃあ、源げんの大たい夫ふ殿には某から説明をしておくよ」

「父様。それは誤解だって」

「なにが誤解なんだよ。女の親の前で、あれだけはっきりと惚れたと言い切る男はそういるもんじゃないぞ」

　いや、だから初対面の相手にそれこそがおかしいだろう。抗議しかけた梢子に、なぜか励はげますように直光が言った。

「親離れのいい機会だ。色々気き詰づまりはあると思うけど、二日間だけの奉ほう公こうなんだから社会勉強だと思って気楽にやってこいや」
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　翌よく日じつ。梢しよう子こは眞まさ澄ずみの遣つかいという従じゆう者しやに連れられて、はじめて内だい裏りなる場所に入った。

　築つい地じの大おお垣がきが巡めぐらされている大だい内だい裏りの官かん衙がなら、数多あまたある門越しにのぞいたこともあったが、その奥おくにある内裏を目にしたのははじめてだった。

　内裏とはいわゆる御ご所しよで、帝みかどが住まう場所である。正せい殿でんである紫し宸しん殿でんと居所でもある清せい涼りよう殿でん。その奥には后こう妃ひ達が住む七しち殿でん五ご舎しやのいわゆる後こう宮きゆうが並ならび、他のいくつかの殿でん舎しやと共に内ない郭かくで囲まれている。

　御所に入った当日、梢子は中ちゆう﨟ろう以下の女によう房ぼう達が住まう曹ぞう司し町まちに案内をされた。清涼殿の西隣に位置する後こう涼ろう殿でんの東ひがし廂びさしにあるので、壺つぼ庭にわを挟はさんだむかい側には帝が寝ね起おきする清涼殿が見えた。

「いや、すごい場所に来ちゃったなあ………」

　しみじみと梢子は漏もらした。あちこちに仕切りとして置かれている几き帳ちようや衝つい立たてのむこうで、女房達が忙せわしく動く気配を感じる。女房という言葉は時期によってその意味が変へん遷せんしているのだが、いまの宮中では自分の局つぼねを賜たまわったある程度の身分にある女によ官かんのことを示していた。身分はおおよそ上じよう﨟ろう、中﨟、下げ﨟ろうに分かれており、今回梢子は下﨟として御所入りをしたので、一応自分の局を賜ってそこにいさせてもらっているのだ。ちなみに女房の下には、女によ嬬じゆをはじめ雑ぞう仕し女めや炊かしき女めなどの下働きの女が多数いる。

　御み簾す越しに簀子すのこを見ると、唐から衣ぎぬ裳もを着た女房が衣きぬ擦ずれをさせて歩いていっていた。彼女達の髪はみな床ゆかにつくほど長く、そのさまは、裳と一いつ緒しよに床を掃そう除じしているように見える。

「すごいなあ、よくあんな格好で動けるなあ」

　襲かさねの名めい称しようなど梢子は分からないが、幾いく枚まいも袿うちぎを重ねることで表された襟えり元もとや袖そで口ぐちの色目はとても美しかった。だがあきらかに重そうである。ちなみにいま梢子が着ている衣い装しようは紺こん紫むらさきの小こ袖そでに切きり袴ばかま、紺こん色いろの帷子かたびらという比ひ較かく的てき軽けい装そうである。なんでもこれが下﨟の局での衣装なのだそうだ。もちろん出しゆつ仕し中は唐衣裳である。

　実はここに来たとき梢子は小袖姿だったのだが、下﨟という女房の立場だからその姿で曹司に入ってもらっては困こまると止められてこの衣きぬを渡わたされたのだ。どのみち明日は眞澄が用意した袍ほうを着るわけで、そのあとはお役やく御ご免めんなのだから今日一日ぐらいかまわない気もするのだが、そういうわけにはいかないらしい。

　着替えをすませたあと勾こう当とうの内ない侍しと名乗る四よ十そ路じ前後の女房から、明日の行ぎよう幸こうのさいの手順と注意点を教えてもらった。しかしそれが終わるとあとはすることがなくなって、時間を持て余してしまう。なにしろ梢子が求められたことは一日のみの姫ひめ松まつとしての仕事だけなので、下﨟としてはすることがなにもないのだ。

　そんなわけで局の中でしばらく行き交う女房達を見て過ごしていたが、それも限界で退たい屈くつが極きわまってきた梢子はついに立ち上がった。

　勾当内侍から、下﨟は『朝あさ餉がれいの間ま』の簀子にあがってはならないように言われたが、逆に考えればそこ以外なら特にお咎とがめはないということだ。ならば土産みやげ話ばなしのためにそのあたりを散さん策さくするぐらいは許されるだろう。普ふ通つうに考えれば生しよう涯がい足を踏ふみ入いれることなどなかったであろう高こう貴きな場所に入れたのだから、こんな機会を逃のがす手はない。

（父様も社会勉強をしてこいって言っていたしね）

　たかが二日ぐらいでなにか学べるとも思えないし、親離れのいい機会と言われたのも軽く衝しよう撃げきだった。要するに直なお光みつも色々と気にかけていたのである。

（やっぱり父様が再さい婚こんしない理由って、私にもあるのかな？）

　悩なやみつつも御簾を持ち上げて簀子に出る。朝餉の間というのは清涼殿の一間だということだが、もちろんどこのことだか見当がつかない。西廂の北寄りあたりらしいが、御簾が下りているのでよく分からなかった。要は清涼殿そのものにあがらなければ問題はないだろう。

　後涼殿と清涼殿は、北、中、南の三つの渡わた殿どのでつながっている。殿舎間には中渡殿を挟んで二つの壺庭が設けられており、放ほう射しや線せん状に枝を伸のばした萩はぎがそれぞれ重なりあうようにして白と薄うす紅べにの花を咲さかせていた。

　梢子はいったん局に戻もどり、緒お太ぶとを手にしてふたたび簀子に出た。近くに階きざはしがないので、衣に注意しながら高こう欄らんを乗り越えて地面に降りる。間近に行くと萩の植え込みは存ぞん外がいに大きく、高さは梢子の胸むねのあたりまであった。

「さすが、御所は萩の花まで品がちがうわ」

　市し井せいで見る萩は、枝が伸びすぎて地面で折れているものも多い。しかしここの萩は、枝がすべて地面につかず離れずのぎりぎりの長さを保っている。こまめに剪せん定ていをしているのか、萩そのものの品種がちがうのかどちらなのだろう。梢子はしゃがみ込んで、今度は萌もえ黄ぎ色いろの小さな葉をじっと眺ながめる。この部分だけを見たら、七しち条じようの路地に咲いているものと変わりない品種に見えるのだが。

　そのとき萩のむこうから、床を踏む音が聞こえてきた。見ると清涼殿の簀子を黒の束そく帯たいを着た人物が二人歩いてきている。

（誰だれだろう？）

　たしか黒の束帯は四し位い以上の者しか着られないと聞いているから、高位の人間にはちがいない。ここで立ち上がって目に触ふれるのもまずい気がして、梢子は彼らが通り過ぎるのをしゃがみ込んだまま待つことにした。しかし彼らは簀子の途と中ちゆうで立ち止まると、少し距きよ離りを取ったまま御簾のほうをむいて腰こしを下ろした。

「主上おかみ、お召めしということで関かん白ぱく参上いたしました」

　梢子から見て右手に座すわった太ふとり肉じしの男が告げると、もう一人のやせ形の男がつづいて名乗った。

「同じく左さ大だい臣じん、参上いたしました」

　帝だけでも緊きん張ちようするのに、それに次ぐ高貴な方々の集合に梢子は慄おののく。早く立ち去るべきかもしれないが、局に戻る手しゆ段だんを考えるとためらう。なにしろ階がないので高こう欄らんを飛び降りてきたのだ。戻るにはふたたび高欄を乗り越えなくてはならない。場所的に御簾のむこうにいる帝に見える可能性が高い。高貴な方々を前にいくらなんでも非礼すぎる。

（しょうがない。ここで待つしかないか……）

　梢子が腹はらをくくったとき、御簾の内側から恨うらみがましげな声が聞こえた。

「はようなんとかせぬか。このまま妃きさきがおらぬ状態では、朕ちんもかなわぬぞ」

　朕という帝しか使わぬ一いち人にん称しようから、誰の発言かはあきらかだった。しかし非ひ難なんとも愚ぐ痴ちともつかぬその声こわ音ねは品位に欠け、とうてい天てん子しのものとは思えなかった。加えて発言の内容も気になった。

（かなわぬって、妃がいないことが？）

　帝が早くに北の方と別れており、それが彼の度を越した色好みが原因だと市井では噂うわさされていたが、本当ならいかにもな要望ではある。

　しかし尚侍ないしのかみがあのような不可思議な事件で行ゆく方え不ふ明めいとなり、まだひと月である。その生死も分からないうちに、しかも彼女の父親である左大臣を前にその発言はないだろう。

（ていうか、主上ってわりと最近まで病びよう床しようにあったんじゃなかった？）

　神社行幸を検けん討とうするぐらいだから完治はしているのだろうが、年ねん齢れいを考えてみても大した精力である。

「幼よう帝ていでもないのに、中ちゆう宮ぐうがおらぬというのはなんとも体てい裁さいが悪い。どこぞにふさわしい高貴な姫はおらぬのか？」

　恨みがましく訴うつたえる帝を、しばらく関白が一人でなだめていた。さすがに左大臣は怒おこっているのか、一言も言葉を発さない。

　やがて関白が、聞こえよがしのように明めい瞭りような声で言った。

「きっとそのうち、どこからか佳よき女によ人にんも現れるでしょう。尚侍とてかぐや姫のようにとつぜんわれらの前に現れたのですから」

　するとそれまで黙だまっていた左大臣が、その言葉にはいち早く反応した。

「はて、兄上も異いなことを仰おおせだ。確かに尚侍は長らく宇う治じに住んでおりましたが、とつぜん現れたわけではなく、私がずっと世話をしていた女に産ませた娘ですぞ」

「さようであったか。これまでそなたから娘の話など聞いたこともなかったので、てっきり竹の中から見つけてきたのかと思っておったぞ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そのように卑いやしい身分の者を御所にあげるはずがないでしょう。確かに女とはとうに別れておりましたが、その者が亡なくなり、母親の再婚相手と暮くらすのではやりにくかろうと思って私が引き取った次し第だいでございます。そういう兄上こそ、先日鞍くら馬まにお越しになったと聞いておりますが、よもや天てん狗ぐを連れて戻ったりはしておられぬか？」

「なにっ！　いま、なんと申した」

　神かみ隠かくしは天狗の仕し業わざともいわれているので、これはなかなか強きよう烈れつな当てつけだ。要は尚侍の失しつ踪そうに関白が関係しているのではと言っているのだ。

（そうか。普通に考えて、上じよう皇こうの生いき霊りようよりそっちのほうが現実的よね）

　しかし尚侍の失踪の状じよう況きようが噂どおりなら、人が関かん与よした事件とはとうてい思えない。

　二人の声音は次第に荒あららいだものになっていったが、帝に止める気配はない。それどころか、まったく気にすることなく妃に対する執しゆう着ちやくを口にしつづける。

「そうじゃ。たしか先の伊い勢せの斎さい王おうが退たい下げしてきていたであろう？　亡くなられた兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやの姫君じゃ。かの宮の姫君ならまだ二十三、四であろう」

　妙みよう案あんを思いついたとばかりに言うが、梢子は完全に呆あきれ返った。

　関白達の態度も帝を前にどうかと思うものだが、その帝も人の気持ちを考えないにもほどがある。それよりも女人に対する執着が異い常じようというべきかもしれないが……。

「斎王の姫様は、すでに出家をご希望されておられます。伊勢で長らく仏を遠ざける生活を送っていたことを以前から悔くやまれ、それを償つぐないたいと仰せでした」

　冷ややかに答えたのは左大臣だった。娘のことを考えれば、そんな物言いにもなってとうぜんだ。そもそも一族に帝の外がい戚せきの地位を与あたえるため皇おう子じを産むことを命題とされた貴き族ぞくの娘ならともかく、父親のいない女によ王おうが六十過ぎの帝に入じゆ内だいしてもよいことはない。

　しかし帝に左大臣の皮肉が通じた気配はなかった。

「なんと！　もったいないことじゃ。なんとか説得できぬのか？」

　梢子は完全に鼻はな白じろんだ。帝の言いい様ようが斎王の姫の境きよう遇ぐうを惜おしんでというより、自分の後宮に入れられぬことを惜しんでいるようにしか聞こえなかったからだ。こうなると左大臣の〝出家したい〟という言い分も本当なのか怪あやしくなってくる。帝に対する反発か、あるいは斎王の姫君の意向を酌くんでの、拒きよ絶ぜつのための言いい訳わけなのかもしれない。

（そうよねえ。いくら帝でも、自分の父親より年上の殿との方がたなんて普通は嫌いやよね）

　名も知らぬ姫君に同情しているうちに、帝に対する敬けい意いが地の底まで落ちてしまった。すっかりしらけて萩の葉をいじっているうちに、三人は話を終えた。もちろん解決はまったくしておらず、関白がなんとかなだめて終わったというのが正解だ。口をきくのも嫌だったのか、左大臣はそれ以い降こうほとんど言葉を発さなかった。

　やがて二人が御ご前ぜんを退去したのを確かく認にんしてから、梢子はようやく後涼殿の簀子に乗り上がったのだった。
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　翌よく朝あさ。日が昇らぬうちに、束そく帯たいの着付けがはじまった。

　はじめて自じ宅たく以外の場所で寝ねたためか、あまり熟じゆく睡すいできずに梢しよう子こは何度もあくびを嚙かみ殺していた。

「この長さだと、髻もとどりが作りやすくて冠かんむりをかぶるのに便利よね」

　梢子の尼あま削そぎの髪を結ゆい上げたのは、百ゆ合り花はなという侯名さぶらいなの下げ﨟ろうだった。着付けも彼女が受け持ってくれている。年の頃ころは二は十た歳ち前後といったあたりで、小こ柄がらで色白ながら肉厚的な唇くちびると泣きぼくろが色っぽい女によ人にんだった。

「前任の方は、髪を長くしていたのですか？」

「そうよ。姫ひめ松まつって普ふ段だんは普通の女房として働いているから。ただ前任の方はけっこう年配だったから、御所を下がる頃はずいぶんと髪も細く弱くなっていたわね」

　梢子に冠をかぶせながら、百合花は答えた。男性の冠は、髻を巾こ子じに入れて下部に簪かんざしを挿さすことで固定する。しかし姫松の前任者は、垂すい髪はつにしてその上に冠をかぶっていたのだそうだ。確かに女房達のように髪を長くしていては、髻を作ることは無理だろう。

　気さくで明るい人ひと柄がららしく、絶え間なく百合花はしゃべりつづける。それでも着々と作業は進めているから手て際ぎわがよい人物にちがいない。

　梢子は両手を羽のように広げ、自分の身体からだに一枚一枚衣きぬが重ねられてゆくのを見下ろしていた。色々と手順が多いが、とりあえず梢子が一番驚おどろいたのは袴はかまを二枚重ねて穿はくことだった。

（男も女も、こんな格好でどうやって仕事をしているのよ!?）

　しかし自分の着付けをしてくれている百合花は、唐から衣ぎぬ裳も姿でてきぱき動いていた。白い唐衣の下から、女郎花おみなえしを思わせる鮮あざやかな黄色の表うわ着ぎがのぞいている。彼女は梢子の前に座って着付けているので、艶つやのある長い黒くろ髪かみが裳の上に扇おうぎのように広がっているさまが見下ろせる。

「百合花さんの衣、きれいですね」

　梢子の言葉に百合花は上をむき、まんざらでもない表情を浮うかべた。

「でも所しよ詮せん下﨟は平ひら絹ぎぬしか許されないし、裳も地じ摺ずりだけよ」

「へえ、そんなものなのですか？」

　梢子からいえば絹きぬというだけで十分上質だが、彼女達にとってはそうではないらしい。

「そうよ。上じよう﨟ろうの方々になると二ふた重え織おり物ものとか綾あやの裳が許されるのよ。禁きん色じきの唐衣も彼女達は許されているしね。まあ二重織物や綾は高価だから、どのみち上﨟でもなければなかなか手に入れられないけどね」

「禁色？」

「具体的には赤と青（緑）のことよ。その色の唐衣は勅ちよつ許きよを受けた女房しか着ることはできないの。その許しを得た人達のことを上﨟と呼ぶのよ」

　はじめて知った事実だった。男性の官服が位によって色や素材がちがうことは知っていたが、女性のほうはほとんど知識がなかったのだ。

「上﨟の方って、どれくらいいらっしゃるのですか？」

「いまはお一人だけよ」

「そんなに少ないのですか？」

「だって少なくとも典侍ないしのすけの身分にないと。中ちゆう納な言ごん以上の公く卿ぎようの姫君になるかな」

　官職名などはよく分からなかったが、上﨟という女房は相当に身分の高い人の娘であることは分かった。漠ばく然ぜんと松竹梅のような感覚で受けとめていたが、どうやら下﨟との間には天と地ほどの隔へだたりがあるようだ。

「先せん帝ていの女によう御ご様方が仙せん洞とう御ご所しよにお移りになられたから、彼女達付きの女房がいっせいにいなくなったものね。いまいる上﨟は中ちゆう宮ぐう様のところの宮みやの君きみお一人だけ。内侍ないしの司つかさの筆ひつ頭とうは勾こう当とうの内ない侍しだけど、あの方は掌侍ないしのじようだから中﨟だしね。先月までは尚侍様がおいでだったけど………」

　それまで饒じよう舌ぜつだった百合花だったが、さすがにそこで語ご尾びを濁にごした。

　梢子も聞こえなかったふりをして視し線せんをそらす。興味本位でとやかく訊くには、事件の内容が深しん刻こくすぎる。それにしても昨日色々と説明をしてくれたあの勾当内侍が、内侍司筆頭だというのははじめて知った。どうりで威い厳げんに満ちていたわけだ。

　少し重くなった空気を払うため、梢子は話題を元に戻した。

「では宮の君という方は、どなたか公卿の姫君なのですか？」

「主上おかみのご息そく女じよよ」

　驚きはしたが、そういえば町でそんな話を聞いていたことを思い出した。今きん上じようは親しん王のう時代より娘を中宮のもとに仕えさせるほど関白とは懇こん意いにしており、その縁えんあって今回の即そく位いに結びついたのだろうと。

　皇こう族ぞくの娘が臣下の娘に仕つかえるというのはぱっと聞いたかぎり違い和わ感かんがあるが、出が臣下の娘であれ中宮となればすでに皇族である。もっと世せ知ち辛がらい話をすれば、皇族といっても三世王など、よほど有力な後うしろ盾だてがないかぎりそのあたりの臣下と変わらない。まして今上はつい最近までほとんど日の目を見ない存そん在ざいだったのだから、その娘としてはむしろよい勤つとめ先さきを得たととらえるべきだった。そして帝の娘となったいまもその状態がつづいているのなら、宮の君の母親はさして身分が高い人ではないのだろう。

「それなら上﨟もとうぜんですね」

　梢子の言葉に、百合花は不服があるように頰ほおを膨ふくらませた。なにか言いたそうだとは思ったが、彼女の表情からおそらく悪口になりそうなことが察せられたので、あえて梢子はなにも問わなかった。それから少し会話が途と切ぎれてしまったが、最後に緋ひ色いろの袍ほうを着付けたあと百合花は右手で頰を押さえた。

「ちょっと、あなたすごくかっこいいわね」

　うっとりと言われ、梢子は目を円まるくする。

　客観的に言えば、百合花が見み惚とれるのはもっともだった。上質な緋色の衣の中で動くすらりとした肢し体たい。ほっそりした首と華きや奢しやな顎あごという女性的な要素とは対照的なきりりとした目と口くち許もとが、凜りんとした美少年を思わせる見事な立たち姿すがただった。

「そ、そうですか？」

「本当よ。嫌いやだわ、女人でこんなに凜り々りしいとか反則でしょ」

　そう責められても、自分の姿は見えないから答えようがない。そもそも女子が〝凜々しい〟と言われても反応に迷ってしまう。

「ほんとどうしよう。ドキドキしてきたわ」

　やたらと頰を赤くして百合花は言う。騒さわぎを聞きつけたらしく、衝つい立たてのむこうから別の下﨟達がひょいと顔を突き出した。

「ちょ、百合花。どこの公達きんだちよ」

「あなた。左さ衛え門もんの佐すけ殿どのはどうしたのよ」

　いずれも百合花と同じ年頃の、比較的若い女房達である。事情がつかめず目を白黒させる梢子の周りを取り囲んで、彼女らは黄色い声をあげている。

（うわ～～。なんだろう、この既き視し感かんは）

　町でごろつきを撃退したときなど、若い娘から黄色い声を浴びせられることはたびたびだったが、よもや御所勤づとめをしているような女人達から同じ反応を見せられるとは思ってもいなかった。

　同どう僚りようの追つい及きゆうに、百合花はうんざりした声をあげた。

「ちがうわよ。昨日来た、姫松の娘よ」

「え、女なの？」

「ちょっと、あなたいったい何者よ。女人なのに殿方よりかっこいいだなんておかしいでしょ」

「すごい、業なり平ひらかと思ったわ」

　昔から美男の代だい名めい詞しとされる在あり原わらの業なり平ひらを譬たとえにあげて、下﨟達はきゃあきゃあと声をあげる。市井であろうが御所であろうが、若い娘達の精神はさほど変わりがないらしい。

「準備はできましたか？」

　落ちついた声音とともに局に入ってきたのは、昨日会った勾当内侍だった。さすがに内侍司筆頭だけあって若い下﨟のようなはしゃぎ方はしなかったが、梢子の束帯姿を一いち瞥べつすると、ほうっと感心したように溜ため息いきを落とした。

「これはまた、なんと凜々しい」

「………」

　男子であれば礼を言うべき言葉だが、一応女の身としてどう返すべきなのだろう。などと考えていると、勾当内侍はあらたまった声音で告げた。

「平たいらの梢しよう子こ。そなたに従じゆ五ご位いを授さずけ、東あず豎まの子わらわに叙じよする。以後、平たいらの朝あ臣そん季すえ明あきと名乗るように」

　梢子はその場に伏ふして、勾当内侍の言葉を聞いた。姫松が男名前を名乗ることは説明を受けていたので驚かなかったのだが───。

「従五位？」

「そうじゃ。本来であれば六位が妥だ当とうだが、頭とうの中ちゆう将じよう様が用意なされた衣装が緋色であるから、五位でなければ釣りあわぬであろう」

　あたり前のように告げられた言葉に、梢子は耳を疑うたがった。位階というのはそんな理由で決めてよいものなのかと思ったが、すぐに今日一日限りのことだったと納なつ得とくした。

（行幸が終わったら、位階も職も解かれるわけだしね）

　周りの下﨟達も納得顔をしている。上の都合で官位が決まってしまうのは、よくあることなのだろう。梢子は深々と頭を下げ、声こわ高だかに返事をした。

「身に余る光栄。謹つつしんで、承うけたまわります」
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　複数の駕か輿よ丁ちように担かつがせて、帝を乗せた葱花輦そうかれんは内だい裏りを出しゆつ御ぎよした。

　巻けん纓えいの冠かんむりをつけた多数の武官達が、騎き馬ばあるいは徒か歩ちで周りを供ぐ奉ぶし、公く卿ぎようや女房達が牛ぎつ車しやであとにつづく。女房が乗る女おんな車ぐるまは、御み簾すの下から女郎花、[image: 〓]はじ、紅くれない紅葉もみじ等などの色取り取りの秋の襲かさねを出して行列に華はなを添そえている。

　その列の中で梢子は箱に入った挿そう鞋かいを持ち、輦てぐるまのすぐ後ろに騎馬で供奉していた。

（やっぱり、緊張するなあ）

　よもやこれほど帝みかどに近い場所だとは思っていなかった。

　ふと目をむけると、輦の真横に武官姿の眞まさ澄ずみが騎馬で供奉している。嫌な奴やつを見てしまったと不満を覚えつつ、仕事に集中しなくてはと梢子は箱を持つ手に力を込めた。帝の沓くつを地に落としでもしたら、特に眞澄あたりからなんと非難されるか分からない。

　しかしその眞澄は車に載せているとはいえ、神しん璽じ（八尺瓊やさかにの勾玉まがたま）の捧ほう持じを任されているのだから挿鞋どころの緊張ではないだろう。ちなみに宝ほう剣けん（草薙くさなぎ剣のつるぎ）のほうは右う中ちゆう将じようが授かっているのだそうだ。帝は三種の神器のうち、剣けん璽じ（剣けんと勾玉）とは常に共にあることを求められる。ゆえに行ぎよう幸こうのさいは、こうして近この衛え武官が捧持を任されるのだ。

　大だい内だい裏りを経て、行幸の一行は二に条じよう大おお路じを東にと進んだ。

　大路の両りよう端たんには、華やかな行幸を目にしようと大勢の見物客が集まっている。道みち端ばたには押し寄せた牛車がいくつも並び、無数の老ろう若にやく男なん女によがその間を埋うめている。公卿の大だい邸てい宅たくが立ち並ぶ日ひ頃ごろは閑かん静せいな二条大路も、今日ばかりは庶しよ民みんの活気で賑にぎわっていた。

　やがて行幸の列は、東ひがし洞とうの院いん大おお路じを左折し北側に進路を取った。このまま北上して一いち条じよう大おお路じから平安京を出る行程となっているが、こちらの通りも相変わらず群ぐん衆しゆうがひしめいていて活気に満ちている。

（う～ん、やっぱり外の空気は気持ちがいいなあ）

　心の底から梢子は思った。たった一日だというのに、もう市井の明るさと空気が懐なつかしくなっている。御簾に隔てられた薄うす暗ぐらい室内は気分が塞ふさぐし、御所に立ち込める雅みやびやかな香こうも、不慣れな梢子にはきつすぎて気分が悪くなる。これが終わったら家に帰れると思うと、それだけで心がはやる。

（一日だけだからよかったけど、何日かいたら冗じよう談だん抜ぬきで香で中毒になっていたかも）

　考えてみれば昨夜よく眠ねむれなかったのは、匂においも一いち因いんだったのかもしれない。

　東洞院大路をしばらく進んだが、二条大路からぐるっと囲むように同じ築つい地じ塀べいがつづいていた。その距離と大きさに梢子は驚いた。

（どなたのお邸やしきだろう？　二町はありそう）

　塀へいの少し先には、格の高い四よつ足あし門もんが構えてある。大路に門を構えることは、相当に身分の高い者にしか許されない。この規き模ぼなら関かん白ぱくや左さ大だい臣じんの邸でも不思議ではなかった。

　実は本日の行幸に、左大臣は同行していなかった。夕べから風ふう病びようを患わずらっているとのことだったが、昨日のやりとりからして、おそらく帝に対する反発からの仮け病びようだろう。

　興味本位で築地塀やその上からのぞく木々を目で追っていた梢子だったが、ちらりとよぎった影かげに目をすがめる。次の瞬しゆん間かん、彼女は鋭するどい声をあげた。

「危あぶない！」

　風を切る音が耳に響ひびき、梢子は反はん射しや的てきに手にしていた箱を投げつけた。

　なにごとかと周りがざわつきだす。葱そう花か輦れんの付近で物が突つき刺ささる鋭い音がして、そのまま地面に箱が叩たたきつけられた。人々はとっさになにが起きたのか分からずにいるようだったが、その中で徒歩の武官が地に落ちた箱を拾い上げた。

「これは!?」

　声を強こわ張ばらせた武官のそばに、眞澄が急いで馬を寄せる。挿鞋が入っていた漆うるし塗ぬりの箱には深々と矢が刺さり、ぱっくりと割われた蓋ふたの片かた方ほうがそのそばに転がっていた。

　矢は葱そう花か輦れんにむかって放たれた。梢子が箱を投げていなければ直ちよく撃げきしていただろう。輦れんそのものか、あるいは乗っている者を───。

「頭中将！」

　梢子の呼びかけに、眞澄は顔をむける。

「矢はあそこからでした！」

　築地塀を指さして、梢子は馬を走らせた。築地塀の瓦かわらの上から矢が見えたのだ。下げ手しゆ人にんはあそこから射いたにちがいない。逃げられる前に捕とらえなければ───。
















　手た綱づなを引き、四足門の前で馬を止める。そこで梢子は、武官が誰一人来ていないことに気がついた。見ると少し後ろでは、人々が葱そう花か輦れんを囲んで大おお騒さわぎをしている。

「え、なにやっているの？」

　早くしないと下手人が逃げてしまうではないか。帝の輦れんに矢を射るなど、とんでもない大罪だというのに。先に一人で追いかけてしまおうかと思ったが、先月の市での騒そう動どうがある。武器もなにも持たない女が一人で弓矢を持った下手人を追いかけても捕らえられるはずがない。場合によってはこちらが怪け我がをするだけだ。

　やきもきして待っていると、ようやっと眞澄が馬を走らせてきた。

「中将、下手人が───」

「分かった、もういい！」

　発言を途中で遮さえぎられ、梢子は耳を疑う。しかし眞澄は手綱を引き、すでに馬のむきを変えてしまっている。

「でも、中に……」

「黙れ！」

　頭越しに怒ど鳴なりつけられ、梢子はびくりと肩かたを揺ゆらす。しばらく訳わけが分からず呆ほうけたようになっていたが、少しして漠然と理解した。

　事情は分からないが、言っても無む駄だなのだ。

　憤いきどおりと歯向かえないことへの無力感に、梢子は唇を嚙みしめて行幸の列に戻った。

　現場は混こん乱らんを極めていた。葱そう花か輦れんは地に下ろされ、公卿達がなにやら励はげましの言葉をかけている。見ると帝は輿こしの中で頭を抱かかえて震ふるえていた。下馬していたら朝ちよう臣しん達に囲まれてその姿は見えなかっただろうが、梢子は騎き上じようにあったのでのぞくことができた。

（そりゃあ、おびえるわよね……）

　ようやく病が癒いえ、張りきって願がん解ほどきに出向いた矢先に矢を射かけられたのだ。しかも矢が当たった箱のあの見事な割れ具合からして、威い嚇かくなどではなく本気で害を為なそうとして狙ねらったことはまちがいない。

　しかし帝という至し高こうの存在にふさわしいふるまいかと訊かれれば、首を横に振るしかできない。周囲には朝臣ばかりではなく見物の民たみも大勢いるというのに、この姿はあまりにも威厳を欠いている。降ふってわいたような帝の地位だったから心構えなどできているはずがないと言われればそれまでだが、やはり人じん品ぴんには疑ぎ念ねんを抱いてしまう。

「こ、こんなところにはおられぬ。早う、輿を出さぬか！」

「主上おかみ、どうぞお気持ちを強くお持ちください」

「大だい丈じよう夫ぶです。下手人はもう去りました」

　いつのまにか公卿達の間に徒歩の女達が交じっていた。袿を壺つぼ織おりにして切袴を着けている。徒歩という点から考えて、女房ではなく、それ以下の女によ嬬じゆかもしれなかった。

　とつぜん帝はそのうちの一人の手を取り、自分の両手で包むようにしてなで回した。

「おお、なんと白い手じゃ。美しいのう」

　それまでおびえていた声音が、急に粘ねばっこいものに変わった。

　梢子は馬上であ然とする。

（さっきまで、殺されかけたと震えていたくせに………）

　立ち直りが早いという考え方もできるが、昨日の関白達とのやりとりもあいまってちょっと病的な好色さに感じてしまう。同じことを思ったのか、周りを囲んでいた公卿達の表情が苦々しいものに変わる。日頃彼らが帝をどう思っているのか、如によ実じつに分かる光景だ。だというのに当人は空気を読む気配もなく、ひたすら女の手をさすっている。

　その帝の痴ち態たいから目をそらし、公卿が気を取り直したように言う。

「それにしても、この挿そう鞋かいのなんと無残なことか……」

　彼が手にしていたのは、地面で無残な姿をさらしていた箱だった。言うまでもなく先ほど梢子が放り投げたものだ。箱の底に突き刺さった矢を見て梢子はひやりとする。

（沓が入っていてよかった……）

　もし挿鞋がなかったら、矢は勢いを弱めず帝を害していたかもしれない。

「よりによって主上の挿鞋をこのように扱あつかうとは、なんと恐れ多い」

　公卿の発言に、梢子は耳を疑った。しかし他の朝臣達もいっせいに眉まゆを寄せるさまに愕がく然ぜんとする。

「平たいらの朝あ臣そん！　この非礼をいかように弁明する」

　公卿の詰きつ問もんに、梢子はとっさに反はん論ろんすることができなかった。もちろん言いたいことはあったが、あまりの理り不ふ尽じんに言葉が出ない。どう考えてもおかしいだろう。下手人を故こ意いに見み逃のがしておきながら、こんなことは追及するなど絶対に異常でないか。

「私は───」

「非はその者にではなく、帝をお守りするわれわれ衛え府ふにございます」

　梢子の言葉を遮り、声をあげたのは眞澄だった。意外な人物の助すけ太だ刀ちに、梢子は憤りを忘わすれてぽかんと彼を見つめる。眞澄は青あお駒こまを動かし、まるで荒あら波なみからかばうように梢子の前に立ちふさがった。

「恐れ多くはございますが、この者が箱を投げなければ、矢は主上を害していたかもしれませぬ。少なくともわれわれは矢が刺さるまで、その存在に気づきませんでした」

　梢子からすればとうぜんの言い分に、公卿達は気まずげに押おし黙だまる。

　関白の嫡ちやく子しにこう言われては、もはや誰もそれ以上口出しすることはできなかった。場はひどくしらけた空気となり、それぞれが無言のまま持ち場に戻っていった。

　梢子は戸と惑まどいがちに眞澄の背せを見る。かばってもらった礼を言うべきかと思ったが、先ほどの下手人がらみのやりとりを思うとすっきりと言葉が出てこない。戸惑っているうちに眞澄はひょいと手綱を操あやつって、梢子を一瞥もせずに馬を進めていった。

　そのとき、誰かから見られている気配をはっきりと感じた。

　意識をむけると、朝臣達に囲まれた帝が梢子を見上げていることに気づく。奇き妙みようなものを見るような彼の眼まな差ざしと、梢子の視線がしばし重なりあった。

　一いつ瞬しゆんなにが起きたのか分からなかったが、反射的に逃げるように目をそらす。

　嫌な汗あせが背中を伝った。帝を直じかに見るなど恐れ多いという理性よりも、ただただ生理的な嫌けん悪お感かんばかりを覚えてしまう。梢子は自分の内側で渦うず巻まく不ふ穏おんな感情を静めようと、懸けん命めいに言い聞かせた。

（我が慢まんして。今日一日だけだから）

　そうだ。こんな意味の分からない場所にいるのは、今日一日だけのことなのだ。この行幸が終われば七条の家に、父のもとに帰れるのだから。
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　そのあと行ぎよう幸こうは再開されたものの、最後までぎこちない空気が晴れることはなく日ひ暮ぐれ前に還かん御ぎよとなった。はた目にも分かるほど荒あら々あらしい足取りで戻ってきた梢しよう子こは、局つぼねに入るなり乱らん暴ぼうに冠をむしり取って髻もとどりを解いた。

「なん、なのよ……」

　大声をあげかけたが、周りを気にして口をつぐむ。自分用の局は与えられているが、空間を隔てるものは几き帳ちようや障しよう子じ等心もとないものばかりなのだ。

　行動が静まると、怒いかりが再燃してくる。

　いったいなぜなのか？　下手人を捕らえることを阻はばまれ、帝を助けたことより沓くつを壊こわしたことを咎められた。彼らにとって人の生命より沓のほうが大切だというのだろうか？

　腹はら立だたしく思ったあと、すぐにどうでもよいことだと考え直した。姫ひめ松まつとしての仕事は終わった。下手人を追いかけたことで眞まさ澄ずみの機き嫌げんをさらに損そこねたのではという懸け念ねんはあるが、これで家に帰れるのだ。

　ひとまず着替えようと御み衣そ櫃びつに近づいた梢子は目を見張った。空からだった。ここに来るときに着てきた小こ袖そではもちろん、細帯も腰こし布ぬのもすべてがなくなっていた。

「え、どういうこと？」

　市井ならともかく、ここであんな普ふ段だん着ぎの衣が盗ぬすまれるとは思えなかった。盗むのなら女房達が着ている絹で仕立てた袿うちぎや表着のほうだろう。

「誰かがまちがって片付けたのかな？」

「私が預かっております」

　衝立のむこうから現れたのは勾こう当とうの内ない侍しだった。彼女の後ろで百ゆ合り花はなが、別の御衣櫃を抱えて立っていた。

「預かる？」

「そなたの任はまだ解かれておらぬ。今後も宮仕えを継けい続ぞくするようにとのことじゃ」

　梢子は耳を疑った。

「ど、どういうことですか？」

「言ったとおりじゃ。そなたの姫松の任はまだ解かれておらぬ。今日より下げ﨟ろうとして、この局で過ごすがよい」

　とうぜん納得ができずに、梢子は声を大きくして反論する。

「約束がちがいます！　私は行幸に応じて臨りん時じに任命された───」

「勅ちよく命めいぞ！」

　これまで自分と一いつ切さい縁のなかった勅命という言葉が雷かみなりのように響ひびき渡わたり、局全体の空気を重くした。勾当内侍の声はけして大きくなかったが、揺るぎない貫かん禄ろくがあった。その後ろで百合花が困こん惑わくした面おも持もちを浮かべている。彼女は梢子と目があうと、分からないというように大きく首を横に振った。

　二人の反応に、もはや動かしようのない事態にあることを理解した。

　黙り込んだ梢子に、それまで毅き然ぜんとしていた勾当内侍の表情が一瞬揺らぐ。しかし彼女はすぐに威厳を取り戻し、後ろに控ひかえる百合花に目配せをした。

　百合花は、手にした御衣櫃を梢子の足あし下もとに置いた。

「それは、当とう座ざの御ご所しよでの衣装じゃ」

　見下ろした櫃の中には、緋色の袴の他に色鮮やかな衣が数枚重ねられていた。

　反はん抗こうすることは諦あきらめたが、さすがに礼を言うまでには割り切れない。黙って立ち尽くす梢子を、勾当内侍は叱しつ責せきしなかった。そして梢子が衣装を目にしたことを確認すると、無言で立ち去っていった。

　次第に遠ざかってゆく衣きぬ擦ずれの音を聞きながら、梢子は自問を繰くり返かえす。

　なぜ、こんなことになったのか？　二条で下手人を追いかけたことや挿そう鞋かいを放り投げたことが誰かの勘かん気きをこうむったのか？　その報復でこんな事態になったのだろうか？

「平たいらの朝あ臣そん……」

　遠えん慮りよがちに百合花が呼びかけた。

「あなた、文字は書ける？」

　いきなりなんだと思ったが、追及する気力もなく事務的に答える。

「仮か名ななら」

「じゃあおうちの人に文ふみを書きなさいよ。私の恋人に持っていかせるから」

　なんとか梢子を元気づけようとしてくれる、百合花の心情が伝わってきて気持ちが少し浮ふ上じようした。確かにこうなったからには、せめて戻れなくなったことだけでも直なお光みつに伝えるべきだろう。いずれにしろ心配はするだろうが、御所の中にいることを知らせるだけでも少しは安心してくれるはずだ。

　そもそも留まるように命じられはしたが、永久に戻さないと言われたわけではない。なぜそんなことになったのか、しばらくいれば事情が分かるかもしれない。

　梢子は気持ちを切り替え、心配そうな顔をする百合花に微笑ほほえみかけた。

「ありがとうございます。では筆記用具を貸していただけませんか？」

　ようやく明るい表情を取り戻した梢子に、百合花はほっとしたようにうなずいた。そんな彼女の思いやりに、梢子は少しだけ勇気づけられた。
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　日が落ちて釣つり燈どう籠ろうに火が灯ともされると、御ご所しよでは夜の仕し度たくに取りかかる。

　紺の帷子かたびらと切きり袴ばかまに着替えた梢しよう子こは、百ゆ合り花はなと一緒に格こう子しを下ろす作業に勤いそしんでいた。仕事中は唐から衣ぎぬ裳もを着るべきなのだが、今日は特別に勾こう当とうの内ない侍しに許可をもらっている。疲つかれているだろうから仕事は明日から徐じよ々じよに教えるという百合花に、じっとしているのは性しようにあわないからと梢子が手伝いを申し出たのである。局に一人でいると不安と憤りでどうにかなってしまいそうだったので、仕事をしたほうが気も紛まぎれると思った。

「百合花さん。むこうは私がやってきますよ」

　昭しよう陽よう舎しやの前で、梢子は西側の殿舎を指差して言った。東最さい奥おうの淑し景げい北ほく舎しやから始まった格子下ろしだが、淑し景げい舎しや、昭陽北舎、昭陽舎と回ったところで、梢子は分ぶん担たんして回ることを提案した。本来であれば各殿舎にはそれぞれの妃付きの女房がいるので、格子の上げ下ろしは彼女達に任せられる。しかし現在は帝に妃がいない状態なので、中ちゆう宮ぐうが住まう弘こ徽き殿でん以外の殿舎は帝付きの女房、すなわち内司待の上の女房の仕事となり、けっこうな労働量になっていたのだ。

「もう一人で大丈夫だと思いますから、私が西側の殿舎を先にやってきます」

「そうね。そのほうが段だん取どりはよさそうね。じゃあ私は殿のほうをすませるから、あなたは舎のほうをお願いね」

　後宮の殿舎の種類は、麗れい景けい殿でんや宣せん耀よう殿でんのように中央にある七殿と、昭陽舎や淑景舎のように東西に位置する五舎に分けられる。

「かしこまりました」

　麗景殿の前で百合花と分かれると、梢子は弘徽殿につながる渡わた殿どのを早歩きで進んだ。西側の舎に行くには、どうしても弘徽殿の前を通って清せい涼りよう殿でんと後こう涼ろう殿でんの簀子を介かいさなければならなかった。

　弘徽殿の簀子にあがると、二枚格子の下だけがはめられており上の格子はまだあがったままになっていた。もちろん御み簾すが下りて中はうかがえないようになっていたが、大おお殿との油あぶらが灯されているのか、室内がほの暗く照らされて見えた。

（ここが中宮様のお住まいの弘徽殿か………）

　先の帝の后きさきだから不思議ではないが、とうぜん彼女は今日の行幸には参加していなかった。そもそも先帝の中宮が御所にいること自体おかしいのだが、上じよう皇こうに疎うとんじられて仙せん洞とう御ご所しよに呼ばれなかったというのだからしかたがない。

　はじめての自分の子を身み籠ごもった妃に対しての上皇のこのひどい仕打ちは、自分を退位に追い込んだ関かん白ぱくに対する当てつけにちがいなかった。だからこそ中宮も憤ふん慨がいして、実家に帰ることを頑かたくなに拒きよ否ひしたのだという。しかたなく関白は娘のための里り第だいを三さん条じように建築中で、それが完成するまで弘徽殿に留まってるという話だった。

（中宮様って、どんな方なんだろう？）

　高貴な女人がみだりに軒のき端ばに出てくるはずなどないが、ついつい期待して梢子は殿舎全体を眺めていた。

　そのとき屋内から風が吹きつけるように、鼻先をある香かおりがかすめていった。

　思わず目をむけると、御簾のむこうを誰かが歩いて行っていた。もちろん顔形は見えなかったが、梢子の目を引いたのはその女人が肩に羽織った赤い衣だった。

　赤と青の唐衣は上じよう﨟ろうにしか許されぬ禁きん色じき。

（じゃあ、あの人が宮の君？）

　今きん上じようの娘で、御所にいる唯一の上﨟だという人物だ。彼女の姿はほの暗い中にすぐに見えなくなってしまったが、ただよう残のこり香がに梢子は鼻の頭を押さえた。

　それはちょっと独特の香りだった。梢子は香こうの薀うん蓄ちくなどまったく分からないが、昨日から複数の女房や朝ちよう臣しん達のそばで相当数の香を嗅かいできたから、傾けい向こうはなんとなく分かったつもりでいた。

　だがこの香は、それらとはあきらかに趣おもむきを異ことにしている。一いつ般ぱん的てきな香が梅や蓮はすなどの花を連想させるものならば、この香は柚ゆ子ずや橘たちばなの柑かん橘きつ類るいを思わせる。雅みやびやかとはお世辞にも言えないが、明るい日差しの下で空気を精せいいっぱい吸い込んだ果実のような、そんな南国情じよう緒ちよのただようさわやかな香りだった。

「いい匂いだなあ……」

　御所中で焚たき染しめられる香にむせ返りそうになっていた梢子だったが、この香だけは好きだと思った。

「宮の君か……」

　帝の娘だと聞いているが、こんな香を使うなら、明るくて、でもちょっと風変わりな人なのかもしれない。会ったこともない上﨟という雲の上の女人に対して、梢子は少しだけ親しみを覚えながら飛ひ香ぎよう舎しやにつづく渡殿にむかった。
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　飛香舎と凝ぎよう花か舎しやの格子を片かたっ端ぱしから下ろし最奥の襲しゆう芳ほう舎しやの簀子にあがった梢しよう子こは、そこに先ほど嗅いだあの柑橘類を思わせる香りがただよっていることに気がついた。

（え、宮みやの君きみ？）

　そんな馬ば鹿かなと思う。梢子は飛香舎を回ってここまで来たが、その間は誰も見かけなかった。弘徽殿から襲芳舎に行くには、飛香舎を介して行くしか手段はない。もちろん庭を突っ切るのなら別だが、上﨟がそんなことをするとは思えない。

（でも私が格子を下ろしている間に、反対側の簀子を通り過ぎたのなら？）

　可能性はあるが、そもそも上﨟がこんな場所に来る理由がない。それによく似た別の香という可能性もある。

　首を傾かしげながら西側の簀子を進んだ梢子の目に、思いがけない人ひと影かげが映うつった。
















　下ろした格子にもたれるようにして簀子に座っていたのは、女人ではなく冠かんむり直衣のうし姿の青年だった。なぜこんなところに殿方がと不ふ審しんに思い足を止めるが、その人物が文あや規のりであることに気づいて声をあげる。

「ど、どうして!?」

　梢子の叫さけびに、文規はぎょっとしたように上半身を格子から離してむき直った。柑橘類の香りがふわりとただよう。先せん刻こく嗅いだ香は文規のものだったようだ。

　真正面から見た彼の洗せん練れんされた姿に、梢子は息を吞のんだ。

　白の表から縹はなだが透すけた花はな薄すすきの重かさねの直衣にきちんと冠をかぶった姿は貴き公こう子し然ぜんとして、先日市で見た着崩れた直ひた垂たれ姿とは別人としか思えない。

　文規は梢子の姿を見ると、ほっとしたように言った。

「よかった。このまま会えないかと思った」

「え？　ど、どうしているの？」

「どうしてもこうしても、帰れなくなったって聞いたから───」

「誰から？」

「お父君からだよ。心配していたよ」

　百合花に頼たのんだ直光への文は、すぐに届とどいていたらしい。事情が分からないので、もうしばらく姫ひめ松まつとして仕えることを要よう請せいされたとしか書けなかったが、とうぜん心配をしているようだ。文面にいくらかでも安心させる材料を入れたかったのだが、梢子自身も訳が分からないので他に書きようがなかった。いまになって少しぐらいごまかして書けばよかったと後こう悔かいしたが、あのときは混乱してそこまで頭が回らなかった。

「それで、あなたが来てくれたの？」

「お父君より僕のほうが、御所には通じている。だから僕が様子を見にきたんだよ」

　真しん剣けんに語る文規に、こんな状況ながら梢子は妙みような気持ちになる。泥でい酔すい状態だった初対面の印象が強かっただけに、なんだか別人と話している気すらしてきた。

（こんな真ま面じ目めな顔もするんだ………）

　というより官かん吏りなのだから、むしろこちらが本来の姿なのかもしれない。ならばいったいなにが理由で市ではあれほど荒あれていたのか疑ぎ問もんに思うが、文規が梢子と父を慮おもんぱかってわざわざ足を運んでくれたことだけは事実だった。一昨日おとといはじめて会ったばかりの相手だというのに、いったいなにが理由でここまでしてくれるのだろう。

　───あれだけはっきりと惚ほれたと言い切る男はそういるもんじゃないぞ。

　父が文規を評した言葉がふとよみがえった。あのときはなにを言っているのだと端はなから取りあわなかったが、もしかしたら本当に好意を持たれているのだろうか？

　その考えにいたった瞬間、どくんと音をたてて胸が鳴った。

　急速に速まりだした鼓こ動どうを、梢子はぐっと息を詰めて整えた。

「いったいなにがあったの？」

　文規は尋たずねた。

「お父君から聞いたよ。行幸に姫松として供ぐ奉ぶするって。でも帝は還かん御ぎよなされたから、もう退出していいんじゃないの？」

「私だってそのつもりだったわよ」

　いらだちを露あらわにして梢子は答えた。

「でも当分下﨟として、御所にとどまるように勅ちよく命めいが下ったらしいのよ」

「え？」

　訝いぶかしげな顔をする文規に、梢子は昼の行幸での一件を説明した。

「偉えらい人達の機嫌を損ねたことはまちがいないわよね」

　とつぜん宮仕えを命じられたことは、その報ほう復ふく措そ置ちにちがいないと梢子は思った。

　対して文規は、口許に手を当てて気難しい表情で考え込んでいる。やがて彼は確認するように言った。

「二に条じよう大おお路じと東ひがし洞とうの院いん大おお路じに囲まれた邸だったんだね」

「知っているの？」

「上じよう皇こうの仙せん洞とう御ご所しよだ」

　なんのことかと思ったあと、文規の意図することを把は握あくして梢子は悲鳴を吞み込むように手で口をおおった。

「そ、それって……」

「関かん白ぱくと対立した上皇が、なかば無理やり退位させられて今きん上じようが即位したことは知っているよね」

　理解の程度を確認するような文規の問いに、梢子はこくりとうなずいた。

　確かにその関係なら、上皇は今上に対してよい感情を抱いていないはずだ。そして朝臣達があの場で事を大きくしたがらなかった理由も分かる。

（そういうこと？）

　あの矢は、譲じよう位いさせられたことを恨んだ上皇が帝を狙ったものだった？

　一瞬納得しかけたが、すぐに単たん純じゆんな疑問が生じる。ならば上皇が生命を狙うほど憎にくい相手は、もっと別にいるではないか。

「でも、それなら狙うべきはむしろ関白という気がするけれど………」

「そうだね」

　梢子の疑問を即そく座ざに肯こう定ていしたあと、文規はひどくつまらなそうに言った。

「今回の即位が、今上がなにか画かく策さくした結果ではないことぐらい上皇も承知していると思うよ。しょせん皇こう族ぞくなんて、摂せつ関かん家けの駒みたいなものだからね」

　不ふ遜そんとも思える発言に梢子は返す言葉に迷う。もし自分が貴族の娘であったのならたしなめるかもしれないが、皇族などあまりにもかけ離れた存在すぎてなんの感情も持っていなかった。

　とはいえ帝を狙った矢が仙洞御所から放たれ、かつ下手人が同邸に逃げ込んだことはれっきとした事実である。それはあの場にいたすべての朝臣が目にしており、もちろん上皇を追い落とした関白も知っている。

「関白がここぞとばかり、上皇を追及しようという発想にはならなかったのかしら？」

　なかなか過か激げきな問いに文規は驚いた顔をするが、かまわず梢子はつづけた。

「だって関白自身が狙われたのなら、良心の咎めからの見て見ぬふりをするというのも分かるわよ。でも狙われたのは帝だし、関白にとっては目の上の瘤こぶでもある上皇を追いつめる千せん載ざい一いち遇ぐうの機会だと思うけど」

「君、なかなか容よう赦しやないことを考えるね」

　呆れと感心が半々といったふうに文規は答えた。

「そうだね。関白ならこれをきっかけに上皇を遠おん流るにでもしそうなものだけどね」

　あまりにもさらりと文規が言ったので、容赦ないのはどっちだと思った。梢子が考えていたのは、せいぜい出しゆつ家けぐらいである。

「おそらく中宮の懐かい妊にんがなければ、そうしていたと思うよ」

「───そういうことね」

　合が点てんがいった。確かに父親である上皇が罪を問われれば、中宮の腹の子に傷きずがつく。男児であればまちがいなく東とう宮ぐうになるであろう子に、そのような汚お点てんをつけるわけにはいかない。ならば眞澄をはじめとした朝臣達の逃にげ腰ごしの反応も納得ができる。それなのに事情を知らない梢子が意い気き込ごんで、ややこしい事態にしてしまったというわけだ。

「なるほど。それで私は彼らの機嫌を損ねて、こんな結果になっているのね」

「いや。機嫌を損ねたのなら、むしろ宮中から追い出すでしょ」

「え？」

「あのね。宮仕えをしている人間に対しての罰ばつというのは、一般的に免めん職しよくだよ」

　文規の言葉に梢子は目から鱗うろこが落ちた気がした。自分が家に帰りたいあまり報復か罰だと思い込んでしまったが、確かに普通に考えれば文規の言うとおりである。

「え、じゃあ単純に姫松の補ほ充じゆうのため？」

「それはあるかもしれないけれど……君、さっきしれっとすごいことを言わなかった？」

「すごい？」

「勅命を受けたって」

　梢子は目をぱちくりさせる。勅命とは帝からの命令のことだ。あのときは動どう揺ようのあまり気がつかなかったが、普通に考えて下﨟ごときに下されるようなものではない。

「あれ、じゃあ勾こう当とうの内ない侍しが言いまちがったのかしら……」

「そんな恐れ多い言いまちがいを、内ない侍しの司つかさ筆ひつ頭とうがするわけないよ」

　なかば呆れたように言うと、文規は人差し指と中指でこめかみをぎゅっと押さえた。そのまま、ふたたび気難しい表情で考え込んでしまう。

　梢子はひどく不安な気持ちになった。なぜ自分程度の身分の者に勅命が下りたのか。こちらは帝の失態も含ふくめて姿を見ているが、むこうは梢子のことなど顔すら知らないはずだろうに。

（ちがった───）

　梢子は思い出した。確実に目をあわせたではないか。挿そう鞋かいの件で朝臣達から責められていた梢子を、帝は遠とおくから眺めていた。あのとき彼は自身の姫松の存在をはっきりと認にん識しきしたはずだ。

　せつな、生なま暖あたたかいもので首くび筋すじをなでられたような不快な感かん触しよくを覚えた。怖おぞ気けから思わず自分の身体を抱きしめるように両りよう腕うでを交差させる。

（まさか、そんな馬鹿なこと……）

　ただの自意識過か剰じようだ。自分のような町育ちの女にそんなことはありえない。

　そう言い聞かせても、容易に不安を打ち消せない。なにしろこれまで梢子が目にした帝の姿は、市井でも噂されていた病的な好色さを裏うら付づけるようなものばかりだったからだ。

「帝が君に興味を持ったのかも」

　ぼそりと文規がつぶやいた言葉に、梢子は愕がく然ぜんとする。

　まさかの疑念を肯定され、どうしてよいのか分からずただ混乱してしまう。思考が散さん漫まんしてまったくまとまらないのに、猛もう烈れつな嫌悪感ばかりが夏の雨雲の勢いで広がってゆく。

「男だん装そうの麗れい人じんっていうのかな？　風変わりな美人に興味を惹ひかれ───」

「やめてよ……」

　声を震えさせたあと、梢子は悲鳴のように叫んだ。

「絶対に嫌よ！」

　たとえ帝であろうと、あの病的な好色さはどうしても受け入れられないものだ。そもそも貴族でもない梢子に帝に対する絶対的な信しん奉ぽうはない。

　それでも分かっている。この国にいるかぎり、帝を拒こばむことなどできない。唯一手段があるとすれば出家するぐらいだ。ならばいっそそうしてしまおうか。出家と引ひき換かえに失うものを考えられないほど、冷静に物事が考えられない。しまいには身体が小こ刻きざみに震えだしてきた。

「わ、私……家に帰る」

　動揺のあまり、できるはずもないことを口走ってしまう。勅命を無む視ししてそんな行動に出たところですぐに連れ戻される。どうかしたら父に累るいが及およびかねない。冷静な状態ならすぐに思いつくことなのに、一切考えが回らなかった。

「帰らなきゃ……だ、だって父様が心配しているんでしょ？」

「落ちついて」

　がしっと両腕をつかまれて、梢子はわれに返った。目の前に立つ文規が、なだめるような眼差しで梢子を見下ろしている。暗さに慣れた梢子の目は、文規の表情からにじみ出るさまざまな感情をはっきりととらえた。

　深酒の影えい響きようだったのだろうが、初対面の日は終始つかみどころのない印象だった文規から、あのときにはけして感じられなかった確固たる意志が伝わってきた。

　なにかがふっと抜けたようになり、梢子は落ちつきを取り戻した。

「僕の話を聞ける？」

　確認するような文規の問いに、梢子は唇を結んで深くうなずく。その反応に安心したのか、あるいは震えが止まったことに気づいたのか文規は手を離した。

「いいかい。当面の逃のがれ方を教えるから、しっかり聞いて」

　文規の言葉に梢子は口許をさらに引ひき締しめた。

「まず身分的に考えて、帝が君への執しゆう心しんを公おおやけにすることはおそらくない。まあ立場上、勾当内侍は感づいているだろうし、他にも蔵人所くろうどのところの人間はおそらく察しているとは思うけど、いずれにしろ下﨟である君を公然と上うえの御み局つぼねに呼ぶことは難しい」

「上御局？」

「后こう妃ひの侍し侯こう所じよのことだよ。帝が妃と寝しん所じよを共にするときは、夜よん御殿のおとどではなくそちらで過ごすことになっている」

　文規は説明してくれたが、そもそも夜御殿たるものが分からない。とはいえ言い分はなんとなく理解できた。世間では男が女のもとを訪たずねるものだが、帝は逆で妃を自分の寝所に呼び寄せるものらしい。そうなるとある程度公になるから、誰彼かまわず呼び寄せるわけにはいかないということだ。

「だとしたら気をつけなければならないことは、むこうの夜よ這ばいと身分を偽いつわっての呼び出しだ」

　夜這いという俗ぞくっぽすぎる言葉に度ど肝ぎもを抜かれたが、親しん王のう時代の噂を聞けばありうる行動だった。帝になったのだからそんなことはしないだろうと思える相手なら、最初からこんな不安は生じない。

「妻つま戸どの掛かけ金がねを下ろしても、こういう場合の女房達はあてにならない。男が女の寝所に押し入るときは、たいていが相手の女房や侍じ女じよを籠ろう絡らくして手引きさせるものだからね。そしていったん中に入られたら、本心はどうあれ帝を止められる女房は一人もいない」

「………ということは、居場所を知られないようにすることが最さい善ぜんの策さくというわけね」

「正解」

　文規は頼もしげにうなずいた。

「寝る場所を固定しないほうがいい。局の場所を頻ひん繁ぱんに変えるとか、君が怖こわくないのなら無人の殿舎に忍しのび込む手もある。七殿五舎のうち人がいるのは、中宮が住む弘徽殿と直じき廬ろとして使っている貞じよう観がん殿でんだけだから、忍び込める場所はいくつでもある」

「怖くなんかないわ」

　きっぱりと梢子は言った。夜よ更ふけの大路でもあるまいし、夜通しで衛え士じが警けい備びをしている築つい地じ塀べいで囲まれた御所のなにが怖いというのだ。

　ただ、それではいたちごっこだ。

「でも、そんな小手先だけの手段でどこまで持つかしら」

「大丈夫。近々に解決させるよ」

　きっぱりと断言した文規に、梢子は自分の耳を疑う。

　文規の目は梢子の背を通り越し、さらに先にむけられていた。遠くを見るような眼差しだったが、その黒こく瞳とうはなにかを明確にとらえているようにも見えた。

　強い意志を感じさせる態度に、むしろ不審すら覚えて梢子は問う。

「え……、ど、どうやって？」

「いまは言えない」

　言葉だけ聞けば拍ひよう子し抜ぬけするような答えだが、文規の口調はあまりにもきっぱりしていて、ごまかしではなく彼がはっきりと手段を講じていることが感じ取れた。

「どうしようか、ずっと迷っていたんだ」

　息を吐はくように言うと、文規は視線を動かして梢子の目をとらえた。

「けど、やっと覚かく悟ごができた」

「覚悟？」

「君を帝になど渡さない」

　梢子は息を詰めて、文規の目を見上げる。黒くろ瑪め瑙のうのような瞳が驚くほど強い光を放っている。しかしそれは昴すばるのような眩まばゆいきらめきとはちがい、日食のように濃こい影を生み出してゆく昏くらい光に見えた。

　喉のどの奥が震えた。

「………どうして、そこまで？」

　文規の誠せい実じつさが伝わってくるからこそ、彼がなにか想像も及ばぬ大変な決意をしたのではという不安を覚えた。しかし緊張して自分を見つめる梢子に、文規はすっと力を抜いたように笑いかけた。

「言っただろう。僕は君に二度目惚れしたって」
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　とりあえずの直なお光みつへの説明は、単純な姫ひめ松まつの補充ということで文あや規のりに伝えてもらうことにした。真相を話しても帝みかど相手では父もどうにもできない。ならば心配をかけるよりは黙っておこうと思ったのだ。

　そうして、梢しよう子この宮仕えははじまった。

　はじめて着る唐から衣ぎぬ裳もはとんでもなく重いもので、これは男子の束そく帯たいを上回るのではと思う代しろ物ものだった。仮に同じ重さでも、男女の体力差を考えれば相対的に女子のほうが負ふ担たんは大きいはずだ。尼あま削そぎの髪はみっともないとのことでつけさせられたかもじ（つけ毛）も、地味に負担を増している気がする。おかげで初日の夜は肩こりと筋きん肉にく痛つうにもんどりうっていた。

（宮中の女房って、検け非び違い使しより重労働じゃない？）

　着き飾かざって優ゆう雅がに貝合わせをしている人達という印象を持っていたことを、梢子は心から反省したものだった。

　しかし数日もたてば、その重い唐衣裳もさすがに着慣れてくる。

　長なが月つきも九日となったその日。梢子は唐衣裳姿で、納おさめ殿どのに置いた調度の埃ほこりを払うべくはたきを動かしていた。

　あれから帝がなにか仕し掛かけてくる気配はなかった。実はこちらの思いちがいだったというのなら幸いだが、用心するに越したことはない。色々と気がかりはあれど、いま梢子が講じなければならないことは、文規のあの言葉を信じてそれまでなんとか帝の手から逃れる手段である。

（でも、大たい夫ふ殿どのはどんな対たい策さくを講じるつもりなんだろう？）

　普通に考えて帝の思おも惑わくを五位程度の官吏に動かせるはずがない。説得するにしてもそもそも謁えつ見けんすら許されない立場ではあるまいか。

　だが梢子は不思議なほど不安を覚えなかった。あの夜の文規の強い瞳を思い出すと、それまで不安しかなかった自分の内側がたちまち安心と自信で満たされる。あの夜の真しん摯しな文規の姿は、驚くほど深く梢子の脳のう裏りに刻きざまれていた。

　───あれがあの人の、本当の姿なのかもしれない。

　迷っていたがやっと決意をしたと言ったときの文規からは、悲ひ壮そうなまでの覚悟を感じた。その決意や覚悟がなんなのかは分からないし、いまは言えないと文規も言った。それでもいまは文規を信じて、捨すて鉢ばちにならずに自分ができることをしなければならない。

（問題が解決するその日まで、どうやって自分を守ればいい？）

　色々とあるはずだ。まず局つぼねを固定しないなどの対策のためには、女房仲間の協力が不可欠である。そのためには彼女達と円満な関係を築かなくてはならない。どうやら男装姿を見せたことで第一印象はよさそうだから、あとは新しん参ざん者ものとして謙けん虚きよに素す直なおにふるまうように心がけなければならない。

（背が高い女っていうのも、こういうときは便利なのかも）

　地味に卑ひ屈くつに思っていた部分だったが、なにが幸いするのか分からない。そういえばこんな柱の高いところにも手が届く。はたきを握にぎりしめながら梢子が実感したときだ。

「姫松、ちょっと来て～」

　衝立のむこうから、百ゆ合り花はなの声が聞こえた。ちなみに梢子の候さぶらい名なは、そのまま役職の姫松で決まった。手て抜ぬきとも思える命名者は勾こう当とうの内ない侍しである。行ぎよう幸こうで姫松として務める平たいらの季すえ明あきのときは五位だが、ただの姫松のときは周りの下げ﨟ろうと同じく六位である。

「どうしたんですか、百合花さん？」

　衝立越しに先をのぞくと、緋色の袋ふくろを手にした百合花ともう一人の下﨟が母おも屋やの丸柱を見上げていた。彼女達の視線の先には萎しおれた薬くす玉だまがぶら下がっている。

　本日、九月九日は『重ちよう陽よう』である。不ふ老ろう長ちよう寿じゆを保つとされる菊きくが盛さかりの頃で『菊きつ花かの宴えん』をはじめとした行事が数多く催もよおされる。この緋色の袋もその一いつ環かんで、中に茱ぐ萸みが入っていて、皐月さつきの端たん午ごに吊つるした薬玉と取り替えることになっているのだ。

　百合花は梢子の顔を見て、申もうし訳わけなさそうに言った。

「ごめん。私達じゃ届かなくて」

「ああ、お安いご用ですよ」

　梢子は腕うでを伸ばして薬玉を外すと、代わりに百合花から渡された緋色の袋を結んだ。

「ありがとう。助かったわ」

「他にありませんか？　ついでだから全部取り替えてきますよ」

「一人じゃ大変よ。七殿五舎全部なんだから。あ、弘こ徽き殿でんはあちらの女房方がしてくださると思うけど」

「大丈夫ですよ。皆さんがなさるより、私がしたほうが効率もよいですし」

　そう答えて梢子は、なおも申し訳なさそうな顔をする百合花から茱萸袋ぶくろが入った籠かごを受け取った。そのまま後こう涼ろう殿でんを出て、まず飛ひ香ぎよう舎しやからはじまる西の三舎の袋を取り替える。古くなった薬玉は、茱萸袋を入れた籠にひとまず入れておいた。

　次は登とう花か殿でんに行こうと弘徽殿の前を通り過ぎたとき、御簾のむこうからがやがやとしたざわめきが聞こえてきた。いつもひっそりと静まり返っている殿舎なのに珍めずらしいと、梢子は思わず足を止める。

「もう少し、もう少し」

「駄だ目めだわ。やっぱり台を持ってきて」

　女房達のやりとりに、ここでも付け替えをしていることを悟さとった。そしてあんのじょう苦労しているようだ。梢子ははめ込んだままになっている下の格子に手をかけ、御簾がかかった屋内にむかって声をかけた。

「あの、よかったら私が取り替えましょうか？」

　ざわつきがいったん静まり、少しして御簾のむこうに一人の女房が姿を見せた。はっきりとは見えなかったが唐衣は平ひら絹ぎぬのようだ。

「誰ですか、あなたは？」

　警けい戒かいするような声音に、梢子は努めて明るく答えた。

「私は五日ほど前に出仕をはじめた者で、姫松といいます。茱萸袋を取り替えるのにご苦労されているのかと思ったものですから、お声をおかけしました」

　女房は首をもたげ、梢子を見上げた。背の高さに感心したようにしばらくそうしていたが、やがてちらりと奥のほうに目をむける。他の者の反応をうかがっているようだ。

　簀子に立って返事を待っていると、ふと背はい後ごに人の気配を感じた。

　振り返った先に、六位の深しん緑りよくの袍ほうを着た中年の男が立っていた。

「そなたが姫松の女房か」

　尋ねるというより、確認するように男は言った。先ほどの弘徽殿の女房達への自じ己こ紹しよう介かいを聞いていたのだろう。

「さようでございますが」

「清せい涼りよう殿でんのほうの薬玉も取り替えておくよう、勾当内侍が仰せであったぞ」

　梢子は表情を強張らせた。絶対に噓うそだ。この忙いそがしい中、内ない侍しの司つかさ筆ひつ頭とうの彼女がそんな些さ末まつなことまで采さい配はいするはずがない。そもそも清涼殿には蔵人くろうどの所ところがあるのだから、雑ぞう色しきにでも任せればよいことだ。あきらかに不自然な噓までついて、誰かが梢子を清涼殿に呼び寄せようとしている。それが誰なのか───明確すぎる。

　大きな声で名乗ってしまった己おのれの迂う闊かつさに梢子は臍ほぞを嚙かんだ。油断した。目をつけられていることは分かっていたのに、女房達しかいないものと気を抜いてしまっていた。

「分かりました。のちほど……」

「いまから来るがよい。わしが案内してやろう」

　白々しい物言いに、梢子は茱萸袋を入れた籠をぎゅっと抱きしめる。清涼殿に入ってしまってはもはや拒こばめない。この段だん階かいでなんとかして拒否しないと───。

（どうしよう？　どうしたらいい？）

　先にすませなければならない用事がある、そんな型どおりの言い訳は通用しない。帝がお住まいの清涼殿を優ゆう先せんしろと言われればそれで終わりだ。

「私達が先です」

　背後で響いた声に、梢子はふたたび殿舎のほうをむく。すると御簾のむこうに、先ほどとは別の女房が立っていた。

「姫松。中ちゆう宮ぐう様がお呼びじゃ。至し急きゆう弘徽殿の薬玉を取り替えるように」

　願ってもない話だが、今きん上じようと先の帝の中宮の命令のどちらが優先されるべきなのか、答えは火を見るよりあきらかである。

「中宮様の命令じゃ。勾当内侍には私が申しておく」

　ぴしゃりと告げられた女房の言葉に、梢子は冷静さを取り戻した。

　そうだ。建前上は勾当内侍の指示ということになっていた。ならば中宮の命令と比ひ較かくすれば、優先すべきはまちがいなく弘徽殿である。

「申し訳ありません。勾当内侍には私からもお断りしておきます」

　梢子の言葉に官かん吏りは苦々しい顔をしたが、結局反論はせず引き下がっていった。

　胸をなで下ろす梢子に、女房は中に入るよう命じた。

　指示されて妻つま戸どから中に入ると、立ち込めた雅やかな香に酔よいそうになる。御簾がすべて下りた廂の間は薄暗く、隙すき間まから差し込んだ光が板の間に模も様ようを描えがき出だしていた。

　几帳や衝立のかたわらに女房達が何人か控えていたが、みな平絹の唐衣を着ていた。ぐるっと見回したかぎり、宮みやの君きみはいなさそうだ。

「こちらじゃ」

　地じ摺ずりの裳もを引いた年とし嵩かさの女房が、奥にと先導する。母屋側の柱の一本に、すっかり萎しおれた薬玉が吊るされていた。梢子は腕を伸ばし難なんなくそれを取ってしまうと、弘徽殿の女房から手て渡わたされた茱萸袋を吊るした。

「軽々じゃな」

　感心したように女房が言った。

「他にありませんか？」

　偶ぐう然ぜんだったにせよ、彼女達のおかげで事なきを得た。できるかぎり恩義に報むくいたい。

「こちらへ」

　とつぜん響いた別の声に、梢子は顔をむける。声は母屋から聞こえてきた。こちらも御簾がすべて下ろされており、廂よりもいっそう暗くて御み帳ちよう台だいや畳たたみ等の昼ひの御座おましの調度ははっきりと見ることができない。

「あの……」

「御帳台に、まだひとつ吊り下がったままになっておる。取り替えてたも」

　女性にしては重じゆう厚こう感かんのある、しかし早打ちの鼓つづみを思わせる癇かん性しような印象の声だった。

　そう言われても本当に入ってよいものか戸惑っていると、先ほどの女房が廂ひさしの間まから御簾を持ち上げた。

　梢子は衣の裾すそを引きながら、母屋の中に入った。御簾が二重になっているからか、廂の間よりいっそう薄暗い中に設しつらえられた御座所おましどころには、曼まん珠じゆ沙しや華げを描えがいた屛びよう風ぶを背に、扇おうぎで顔を隠かくした蘇芳すおう色いろの小こ袿うちぎを着た女人が座っていた。

　宮仕えの場で略りやく装そうである小袿を着ることができる者は、女主人のみである。それ以前に御座所に座っているのだから、この人が中宮であることはまちがいない。彼女の周辺には数名の女房が控えていたが、みな唐衣裳だった。

　女房の指示で奥に進み、梢子は御帳台の柱に下がった薬玉を茱萸袋と取り替えた。

　母屋は廂の間以上に、濃く香が立ち込めていた。これだけの女人がそれぞれに香をつけているからとんでもない匂いになりそうなものだが、室内にただよう香りは比較的統一されていた。梢子にはまったく分からないが、流行や傾向があって使っている香が似ているからかもしれない。

（そういえば、宮の君は？）

　橘や柚子を思わせるあの香は、この中では分からなかった。中宮の周りを囲む女房達に目をむけるも、彼女らの中に許し色の唐衣を着た者を見つけることはできなかった。

（いないのかな？）

　それ自体は別におかしなことではない。月のさわりや夢見が悪い等、女房が出仕を休む理由はいくらでもある。それにしても宮の君は、なにがきっかけであんな個性的な香を使いはじめたのだろう。

　そこで梢子は、ふと思いつく。たしか文規が似た香を使っていた。あの夜はそれどころではなかったのであまり気にしていなかったが、あんな独特な香をまったく縁ゆかりのない男女が偶然に使うものなのだろうか？

（え、どういうこと？）

　軽く混乱しかけた梢子だったが、すぐに自分に言い聞かせる。

　確かに似ているが、同じものだとはかぎらない。そもそも梢子には香を判じる素養などかけらもないのだから、微び妙みような香りのちがいなど分かるはずがない。

（なにを考えているの、私）

　梢子は軽く自己嫌悪を覚えた。あれほど誠実に自分を助けようとしてくれている人を疑うなんて最低すぎる。

「姫松」

　とつぜん名を呼ばれて、梢子は物思いから立ち返る。それは先ほど廂の間で聞いた、あの鼓を思わせる声だった。声がしたほうをむくと、御座所の中宮が扇を下ろしていた。
















　露わになったその容よう貌ぼうに梢子は息を吞んだ。彼女はこれまで梢子が見てきた中で、まちがいなく一番美しい人だった。

　年の頃は二十代なかばほどと思われる。濡ぬれ羽ば色いろの豊かな髪に縁どられた白く小さな顔かんばせは、非の打ちどころがないほどに整っており、爪つま紅べにの花か弁べんのような唇はきっちりと結ばれ冷ややかな威厳にさえ満ちていた。見る者を威い圧あつする圧あつ倒とう的てきな美び貌ぼうは、花に喩たとえるならまちがいなく百花の王・牡ぼ丹たん。それも降りしきる純じゆん白ぱくの雪の中できりりと咲く寒かん牡ぼ丹たんだ。

　ぼう然と見惚れる梢子の前で、中宮は息を吐くように唇を動かした。

「弟から聞いた。そなた主上おかみをお助けしたそうじゃな」

　一瞬誰のことかと思ったが、すぐに眞まさ澄ずみのことだと理解する。

　立ったまま返事をすることも不ふ遜そんなので、ひとまずその場に座して頭を下げる。

「いえ、そのようなつもりでは───」

　謙けん遜そんのつもりで口にしかけたが、これもまた不遜ではないかと思いとどまる。帝を助けることは本意ではなかったと取られかねない。返事に窮きゆうしていると、くすっと笑う声が聞こえた。驚いて顔をあげると、中宮が扇の上で唇の端はを釣つり上げていた。

「気をつけるのじゃな。病的に好色な御ご仁じんじゃ」

　梢子は目を見張った。はっきりと名指しこそしなかったが、帝を指していることは明らかだった。

「その手の噂にかんしては枚まい挙きよに遑いとまがないお方じゃ。お若い時分に北の方と離り縁えんされて以来、御所に参さん内だいするたび違ちがう雑ぞう仕し女めを手て籠ごめにしていたとか、七しち条じようあたりの怪しげな場所にも頻ひん繁ぱんに出入りされていた等々………」

　想像以上のひどい内容だったが、中宮はやけに饒じよう舌ぜつに語りつづける。

「かと思えば、なぜか好んで高貴な方の人妻にばかり秋しゆう波はを送られる」

　そこまで口にしてさすがにためらったのか、中宮は黙り込んだ。あまりの行状に梢子もいよいよ言葉をなくしてしまう。

　しかしこの言い分では、中宮は梢子が御所にとどまることになった経けい緯いを知っているかのようにも受け取れる。中宮の女房は誰一人行幸に随ずい行こうしていないから、帝の女房から聞いたのか、あるいは弟である眞澄から知らされたのかいずれかだろう。

（そういえば、蔵人所の人達は多分察しているだろうって………）

　文規の言葉を思い出す。蔵人所は帝にもっとも近い部ぶ署しよで、眞澄はそこの長官だ。

　梢子はしばし逡しゆん巡じゆんしたが、思いきって口を開く。

「中宮様は、私をお助けくださったのでしょうか？」

　中宮は扇の襞ひだを見るように目を伏せただけで、はっきりした返事はしなかった。

　立場上追及もできずに、梢子は彼女の返答をひたすら待った。しかし、ほどなくして女房に退出を促うながされる。

「……では、これにて失礼いたします」

　やむをえず退出の挨あい拶さつをした梢子に、中宮は扇の陰かげからまるで気まぐれのように言葉を発した。

「そなたに逃げ場が必要なときは、ここを使ってもかまわぬぞ」
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　残りの殿舎の古い薬玉を回かい収しゆうし、新しい茱ぐ萸み袋ぶくろを下げてから梢しよう子こは後こう涼ろう殿でんに戻った。

　納おさめ殿どのに入ると、百ゆ合り花はなが午後からの菊きく見みの宴えんに使う杯さかずきを端は切ぎれで磨みがいていた。

「手伝いますよ」

　そう言って梢子は、百合花にむきあって腰を下ろす。

「もう全部付け替えてきたの？　やっぱり背が高いと早いわね」

「そうですか？　途中で弘こ徽き殿でんに寄ったので、少し時間がかかってしまったのですが」

　百合花の表情があきらかに強張った。

「え、どうして？」

「いや……」

　百合花の険けわしい表情にひるみながら、梢子は弘徽殿に入った経緯を説明した。とはいえ清せい涼りよう殿でんに呼ばれたところを助けられたというのはあくまでも推すい測そくなので、そこには触れずにおく。

「あの人達が、よく部外者を中に入れたわね」

　少々険けんのある物言いに梢子は首を傾げる。もちろん一般的な女社会の常として、内ない侍しの司つかさを中心とした帝に仕える上の女房と、中ちゆう宮ぐうに仕える宮の女房がなにかと反はん目もくしあう関係にあることは予想できる。現に百合花は、はっきりとは言わなかったが宮みやの君きみに屈くつ託たくがあるようなそぶりを見せていた。

「まあ、あんたは新参者だから許してもらえたのかもね」

「許す？」

　百合花は端切れを握りしめ、膝ひざを寄よせるようにして梢子に詰つめ寄ってきた。かなり至し近きん距きよ離りまで近づかれたが、そのうえでなお百合花は声をひそめる。

「弘徽殿では尚侍ないしのかみが失しつ踪そうしてからずっと、誰一人殿舎の中に入れないのよ」

　その言葉が意味するところを、梢子ははっきりと理解できなかった。しかし聞きようによっては、尚侍の失踪に弘徽殿がかかわっているような物言いでもある。

「どういうことですか？」

「尚侍が姿をお隠しになったのは、弘徽殿の前でなのよ」

　梢子は目を見張った。尚侍の失踪の噂は市井でも聞いていた。だがそれは渡わた殿どのを歩いていてとつぜんいなくなったという、およそ現実とも思えぬ内容だった。

「女房達の目の前でとつぜん消えてしまったという噂は本当なのですか？」

「そうらしいわね。尚侍付きの女房達が言っていたから、まちがいないと思う」

　ますます意味が分からず訝しい表情をする梢子に、百合花は当時の状況を詳くわしく説明しはじめた。

「あの夜、尚侍は主上おかみの見み舞まいのために夜よん御のお殿とどにむかっていたそうよ。彼女は宣せん耀よう殿でんを賜たまわっておられたから、麗れい景けい殿でんの前では殿てん上じよう人びと達がお姿を見ていたらしいのよ。でもちょうど弘徽殿に差しかかったとき、とつぜんご本人が〝箒ほうき星ぼしが〟と叫ばれたらしいの。箒星って凶きよう事じの前兆っていわれているでしょう。それで女房達も大だい混こん乱らんを起こしたらしくって、一時騒そう然ぜんとなって、気がついたら影も形もなくなっていたんですって」

　ますます信じがたい話ではあるが、その状況であれば、弘徽殿の者達が疑われることは致いたし方かたがない。

「ではその騒ぎに乗じて、何者かにさらわれたと？」

　さすがに弘徽殿の名を出すわけにはいかず、梢子は主語をぼかした。

　百合花はなんともいえない表情で答えた。

「だとしても女房達が騒いでいたのは、本当にごく短い間なのよ。私達も騒ぎに驚いてすぐに外に出たからそれはまちがいない。そのときにはもう尚侍はいなくなっていたわ。その場にいた女房達は誰一人、彼女の悲鳴すら聞いていないのよ」

「御ご所しよの周辺に、怪しい者はいなかったのですか？」

「衛え士じや滝たき口ぐちがいっせいに御所中を捜そう索さくしたけど、影も形もなかったそうよ。それから六ろく衛え府ふでも今日までずっと女の出入りには神経を尖とがらせているらしいけど、それらしい手がかりはまったくないままよ」

　とことんまで真相のつかめぬ話に、梢子は眉を寄せる。人が意に反してさらわれる状況で、悲鳴すらあがらないとは考えにくい。もしその状況が本当であれば、神隠しとされてもしかたがない。しかし尚侍の入じゆ内だいにもっとも神経を尖らせていたであろう、中宮の殿舎の前というのは引っかかる要素だ。

「弘徽殿の室内をあらためることはなさらなかったのですか？」

　恐れ多いことを承知のうえで梢子は尋ねたが、本心では中宮の殿舎に対してそんな行こう為いが許されるとは思えなかった。

　しかし百合花の答えは意外なものだった。

「あらためたわよ。事情を知った中宮様が御おん自みずから許可を出されたから。滝口達は最初ずいぶんとためらっていたけどね」

　梢子は素直に驚いた。昇しよう殿でんすら許されない滝口の者達を中宮が自分の殿舎に立ち入らせるとは、それだけ身の潔けつ白ぱくを証明したいという意志が強かったのだろう。

「でも、尚侍はいらっしゃらなかったのですね？」

　百合花はうなずいた。

「それ以降、弘徽殿はあんな感じでいつも御み簾すと格子を下ろしているのよ。たまに用事ができて訪ねても妻戸の前で追い返されるし、殿上人達にも同じ調子よ。いまあの中に入れる人間は、おそらく中宮様の弟の頭とうの中ちゆう将じよう様だけだと思うわ」

「え？　でも疑いは晴れたのでしょう？」

「だからきっと、私達に対する腹いせよ」

　腹立たしげに百合花は言った。その口ぶりからは、弘徽殿に対する反発がはっきりとうかがえた。逆に弘徽殿側からすれば、内侍司に対する反発あってのことなのだろう。尚侍は内侍司の筆ひつ頭とうに位置する立場である。そして内侍司と弘徽殿がそんな関係性であったのなら、なおさら梢子が殿舎に入れてもらえたことは驚くべきことにちがいない。

「ねえ、それで弘徽殿はどんな感じだった？」

「以前が分からないからなんとも言えませんが、別に普通だったと思います。そういえば宮みやの君きみがいらっしゃらないようでしたので、物もの忌いみだったのかもしれませんね」

　宮仕えをはじめて色々と驚いたことは多かったが、その中で驚いたというより呆れたことがこの物忌みだった。凶きよう兆ちようや穢けがれ等を理由に一定期間室へやに籠こもるとのことで、とうぜんその期間は仕事ができない。日々やることが山のようにある庶民には考えられない習慣である。

「宮の君？　姫松は彼女の顔を知っているの」

「いえいえ」

　驚いた顔をする百合花に、梢子は両手を顔の前で振ってみせた。

「弘徽殿の前を通ったときにお見かけしたんです。御簾が下りていたのでお顔まではよく分からなかったのですが、許し色の唐から衣ぎぬを召めしておいでだったのでそうだろうと。ですが今日の弘徽殿には平絹の装しよう束ぞくを着た女房しかいなかったので、おいでにならないのだろうと思ったのです」

　梢子の説明に、百合花は納得した顔をする。

「そういうことね。あの気位の高い方が、下げ﨟ろうを相手にしたのかと思って驚いたわ」

　百合花の口ぶりはあきらかに刺とげ々とげしかった。自分達下﨟を卑ひ下げするような言い方をしながらも、宮の君の高こう慢まんを責めているようにしか聞こえなかった。そういえば百合花は、行ぎよう幸こうの朝も宮の君に対して奥おく歯ばに物が挟まったような言い方をしていた。

「宮の君って、そんなに話しにくい方なのですか？」

「下﨟のことなんて、雑ぞう仕し女めぐらいにしか思っていないわよ」

　よほど腹に据すえかねていたのか、吐はき捨すてるように百合花は言った。

「皇族だというのを鼻にかけて、私達のような六位の娘とは口をきくのも煩わずらわしいような態度よ。かえって痛いた々いたしいわ。そりゃあいまでこそ帝の娘でしょうけど、母親は田舎いなかの社やしろの司つかさの娘で、しかも主上と別れたあとは受ず領りようと再婚しているのよ。だから帝のお子とはいえいまだに女房扱いなわけでしょう」

　けっこうな暴言に梢子はひるみかけた。ろくに話すこともなかったという百合花からこうまで言われるのだから、宮の君という人のふるまいはよほど目に余るものだったのだろう。弘徽殿で御簾越しにすれちがったとき、香の影響もあって好印象を持っていただけに複雑な気持ちになる。

　興こう奮ふんした百合花はなおも舌ぜつ鋒ぽう鋭く非難をつづける。

「そのくせ帝の娘だという気位だけは人一倍高くて、親しん王のう家けに代々伝わっているとかの帝と同じ香を使っているのよ。あんな高慢な方が女房じゃあ、さぞ中宮様も扱いづらいでしょうよ」

　勢いのまま告げられたような百合花の言葉を梢子は聞きとがめる。

　先日襲しゆう芳ほう舎しやで文あや規のりに会ったとき、彼の香が宮の君のものと似ていると思った。そのうえで一瞬は、彼らの間に男女の関係を疑った。

　だが宮の君が帝と同じ香を使っているとしたら、いくらなんでも臣下である文規が同じものを使うことはないだろう。

（やっぱり、似ているだけで別の香だったんだわ）

　その考えに至いたって、梢子はほっと胸をなで下ろした。

　ほどなくして、衝立や几き帳ちようのむこうで女房達がなにやらざわつく気配を感じた。

「どうしたのかしら？」

　梢子の思いを代弁するように百合花がつぶやいた。少しして衝立の陰から姿を見せた下﨟がこちらに来るように告げた。

　梢子と百合花は連れだって指示に従したがう。几帳と衝立に囲まれた場所には、すでに複数名の女房が集まっていた。そして彼女達の視線の先には勾こう当とうの内ない侍しがいた。

「菊花の宴は中止になりました」

　前置きもなしのとつぜんの宣せん言げんに、女房達がざわつきだす。その中で弁べんの命みよう婦ぶと呼ばれる中﨟が皆を代表するように尋ねた。

「なにゆえでしょう？」

　とうぜんあるべき質問にもかかわらず、勾当内侍は眉をひそめた。やがて彼女は気を取り直したように首をもたげ、集まった女房達を一瞥して告げた。

「検け非び違い使し別べつ当とうから報告が入った。今朝羅ら城じよう門もんで、尚侍の遺い体たいが発見されたそうじゃ」
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　平安京の正門として設しつらえられた羅ら城じよう門もんは時代と共に荒こう廃はいが進み、いまや倒とう壊かい寸すん前ぜんの楼ろう門もんとなっていた。もしも唐から国くにのように頻ひん繁ぱんに外敵に攻せめ込まれる状じよう況きようであったのなら、都市を強固な城じよう壁へきで囲って監かん視しが厳きびしい楼門を構えるだろうから、ある意味平和の象しよう徴ちようではある。しかし右う京きよう区くと同じく人の手が入らない地区の治安は悪くなる一方で、いまや羅城門は鬼おにの住すみ処かとされ、葬そう送そうできない死体が無数に放置される場所となりはてていた。

　そんな場所で見つかった女の遺い体たいはすでに腐ふ乱らんしきっており、顔形の判別などつくはずもない。それが尚侍ないしのかみ・藤ふじ原わらの茉まつ子こだと分かったのは、遺体が失しつ踪そう当時に羽織っていた有ゆう紋もんの小こ袿うちぎを着ていたからということだった。

　尚侍は内ない侍しの司つかさの上じよう﨟ろうではあるが、彼女個人に実家から雇やとった複数の女によう房ぼうが仕つかえていたので宣せん耀よう殿でんにおいては女主人でもあったのだ。彼女が当時は唐から衣ぎぬ裳もではなく小袿で清せい涼りよう殿でんにむかっていたのだと、お付きの女房が証言している。

　失しつ踪そうからひと月も過ぎてのこの顚てん末まつは、早々に物ものの怪けの仕し業わざで片付けられ、御ご所しよでは表立ってはそれ以上のことは言わなくなった。しかし結けつ論ろんに誰だれもが納なつ得とくしていないことはあきらかで、女房達が何人か集まるとその話題で持ちきりになっていた。

　重ちよう陽ようの日の遺体発見から五日目の昼下がり。

　梢しよう子こ達下げ﨟ろうは局つぼねに集まり、ひとしきりおしゃべりに興きようじていた。今こ宵よいは十じゆう三さん夜やの月つき見みの宴うたげが催もよおされることになっているが、おおかたの準備はすんだので月が出るまで休きゆう憩けいしていてよいと勾こう当とうの内ない侍しから許可が下りたのだ。その日の話題も例に漏もれず、尚侍を連れ出したのは誰なのかというものだった。

「遺体の腐乱がそうとう進んでいて骨ほねまで出ていたというのなら、御所から姿すがたを消してすぐに亡なくなられていたのかもしれませんね」

「姫ひめ松まつ……あんたものを食べながら、よくそんな話ができるわね」

　しかめ面つらで百ゆ合り花はながたしなめる。土は師じ器きの皿に盛もってあるのは桂けい心しんという餅もち菓が子しと結果かくのあわという揚あげ菓が子しで、いずれも今宵の十三夜の宴のために作られた料理のおこぼれである。

「だって気になるじゃないですか。腐乱の進み具合って、季節や場所によってずいぶんと変わるそうですよ」

　結果をぽりぽりとかじりながらどぎついことを言う梢子に、下﨟達はげんなりした顔で手にした唐とう菓が子しを見下ろす。

　しかし当の梢子は、彼女達の辟へき易えきをまったく意に介かいさずにひたすら思案していた。

（だいたい羅城門で見つかった遺体が、衣きぬを着たままだなんてありえないし）

　腐乱死体が着ていた衣ならそうとう汚よごれていたにちがいないが、金になりそうなものなら遺体の髪まで抜いてゆくような輩やからがうろついているあの場所で、綾あや織おりの高価な衣が残されたままというのは、町育ちの人間からすると考えられない話であった。

　しかし穢けがれに触ふれることを恐おそれる宮中の者達は、失踪の状況に疑ぎ問もんは抱いだいてもそのことはなんら気にしていないようだった。確かに犬いぬ猫ねこの死し骸がいがあるというだけで道を変へん更こうするぐらいだから、人間の遺体に触れるなどもってのほかであるにちがいない。彼らにとって遺体が衣を着たまま発見されたことは、不思議でもなんでもないことなのだろう。

　捜そう査さが打ち切られたというのなら、検け非び違い使し別べつ当とうも同じ考えだということだ。なにしろ彼は従じゆ四し位いの殿てん上じよう人びとである。しかしその下に仕える直なお光みつをはじめとした検非違使達は、この件を不可思議に思い、さぞ歯は痒がゆい思いをしているだろう。

（そういえば父様、ちゃんとご飯食べているかな？）

　桂心をもしゃもしゃと嚙かみながら、ふいにこみ上げた懐なつかしさの念に少し挫くじけそうになる。こんなにも長い間父と顔をあわせずにいるのははじめてだった。そもそも家を出たこと自体がないからあたり前なのだが。

　───親離れのいい機会だ。

　宮仕えが決まったときの直光の言葉を思い出す。理り不ふ尽じんな拘こう束そくは絶対に受け入れていないが、考えようによってはよい機会だったのかもしれない。

　物思いにふける梢子の前で、下﨟達は噂うわさ話ばなしに花を咲さかせている。

「けどこうなってみると、弘こ徽き殿でんの建物が縁えん起ぎ悪いわね」

「でしょう。禍まが々まがしい気が立っている気がして……」

「他の殿でん舎しやに行くときは、どうしたってあの前を通らなくてはいけないでしょ。ちょっとぞっとしないわよね」

　思いもよらないやりとりに、梢子は桂心のかけらを持ったまま固まった。殿舎をあらためさせたことで弘徽殿に対する疑うたがいは完全に晴れているはずなのに、なぜそういう発想になるのだろう？

「いっそ建て直しをしてくれたらいいのに」

「中ちゆう宮ぐう様が里帰りをなされたら、検けん討とうしてくださるかもしれないわ」

「でも、よくあんな曰いわくつきの場所にお住まいになれるわね。ああいう事件が起きた段階でもう嫌いやになりそうなものだけど」

　遠回しに中宮、並ならびにそこに住む女房達への嫌けん悪おを感じさせる口ぶりだった。

　なるほどそういう発想になるのかと、梢子は御所に住む人々の思考を再さい認にん識しきした。

　疑いというより穢れを極きよく端たんに忌き避ひし、一度そうなったものを徹てつ底ていして避さけようとする発想だ。しかし梢子は中宮に恩義があるだけに、こんなふうに嫌悪されていることを気の毒に感じた。

「あら、麦湯がなくなっちゃった」

　提子ひさげを傾かたむけながら、下﨟の一人が言った。

「私、もらってきます」

　お使いは新しん参ざん者ものの務めである。空からになった提子を受け取って梢子は立ち上がった。

　御み厨ず子し所どころは後こう涼ろう殿でんの西にし廂びさしにある。納おさめ殿どのを突っ切って、女によ嬬じゆにお代わりを入れてくれるように言って提子を手て渡わたした。

　彼女を待つ間、梢子はなんの気なしに表に出て、時間つぶしのつもりで簀子すのこをぐるりと回った。後涼殿の南側には蔵くろ人うど所どころ町まち屋やと校きよう書しよ殿でんという、いずれも蔵人所の建物がある。それらをぼんやりと眺ながめていると、町屋から誰かが出てきたことに気づいた。后こう妃ひや上﨟ならあわてて身を隠かくすところだろうが、梢子程度の身分ではそれも必要ない。

　しかし相手が黒の束そく帯たい姿であることに少々身構える。比ひ較かく的てき下位の官かん吏りが使う宿舎から四し位い以上の高官が出てくるとはどういうことだろう。気になって眺めていると、やがてその人物が眞まさ澄ずみであることに気づいた。

（げ、最悪！）

　反はん射しや的てきに逃げようかと思ったが、よく考えればそれも癪しやくに障さわる。

　いっぽうそれまで普ふ通つうに歩いていた眞澄も、気配に気づいたように足を止めた。そして簀子に仁に王おう立だちする梢子と視し線せんを重ねると、訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

「え、お前平たいらの朝あ臣そんか？」

「姫松です」

　ぴしゃりと言いい捨すてるも、眞澄はひどく戸と惑まどったように梢子を見上げている。

　心なしか頰ほおが赤いように見える。酒でも飲んでいるのかと疑っていると、眞澄はぼそりとつぶやいた。

「……誰かと思った」

「はぁ？　なにを───」

　馬ば鹿かなことを言っているのだと言いかけて、さすがに口をつぐむ。いくらなんでも関かん白ぱくの息むす子こ相手に馬鹿はまずい。それに考えてみれば、唐から衣ぎぬ裳も姿で眞澄と会うのははじめてだった。それほど何度も顔合わせをしている相手でもないから、衣い装しようがちがえばとっさに誰だか分からなくても不思議ではない。

　もろもろ考え直してから、あらためて梢子は言った。

「話がちがうじゃないですか」

　意図を察したのだろう。眞澄はあからさまに苦々しい顔になった。

　その反応に梢子はむっとする。こんな事態になったのも、そもそも眞澄の依い頼らいがきっかけである。交こう換かん条件で引き受けたのだから一方的に責めるつもりはないが、弁明ぐらいしても罰ばちは当たらないのではないか。

「行ぎよう幸こうまでの臨りん時じという話だったでしょう。私が家に帰れるように取り計らってください」

「そんな暇ひま、あるか！」

　弁明どころか頭ごなしに怒ど鳴なりつけられる。

「尚侍の件で六ろく衛え府ふは大わらわだ。そのうえ中宮も一いつ刻こくも早く御所を出たいと仰おおせで、里り第だいの建築を大急ぎでさせている最中なんだぞ」

　その忙いそがしさは、つい最近の検非違使庁と同じ状況だと内心で梢子は反発した。そのうえで関白家の都合を、あたかも公おおやけのように言える神経にも閉へい口こうしてしまう。

「それでなくとも中宮は以前から心無い中ちゆう傷しように心を痛いためておいでだったのに、今回の件でますます拍はく車しやがかかって、まことにおいたわしい」

　忌いま々いましげに眞澄は言った。曹ぞう司し町まちで感じた女房達の嫌悪は、どうやら御所全体に広がっているものらしい。そう考えると中宮には気の毒だが、眞澄が相手だと怒いかりばかりが先に来て同情する余よ裕ゆうがなくなる。最初から期待などしていなかったが、一言ぐらい謝罪があるかと思った自分が馬鹿だった。

　梢子はぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。こんな人間とこれ以上むきあっていても意味はない。まともな反はん論ろんであろうと感情的な反論であろうと、どうせ身分という圧あつ倒とう的てきな力の差で抑おさえつけられてしまうのだから。

「姫松さ～～ん」

　おりよく御厨子所のほうから、先ほどの女嬬の声が聞こえた。梢子はくるりと踵きびすを返かえすと、眞澄になにも言わないまま引き返していった。
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　日も暮くれて、空気が澄んだ秋の夜空に満ちた月が浮かび上がった。

　栗くり名めい月げつ、豆まめ名めい月げつとも称しようされるこの日の月は、昔から中ちゆう秋しゆうの名めい月げつに並んで美しいとされている。この月を愛めでながら催されるのが、十三夜の宴である。

　清せい涼りよう殿でんの簀すの子こには関かん白ぱくをはじめとした公く卿ぎよう達が並び、月見のために御み簾すをあげた朝あさ餉がれいの間まには白の御お引ひき直衣のうし姿の帝みかどが座すわっていた。本来であれば上じよう﨟ろうが付近に侍じするものだが、該がい当とう者しやがいないので勾こう当とうの内ない侍しをはじめとした中ちゆう﨟ろう達が簀子に控ひかえている。夜御殿よんのおとどと朝餉に入れるのは上﨟だけで、中﨟は簀子までしか許されていない。梢しよう子こ達下げ﨟ろうに至いたっては簀子にあがることさえ許されていなかった。初日にも聞いたそのしきたりを知れば、文あや規のりが言った帝が梢子を寝しん所じよに呼ぶことは難しいというのもより納得ができる。

　梢子は百ゆ合り花はな達と一いつ緒しよに、料理の盛もり付つけや配はい膳ぜん、給きゆう仕じにと立ち動いていた。清涼殿と後こう涼ろう殿でんの間にある二つの壺つぼ庭にわには筵むしろが敷しかれ、楽がく師し達が管かん弦げんを奏そうしている。

　宴の常として時間が過ぎるにつれて飲食物の減り方が緩ゆるやかになるものだが、東から昇のぼった月が天てん頂ちように近づいたあたりで、しばらく給仕を控えるようにとお達しが出た。それで下﨟達も、後涼殿の簀子で月見に興じることになった。

　むかいの清涼殿の高こう欄らんには、居い並ならぶ貴き族ぞく達の鮮あざやかな裾すそが帳とばりのように掛かかっていた。通常であれば身分や年ねん齢れいで色や紋もん様ように制限があるものだが、本日はそれぞれに手の込んだ綾織や目が覚めるような華はなやかな色など凝こった生き地じをつけている。これは『一いち日にち晴ばれ』と呼ばれるもので、特別な儀ぎ式しきや行事、もしくは行ぎよう幸こうや御ご幸こうのさいに許される趣しゆ向こうである。

　しかしいくら見た目には華やかで楽しいものでも、時期を考えると許可を出した帝の神経が梢子には理解しがたかった。

「さすがに左さ大だい臣じん様はおいでになられていないわね」

　高欄から身を乗り出すようにして、清涼殿を眺めていた百合花がつぶやいた。

　そうなのだ。尚侍ないしのかみの逝せい去きよが分かってからまだ何日もたっていないのに、なぜにここまで派は手でに宴を開こうとするのか。ましてその人は自分の妃きさき候こう補ほだったというのに。

「そりゃあ庶しよ子しとはいえ、初しよ七なの日かもすんでいないのだから。服ぷ喪くの間は饗きよう宴えんには参加なさらないわよ」

「左大臣様を気き遣づかって、今日の宴に参加していない朝ちよう臣しん達も多いみたいね」

「あら。それで関かん白ぱく様もご子息の頭とうの中ちゆう将じよう様も出席なさっているのかしらね」

　わざとらしく一人の女房が言った。要するに関白と左大臣の兄弟仲の悪さを皮肉っているのである。これにはさすがに別の女房が、苦く笑しよう交まじりにたしなめる。

「いくらなんでもうがちすぎでしょ。だいたい帝を推すい挙きよしたのは関白様なのだから、お二方とも出席しないわけにはいかないわよ」

　清涼殿の簀子に目をむけると、橡つるばみの袍ほう姿の朝臣が並ぶ中に隣りん席せきの公卿と朗ほがらかに話をする眞まさ澄ずみを見つけた。にわかに昼の諍いさかいがよみがって無む性しように腹はらが立ってきた。

　ぷいっと目を背そむけようとしたとき、御おま座しど所ころに座ざす帝と視線がぶつかった。月見を妨さまたげないようにとの気遣いからか、帝の前の簀子にだけ公卿も女房も座っていなかったのだ。

　それはほんのわずかな時間だった。距きよ離り的てきな問題もあるので、たがいの顔形もはっきりとは見えないはずだった。それなのに確実に、自分が彼の視し野やに留められているのを梢子は感じた。やおら帝の手が動き、梢子は息を吞のむ。まるで水を搔かくように、おいでおいでと手を揺ゆらしている。

　背せ筋すじに震ふるえが走った。視線を避けるために身を隠そうとするが、周りを女房達に囲まれているので身動きが取れない。

（どうしよう、逃げなきゃ）

　焦あせる気持ちばかりが募つのり、嫌な汗あせがじっとりと背せ中なかを伝う。

　そのときだった。

　とつぜん眞澄が立ち上がって帝の前まで歩いていった。こちらに背をむけた眞澄の身体からだで帝の姿が消える。それだけで憑つき物ものが落ちたように冷静さを取とり戻もどせた。

「すみません。ちょっと………」

「疲つかれたのなら、もう下がってもいいわよ。今こん晩ばんは夜通しで、片付けは多分明日になると思うから」

　ほろ酔よい気分の下﨟がどうということもないように言った。これ幸いとばかりに、梢子は背はい後ごの御簾をくぐって曹ぞう司し町まちに入った。

（女房の格好は危き険けんだわ）

　自分の局で着付けを解くと、かもじを外して手早く髻もとどりを結ゆう。姫松の衣装を出して手早く着付ける。おそらく手順をまちがえているところもあるとは思うが、ぱっと見に体てい裁さいは整っているのでよしとする。

　着替えをすませると、梢子は御おん膳もり宿やどから渡わた殿どのを通って階きざはしを降りた。人ひと気けのない後宮の殿舎に行く手もあったが、男だん装そうでうろついていてはかえって悪目立ちをしてしまう。しかし蔵くろ人うど所どころ町まち屋やと校きよう書しよ殿でんのあるこの庭であれば浮かずにすむ。喜んでよいのか複雑だが、女房達に言わせれば梢子の男装はぱっと見には完全に殿との方がたに見えるらしい。まして月明かりがあるとはいえ、夜だからさほどはっきりと姿をとらえることもできまい。

（いっそ、大だい内だい裏りのほうに逃げたほうが安全かも）

　木を隠すのなら森や山が一番いい。袍を着た人間が官かん衙がを歩いていても誰も不ふ審しんには思わない。

　回かい廊ろうを南に進んでいると、少し先の柱に誰かがもたれていることに気づく。梢子と同じ緋ひ色いろの束そく帯たいを着ているところから、衛え士じではなく五位の官吏である。

（宴えん席せきを抜け出してきたのかな？）

　そろそろと近づいていくと、とつぜんあの柑かん橘きつ類るいを思わせる香かおりが鼻先をかすめた。

　立っていたのは文あや規のりだった。

　梢子の胸に、猛もう烈れつなほどの懐かしさがこみ上げてくる。

　数日前に会ったばかりなのに、今日も含ふくめて三回しか会っていないはずの相手なのに、異い国こくで昔むかし馴な染じみに出会ったような安あん堵どが胸に広がる。

　自分でも気き恥はずかしくなるほどの感情の変化に梢子は戸惑う。初対面のときは酒に酔よっていたこともあり、言葉がいちいち信用できなかった。だが二度目に襲しゆう芳ほう舎しやで会ったときの文規はまったくちがっていた。あのときの文規は、なんとかして梢子を助けようという気き概がいに満ちていた。まるで自分のなにかを犠ぎ牲せいにしてまでも───。

　どくんと胸が鳴る。

「げん………」

　呼びかけようとして、梢子は唇の動きを止めた。

　丸柱にもたれた文規の視線は、もはや天頂から西に落ちはじめた月に注がれていた。その横顔が十三夜の月の光以上に冴さえ冴ざえと目に映うつり、あまりの緊きん迫ぱく感かんに梢子は言葉をかけることができなくなってしまう。

　月を見上げたまま、文規は静かに唇を動かした。




「月みればちぢに物こそかなしけれ　わが身ひとつの秋にはあらねど」




　梢子はその和歌を知らなかった。そもそも和歌を習うような環かん境きようにもなかったが、それでも意味を解することぐらいはできる。秋の寂せき寥りようと孤こ独どく感かんを詠よんだ歌だ。

　───なにがそんなに寂さびしいの？

　ふと思おもい浮うかんだ疑問に、梢子はこれまでの文規の数々の不可思議な態度を思い出す。

　市場での荒あれた行動も、襲芳舎での悲ひ痛つうなまでの決意を感じさせる言動も、いずれも文規の中にある不安定な感情や立場を梢子に想像させた。

　───ねえ、なにがそんなに寂しいの？

　声にできない思いを、ふたたび心の中で唱える。それは疑問ではなく渇かつ望ぼうだった。文規の心にある自分が知らない部分を知りたいと猛烈に思った。

　梢子は足を踏ふみ出だした。気配を察したのか、文規はひょいとこちらをむく。とうぜんながら最初は男子と見まちがえたのだろう。訝しげに眉を寄せたあと、文規は目を瞬まばたかせた。

「え、梢子殿？」

「こんなところでなにをしているの？」

「僕は宴を抜けてきたんだけど、君こそその格好は………」

　物もの珍めずらしげに男装姿を眺めたあと、文規はなにかに気づいたように表情を険けわしくする。

「なにかあったの？」

　ご名答と笑って答える余裕はなく、梢子は疲れきった表情で息を吐はいた。

「逃げるにしても女の格好じゃまずいかと思ったの。それにこの格好なら大内裏のほうに出ても怪あやしまれないと思って」

　ある程度状況を察したのだろう。文規は眉み間けんにしわを深く刻きざみ、怒りを静めるかのようにしばらく間を置いた。そうやって険しい表情を浮かべていた彼だったが、ふっとすべてを放り投げたような力の抜けた声で言った。

「出ていこうか」

　出し抜けに告げられた言葉に、梢子はきょとんとして文規を見上げる。

「え、どこから？」

「ここから」

　梢子は自分の耳を疑った。勅ちよく命めいを無む視ししてそんなことができるわけがない。なにが起きるのか想像もつかないが、とんでもない事態になるのだけは分かる。

「なにを馬鹿な───」

　抗こう議ぎをしかけた梢子は、はっとして口をつぐむ。

　文規はふたたび月を見上げていた。こんなとんでもないことを言っておきながらなにを吞のん気きなとは思うが、ひどく遠くを見るような彼の眼まな差ざしに胸を突かれた。

　なよ竹のかぐや姫は生うまれ故こ郷きようを思い、月を見るたびにさめざめと泣いていたという。

　あれは姫君だし、文規は涙なみだなど流していない。にもかかわらず梢子は、文規の眼差しにかぐや姫を連想した。

　この人には帰りたい場所があるのではないか？

　大だ宰ざい府ふから戻もどってきたと言っていたが、任期が終わったからとは言わなかった。ひょっとしてこの人にとって、帰京は意に沿そわぬことだったのではないのだろうか？　そんなことを考えていたら、無意識の言葉が口からこぼれた。

「行ってもいいよ」

　梢子の言葉に、文規は月にむけていた顔を戻した。彼はまるで夢から覚めたような表情を浮かべていた。

「え？」

「だって、大宰府に帰りたいんじゃないの？」

　文規はひどく驚おどろいたように梢子を見た。図ず星ぼしかと思っていると、文規は苦笑交じりに首を横に振ふった。

「そんなことをしたら、君のお父君に累るいが及およぶよ」

「この状況なら、また神かみ隠かくしで片付けられるわよ。それで禍まが々まがしいものには触れたくないで終わりだわ」

　意表を突く答えだったのか、文規はしばし絶句していた。

　やがて彼は子供をなだめるように笑った。

「お父君に会えなくなるよ」

　確かに生じたひりりとした痛みを無視して、梢子は強気で返した。

「ここにいたって会えないのは同じでしょ。それなら逃げ回ったりせず、堂々と過ごせる大宰府のほうがずっとましよ。もちろん都を立つ前に、父様にだけはなんとしてでも事情を説明するけど」

　昼間懐かしんだばかりだというのに、よもや自分が父と離れて暮らすことを口にするとは思わなかった。もちろん不安も寂しさもある。だがこのまま閉じ込められた状況で鬱うつ々うつと時を過ごすより、そのほうがずっとましな気がした。不ふ遜そんな考えだが帝は高こう齢れいだ。数年我が慢まんすれば都に戻れるかもしれない。幸いにして直なお光みつは健康だから、ここ数年でなにか起きるということはないだろう。家か人じん達も信しん頼らいできる者ばかりだ。

　なによりも、文規のあの表情に胸が痛んだ。

　なにが彼にあんな顔をさせたのか。なにが彼の心を苦しめているのか。もしそれが大宰府に戻ることで解消するのなら、そうしてあげたいと梢子は思った。

　文規はしばし呆あつ気けに取られたようにしていたが、ふっと口くち許もとをほころばせた。

「本当に頼たのもしいなあ、君は」

　それは先ほど「出て行こうか」と言ったときとは対照的な、よい意味で力の抜けた声こわ音ねだった。それで梢子は少しほっとしたのだが………。

「ありがとう。だけど、もう大宰府に戻ってもどうしようもないんだ」

　消しよう沈ちんというより悟さとりきったような声音に、梢子は驚いて文規を見上げる。月明かりが彼の顔から肩かたにかけて幻げん想そう的てきな陰いん影えいを映し出している。

　文規は梢子を見下ろしていた。鼓こ動どうが鳴る。背の高い梢子が、こんな角度で見上げる男性など滅めつ多たにいない。思い当たる相手は父ぐらいだが、あきらかにちがう。父親を前にしてこんふうに胸は高鳴らない。

「え、どういうこと？」

「船が出てしまったからね」

　文規が言う意味が分からず、梢子は首を傾かしげた。

「船って？」

「唐から国くにに行く船だよ。来年、唐から人びとの友人達と行くつもりでいたんだ」

　ものすごく簡かん単たんに言われたが、あまりにも意外すぎる目的に言葉が出なくなった。

　確かに大宰府は海外との交流の窓まど口ぐちでもあり、博多津はかたのつには唐国からの商人が自分達の村を作るほど大勢住んでいるらしい。ならば彼らと友人になる機会もあるだろうし、もちろん両国を行き交う船は頻ひん繁ぱんに入出港しているはずだ。

　しかし、文規自身が海を渡わたろうとしていたという告白は衝しよう撃げき的てきすぎた。ともかく色々と世界がかけ離れすぎて頭に入ってこない。

「え？　じゃあ、官職は辞するつもりだったの？」

「任期が終わったらね。でもその前に帰京の命令が出て、いっそ放り出して唐国に渡ろうかとも思ったけど、渡と航こう船せんってそう都合よくは出航していないんだよね。半年前か先の命令だったら船に乗れていたかもしれないけど、野の分わけの季節に出航する命知らずの商人なんかいやしないからね。そうなるともう逃げようがなくなって………」

　要するにこの国にいるかぎり、帰京は避けられない状況だったというわけだ。出航がすぐであれば逃げおおせたのだろうが、そうはならなかった。遠とおの朝廷みかどと呼ばれる大宰府には官吏が大勢いる。周りから急せき立たてられ帰京せざるをえなかったということか。

　それにしても都育ちの官吏が職を辞して渡航とは、やはり大だい胆たんすぎる。

「ご両親や兄弟きようだいには───」

「嫌だったんだよ。この国にいるかぎり自分について回る、あらゆるしがらみが」

　これまでの静かな物言いとは打って変わって、吐はき捨すてるように文規は言った。思いがけない強い口調に梢子は驚く。逆げき鱗りんに触れたとまでは言わないが、家族の話題を出したときの文規の声音はあきらかにいらだったものになった。

　文規ははっとしたように口許を押さえた。

「ごめん、大きな声を出したりして」

　梢子は首を横に振り、なだめるように訊きいた。

「じゃあ船が出たっていうのは………」

　文規はうなずいた。

「直近で唐国に戻る船が出港するのは、今日──十三夜だって聞いていたんだ」

　梢子は先ほど月を眺めていた、文規の遠い目を思い出した。

　そういうことだったのか。市で見た自じ暴ぼう自じ棄きなふるまいと、先ほどのなにかを追うような眼差しにも合が点てんがいった。

　文規は海を渡ることを切望していた。大陸に夢を抱いていたのか、この国が嫌だったのかは分からない。だが大いなる権けん力りよくでその願いは打うち砕くだかれ、帰京を余よ儀ぎなくされた。

　先ほど彼が口ずさんだあの歌は、遠ざかっていった夢に対する未練を思ってのものだったのだろうか。

「そう、だったの………」

「でも、これで思い切れたよ」

　打って変わったさばさばした声音に、梢子は耳を疑った。これまでの話は噓うそだったのかと思ったほどだ。

「いま分かった。僕が都に戻ってきたのは、君と出会うためだったんだよ」

　自信満々に文規は言った。開き直りが過ぎると本気で思ったが、文規には自らの言動を疑問に思っている気配は微み塵じんも感じられない。

「いま君が一緒に行ってもいいって言ってくれたから、僕も完全に腹が決まったよ」

　言葉とともに頰ほおにひんやりとしたものが触れた。いつのまにか近づいていた文規が、梢子の顔に手を伸のばしていた。

「手しゆ段だんなんか選ばない。僕はかならず帝から君を守る。だから君はかならず僕のそばにいてくれるね」

　あっという間に片頰だけではなく、挟はさみ込こむように両頰を押さえられている。そのまま顔を固定され、そらすことができなくなった目を文規がのぞき込む。どう返事をしてよいのか分からず、梢子は唇をうっすらと開いたまま身を固くする。すると文規は、まるで言げん質ちを取ろうとでもするようにぐいっと顔を近づけてくる。

「ち、ちょっと！」
















　睫まつ毛げが見えるほどの距離になって、梢子は悲鳴のような声をあげる。しかし文規に動じた気配はない。それどころかややきつい口調で言う。

「質問に答えて」

　文規の黒くろ瑪め瑙のうのような瞳ひとみには、あたふたする梢子の姿が映っている。信じられないほどの至し近きん距離なのに、文規に動じた気配はない。ごくりと息を吞むと、あの柑かん橘きつ系けいの香りにむせ返る。これまでさわやかだと感じていたはずの香りなのに、まるで酩めい酊ていでもしたように頭がくらくらして、もはや膝ひざから崩くずれ落おちそうになる。

　このままではいけない。防衛本能にも近い感情が、まるで暴発したように行動を後あと押おしした。

「ちょ、駄だ目め───！」

　叫さけびながら梢子は手を伸ばし、文規の顔をぐいっと押しやった。

　さすがに頰を押さえていた手の力が緩む。ここぞとばかりに梢子はずり落ちるようにして文規の手から逃のがれ、間近の丸柱にしがみついて叫んだ。

「無理、無理、無理っ！　絶対に無理だって！」

「………無理って、質問をしただけだけど」

　気を取り直したように文規は言うが、それだけならあんな至近距離まで迫る必要はないだろう。むやみに色いろ香かをまき散らす必要はもっとない。等々反論したいことは山ほどあったが、動どう揺ようと焦りで適切な言葉が出てこない。

「そ、そんなこと言ったって、いまの私達、周りから見たら男色にしか見えないわよ！」

　あげく導き出した梢子の渾こん身しんの叫びに、さすがに文規も固まった。

　ここぞとばかりに梢子はわめきたてる。

「私は男として実体がないからいいけど、そんな噂うわさをたてられたら今後の生活であなたが困こまるでしょ」

「……困りはしないけど、あらぬ噂は嫌だね」

　しみじみと言ったあと、文規は思案するように口許に手を当てる。思いっきり興きよう醒ざめさせた気はするが、ひとまず攻こう撃げき（？）をかわせたことに胸をなで下ろす。

　そのとき、かつんと敷しき石いしを踏ふむ音が響ひびいた。ぎょっとして目をむけた梢子は、即そく座ざに眉間にしわを刻んだ。柱間の距離の先に眞澄が立っていたのだ。

「なんだ、お前だったのか……」

　そうつぶやいた眞澄は、なにを驚いているのか空飛ぶ魚でも見たような顔をしていた。

「なぜ、男装などしているのだ？」

「こ、これには色々と理由が───」

「男色家同士の逢あい引びきだと思われましたか？」

　からかうような文規の問いに、眞澄は気まずげに視線をそらした。梢子は目を瞬またたかせたあと、ようやく先せん刻こくの眞澄の反応に合点がいった。

　呆あきれ顔がおの梢子に、眞澄は戸惑いがちに問うた。

「───お前、恋人がいたのか」

　わりと率そつ直ちよくな言葉に、梢子はどきりとする。

　なんと答えるべきなのか迷う。現段階ではまちがいなく恋人ではないからだ。

「その……」

「求きゆう婚こん中です」

　文規は臆おくすることもなく実情を答えたが、ふと梢子は気づく。

　たしか文規は、蔵人所の者は帝の梢子に対する執しゆう着ちやくを知っているだろうと言っていた。だとしたらその筆頭である眞澄に、求婚していると告げるなど不敵すぎやしないか。

　いっぽうで眞澄の表情には、ひどく苦い色が浮かんだ。

　彼は「そうか……」と歯切れ悪く応じると、気を取り直したように梢子を見た。

「お前に言うことがあった」

「私に？」

「今晩は夜通しで宴だろうから心配はないと思うが、念のため内ない郭かくを出て、采うね女め町ちようあたりにもぐり込んだほうがいい」

　采女町とは陰おん明めい門もんを出た先にある、下級女によ官かんの住む宿舎である。

「なるほど、采女町がありましたね」

　感心したように文規が応じ、梢子はようやく眞澄の言わんとすることを理解した。

　確かにそこまでは帝も追いかけてこないだろう。そもそもそんな所に出しゆつ御ぎよとなれば、これはもう剣けん璽じを伴ともなう義務がある行幸となるからお忍しのびなど許されるはずがない。大内裏をうろうろするよりずっと安全だ。

「お前に言いたかったのはそれだけだ」

　眞澄の言葉に梢子は驚いた。では眞澄は帝から逃げる方法を教えるためだけに、宴を抜けてここまで梢子を捜さがしにきたというのか？　ならば彼はまちがいなく帝の意向を察していることになるが、そのうえでこのような行動に出たというのか。

（え？　ひょっとしてさっき盾たてになったのも、偶ぐう然ぜんじゃなくてわざと？）

　そういえば頭に血がのぼりすぎて忘わすれていたが、挿そう鞋かいを壊こわして責められた梢子をかばってくれたのは、数多あまたいる朝臣の中でも眞澄だけだった。

　様々な思いが一度に渦うず巻まく。

「頭とうの中ちゆう将じよう！」

　気がつくと梢子は、すでに踵を返していた眞澄を呼び止めていた。

　張り上げた声に、眞澄はもちろん、かたわらの文規も驚いた顔をする。

　ありがたさと申もうし訳わけなさと、まだ少しある反発で少し混こん乱らんする。だけどこの人は、もしかしたら信頼できる人なのかもしれない。

「尚侍ないしのかみのご遺体、あれはおかしいと思います」
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　さすがに回廊でする話ではないと、眞まさ澄ずみが提案したのは校きよう書しよ殿でんだった。蔵くろ人うどの詰つめ所しよでもあるこの建物は、言うなれば眞澄の管理下にある。時間的なこともあって屋内に官かん吏りはおらず、月明かりが照らす廂ひさしに三人は三角形を描くようにして座った。暗さに慣れてきたおかげで、なんとなく相手の表情を見ることができてきた。

「そもそも羅ら城じよう門もんで見つかった遺体が、衣きぬを着ていること自体がありえないですし」

「え、ご遺体はそんな状態だったの!?」

　梢しよう子この言葉に、文あや規のりはすぐに声をあげた。

「そうよ。絶対おかしいでしょう」

「うん。それは確かにおかしい」

　言いあう二人を眞澄は意味の分からぬ顔で眺めていたが、もともとそれほど辛しん抱ぼう強づよくもないのでついに声を大きくした。

「なにを言っているんだ、そなた達は。なにがおかしいのか私にはいっこうに分からぬ」

「だっておかしいじゃないですか！」

「だからなにがおかしいんだ！」

「なんで分からないんですか！　おかしいに決まっているじゃないですか！」

　いつしか額ひたいを突きあわせるようにしていがみあう梢子と眞澄の間に、文規が空気を切るようにさっと手を下ろした。それで二人はわれに返ったように距離を取る。

　双そう方ほうが落ちついたのを確認してから、文規は口を開いた。

「頭とうの中ちゆう将じようは、羅城門の楼ろう上じようが遺体の捨すて場ばになっていることはご存ぞん知じですか？」

「………話には聞いたことがあるが」

「氏うじ族ぞくの墓所を持たない庶民の埋まい葬そう地ちはたいていが洛らく外がいです。化野あだしのや鳥とり辺べ野の、蓮れん台だい野のあたりですかね。そこにすら埋葬が叶かなわない遺体が遺い棄きされる場所が羅城門です。出入りしているのはその日の糧かてにも欠くような貧しい者ばかりですから、金になりそうなものであれば遺体の髪だって、どうかしたら歯まで抜いていきますよ」

　歯をいったいなにに使うのか疑問に思う梢子のはすむかいで、眞澄はひっと喉のどの奥おくを鳴らした。

「そ、そのような穢けがらわしい。罰ばちが当たるぞ！」

　この暗さでは顔色までは分からなかったが、声はあきらかにおびえていた。梢子と文規は目をあわせ、申しあわせたように同時にしらけた顔になった。

　こほんとひとつ咳せき払ばらいをすると、気を取り直して梢子は告げた。

「まあそういうことですから、羅城門で綾織の小袿を着たままの遺体が見つかるなんて絶対に不自然なんですよ」

「あともうひとつ気になることが、顔の判別もつかないほど腐乱していたのなら文ふみ月づき末の失踪直後には亡くなっていたということだよね。でも発見されたのが重ちよう陽ようだから、このひと月以上の間、腐乱した遺体はどこにあったんだろう？」

「そうなのよ。腐ふ臭しゆうがすごくて、骨がもう一部見えていたという話よ」

「そうだったんだ!?　今年の夏は比較的涼すずしかったのに……」

「いい加減にしろ！」

　悲鳴のように眞澄が叫んだ。梢子と文規はきょとんとしたが、どうやら眞澄は本気で嫌がっているらしく握にぎりしめた手をわなわなと震わせている。その様子が痛つう快かいで、もっとつづけてやろうかと本人には絶対に言えない意地悪をつい考えてしまった。

「まあ衣もですけど、そもそも失踪の状況から不自然ですからね」

　いまさらといえばいまさらなことを文規は言った。

「頭中将。尚侍ないしのかみの失踪直後、内だい裏りの警けい備びはどう動いたのですか？」

「もちろん即座にすべての門を閉しめたとも。内郭だけではなく建けん礼れい門もんや建けん春しゆん門もんなどの外がい郭かくの門もすべて閉とざしたから、出て行った者は一人もいなかったはずだ。それから遺体が発見されるまで、特に女によ人にんの出入りには目を光らせていた」

　眞澄の答えに、文規は顎あごに手を当てて思案する。やがて合点がいったというように、何度かうなずいてみせた。

「やはり、それしか考えられない」

「え、神隠し？」

　梢子が訊くと、文規は子供に対するようにくすっと笑った。

「君も意外と可愛かわいいことを言うね」

「私も神隠しだとは思っていない」

　眞澄が断言したので、梢子はまたもや意外な気持ちになった。彼は典型的な公きん達だちで、てっきりひどく迷めい信しん深ぶかい人間だと思っていたからだ。眞澄は文規のほうに視線を動かした。

「そなたは、なにがそれしか考えられないと思うのだ？」

「尚侍はさらわれたのではなく、自らの意思で失踪したのだと思います」

　梢子も眞澄もしばしぽかんとしたが、かまわず文規は話をつづける。

「そもそも成人女性を、他人が瞬しゆん時じに連れ去るということ自体が不可能ですから」

　指し摘てきされればまったくそのとおりであるが、自ら出てゆく動機が分からない。しかも遺体発見の経けい緯いからしておそらく市し井せいに出たと思われるが、夜の市井など夜や盗とうの巣そう窟くつだ。左さ大だい臣じんの娘ともあろう姫君が、そんな危険をおかしてまでなにから逃げ出そうとしたのか。

　そこで梢子ははっと口許を押さえる。いや、動機はある。身分も立場もまったくちがう相手だが、若い娘という点では同じではないか。

「………入じゆ内だいをしたくなかったから？」

　眞澄はどきりとしたように肩を揺らした。対して文規はやや投げやりに「多分ね」と答えた。梢子は百ゆ合り花はながしてくれた、失踪当時の話を思い出した。

「そういえばたしか騒そう動どうのきっかけは、尚侍が〝箒ほうき星ぼしが〟と叫んだからだって……」

「頭中将。陰おん陽みよう博はか士せに当日の気象を調べさせてみてください。おそらく箒星などなかったと思います」

　文規の要よう請せいに、眞澄はぎこちなくうなずいた。拒きよ否ひをしないあたり、尚侍の動機には同意せざるをえないようだ。帝のあの行動を思えば尚侍が嫌悪するのも分かる。目をつけられていると知ったときは梢子も怖おぞ気けがした。

「確かにその可能性は否いなめない。尚侍は叔お父じ上うえが外に産ませた娘で、それまで宇う治じの田舎いなかで后きさきがねとはまったく縁えんのない生活をしていたというから、入内にかんしては抵てい抗こうも強かっただろう」

　眞澄が言う后がねとは、将しよう来らいの后妃候補の娘達のことである。

　貴族の娘達は、将来の入内を見み越こして后妃となるためのさまざまな教育を受けて育つ。そんな環境であれば覚かく悟ごのほどもちがったのだろうが、尚侍はそうではなかった。そして追いつめられて逃げ出した結果が、羅城門への遺い棄きだとしたら痛ましすぎる。

「ならば尚侍が自分で逃げ出したことを証明できれば、中ちゆう宮ぐうへの中傷は収おさまるというわけだな」

　意い気き込ごんだように語る眞澄に、文規はわずかに眉を寄せた。

「だとしても、遺体が衣を着ていたことが不自然であることに変わりはないです」

　あきらかに険けんのある口調に、眞澄はどきりとしたように顔を強こわ張ばらせた。

　確かにいまの眞澄の発言は、非ひ業ごうの死を遂とげた尚侍への同情に欠けたものだった。その点で文規の非ひ難なんはとうぜんだが、梢子は眞澄に少し同情もした。なぜなら彼の発言は、心無い中傷を受ける姉を慮おもんぱかったゆえのものだったからだ。

「確かに尚侍はお気の毒だけど、いまは生きている人を優ゆう先せんしましょう」

　梢子の言葉に眞澄は驚いたように目を見開く。これまでのやりとりを思えば、梢子が自分の味方をするとは思ってもいなかっただろう。

「頭中将様のためじゃありません。中宮様がお気の毒なだけです」

　ぴしゃりと言うと、眞澄は気まずげな面おも持もちを浮かべた。

　梢子が遺体への疑ぎ念ねんを眞澄に話したのは、彼が中宮への中傷に心を痛めていることを知ったからだ。もちろん梢子自身にも中宮への同情はあったが、眞澄に対する反発もあって、自分から言う気になれなかったのだ。

　しかし先ほど多少なりとも眞澄に恩義を感じたことで心が動いた。彼の人ひと柄がらを少しは信じる気になったことも大きな要因だった。

「確かにそのとおりだね」

　存ぞん外がいにあっさりと文規は納得した。

「じゃあ僕が宇治に行って、尚侍の生おい立たちを調べてくるよ」

　文規の提案に、梢子と眞澄は同時に目をむける。

「いくらなんでも女によ人にんがなんのあてもなく飛び出したりはしないと思うんだ。宇治の実家に戻ったってどうせ連れ戻される。ならば彼女を自じ宅たくに保護しうる相手、可能性が高いのは恋人だけど、そういう相手がいたんじゃないかな？」

「一理あると思うが、なぜそなたがわざわざ足を運ぼうとするのだ？」

　ためらいがちに眞澄が問うた。もっともな疑問である。梢子は中宮に少なからず義理があるが、文規にはそんなものはない。彼が中宮のために尽じん力りよくする理由はない。

「慈じ善ぜん活動です」

「………」

「その代わり、姫ひめ松まつ殿どのを連れてゆきます。今晩は彼女の実家に泊とまります。物もの忌いみとか理由をつければ五日ぐらいはごまかせるでしょう。そこはうまくやってくださいね」

　文規の宣せん言げんに梢子は目を見張った。

（え、もしかして？）

　梢子を実家に連れて帰ることが目的で、文規は宇治に行く役目を買って出たのだろうか？　のちのことを考えればもちろん御所には戻ってこなければならないが、それでもいったん家に戻って父の顔を見られるのなら、こんなに喜ばしいことはない。

　梢子は期待と不安に胸を鳴らし、文規と眞澄の顔を交こう互ごに見比べた。

　眞澄はしばし思案していたが、それは迷っているというより手段を考えているかのようだった。やがて彼はこくりとうなずいた。

「分かった。御所のほうにはうまく言っておく。その代わり五日以内にはかならず戻ってこい。それ以上は物忌みという言いい訳わけも持たないからな」

　梢子は顔を輝かがやかせた。

「もちろんです」

　きっぱりと答えると、文規は梢子の手首をつかんで立ち上がった。釣つられるように梢子も立ち上がると、文規は自分達を見上げる眞澄にむかって言った。

「それでは、あとをよろしくお願いします」
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　文あや規のりが用意をした竹張りの網代あじろ車ぐるまで、梢しよう子こは大だい内だい裏りをあとにした。生まれてはじめて乗った牛ぎつ車しやはけして乗り心ごこ地ちのよいものではなかったが、さりとて夜よ更ふけの大路を徒か歩ちでは危険すぎる。ちなみに牛車の前後には護衛らしき従じゆう者しやが数名従したがっている。

「ありがとう。家に帰れるのは本当に助かるわ」

　梢子が礼を述べると、文規はくすっと声を漏らすようにして笑った。まるで吐と息いきに含まれていたように、柚ゆ子ずを思わせる香りがふわっと鼻先をくすぐった。

「本当はもう少しいさせてあげたいけど、物もの忌いみじゃ確かに五日が限界だよね」

「十分よ。このまま一生父様と会えないんじゃないかと思っていたから」

　とはいえ冷静に考えれば、御所に入ってひと月もたっていない。奉ほう公こうに出たりすれば数年会えないことも珍めずらしくないというから、自分でも少し大おお袈げ裟さかと気恥ずかしくなる。

「君、本当にお父君が好きなんだね」

「うん……自分でももう少し親離れしなきゃとは思うのよ」

　やや自じ嘲ちよう気味な梢子の答えに、文規はあわてたように言った。

「別にそんなつもりで言ったわけじゃないよ。僕からすれば羨うらやましいぐらいだから」

　なにげなく言われた言葉に梢子は少し動揺する。文規が家族に対してなんらかの屈くつ託たくを抱えていることは、しがらみが嫌だったという発言からなんとなく察していた。羨せん望ぼうとまでは言わないが、それに近い素す直なおな感想なのかもしれない。

　軽い罪悪感のようなものを覚える梢子に、文規は切々と語った。

「親離れというか、気持ちの自立はできているでしょ。だって僕と一緒に大だ宰ざい府ふに行くって言ってくれたじゃない。しかもあれは自や棄けとか同情とかの感情的な勢いじゃなく、きちんとあとのことを考えていた冷静な判断だった。そのうえで親を大切に思うのは人として優すぐれている証あかしだと思うよ」

　予想外なほどに人格を称たたえられ、梢子はどう応じてよいのか分からなくなる。

　自分はそんなたいした人間じゃない。あのときは確かに損得や後先を考えはしたが、それ以上に自分の中に芽生えはじめていたなにかが動めいて決断させたのだ。そのなにかの正体を梢子はいまでもはっきりとは言葉にできない。

「それに君のお父君は、単たん純じゆんにいい人だしね」

「あ、ありがとう」

　ぎこちなく答えるが、それ以上会話がつづけられない。別に黙だまっていてもよいのだろうが、なんとなく気き兼がねして言葉をつなごうとする。

「ねえ、その香こうだけど」

　梢子は話を切り出した。

「よく似た香を、中ちゆう宮ぐう様の上じよう﨟ろうがお使いなのよ」

　唐とう突とつだったこともあり、文規はなんのことかというような反応だった。

「宮みやの君きみとおっしゃる方で、帝みかどの姫君だそうよ。御み簾すを隔へだててだけどすれちがったとき、その香とよく似た香りがしたのよ」

　その説明に文規はしばし無言だった。梢子はどぎまぎしながら文規の回答を待った。

　ここまで来て彼の誠せい意いを疑うつもりはないが、宮の君との関係がやはり気になった。

「そうなんだ……」

　歯切れ悪く文規は答えた。

「珍しい香だと思っていたけどね」

　文規はしきりに首を傾げていたが、そのうち無言で少し開いた物見のむこうに目をむけるようになった。従者が持つ松たい明まつの明かりを受け、道みち沿ぞいの築つい地じの壁かべが白っぽく浮かび上がって見えた。ばちばちと火の爆はぜる音に交じって、遠くから野犬が吠える声が聞こえてきた。車輪が大きく軋きしみ、車は七しち条じよう坊ぼう門もん小こう路じで左折した。そこで文規は思い出したように口を開く。

「久しぶりだから外にも出たいだろうけど、人に見られるとまずいから今回は家から出ないでいてね」

「え？」

　梢子は驚きの声をあげた。

「宇う治じに一緒に行くんじゃないの？」

「あれは君を家に帰すための口実だよ。おそらく頭とうの中ちゆう将じようも分かっていると思う。そもそも二人で行っても意味はないから、君はお父君と待っていて」

　最初から決めていたことのように文規は言った。確かに土と地ち勘かんがあるならともかく、これまで宇治に行ったことがない梢子が同行して役に立つとも思えない。とはいえ釈しやく然ぜんとしない思いもあって、暗い中をよいことに梢子は頰を膨ふくらませる。

「でも、悪いわ」

「多分僕のほうが、ずっと悪い」

　思いがけない言葉に梢子は目をぱちくりさせる。しかし暗い中で文規のはっきりした表情は分からなかった。

「悪い、って？」

　梢子の声は車が軋む音にかき消された。

「着いたよ」

　開門を求める従者の声と、扉とびらを叩たたく音が響きわたる。ほどなくして聞き覚えのある家か人じんの声が聞こえた。しばしのやりとりのあと門もん扉ぴが開かれ、車が庭に引き込まれる。

「ごめん。本当は前から出てもらうものだけど、すぐに車を出すから後ろから降りてもらってもいい？」

　文規の言葉をなんのことかと思ったが、見ると従者が車の後ろに榻しじ（踏ふみ台だい）をつけている。車から降りるときは乗るときとは逆で、牛を放して前からが作法なのだそうだ。

「梢子！」

　懐かしい父の声に、梢子は後うしろ簾すだれを跳はね上あげて身を乗り出す。そこには松明を持った家人と一緒に直なお光みつが立っていた。

「父様！」

「どうしたんだ、とつぜん……てか、お前なんて格好をしているんだ？」

　梢子が御所にとどまった理由を姫ひめ松まつの補ほ充じゆうと聞かされている直光は、どうやらなにかしでかしてお払はらい箱ばこにでもなったものと思っているようだった。

　梢子の背からのぞき込むように文規が言った。

「判はん官がん殿、夜よる遅おそくすみません」

「おお、大たい夫ふ殿。一昨日おとといはかたじけなかった。貴き殿でんからいただいたあの干ほし肉。嚙かめば嚙むほどいっそう味わい深くて美味でありましたぞ」

　梢子は驚いて振り返った。会話からして直光を慰い問もんしていたとしか思えない。

　梢子が車を降りると、文規は乗車したまま直光になにか断りを入れていた。自分がいない間にすっかり打ち解けているようだが、不審は抱かなかった。以前であれば外そと堀ぼりを埋うめられたかのように受けとめただろうが、直光のこの活気ある様子を見ると単純に感謝しか思い浮かばなかった。

「じゃあ、これで」

　簾がすとんと落ちて、牛車は動きだした。ゆっくりと動く車を見送りながら、もう門を出ようとした矢先、梢子はばっと走りだした。かたわらに徒歩の従者をつけている牛車はゆっくりとしか動かない。梢子はすぐに追いつき、物見を乱らん暴ぼうに開いた。気配と音で気づいたのか、文規が驚いた顔でこちらを見ている。梢子は息を切らしつつ彼に告げた。

「いっぱい本当にありがとう。気をつけてね」

　文規は不意を突かれたような表情を浮かべた。そのままじっと梢子を見つめたあと、彼は一度視線を落とした。そうして短い逡しゆん巡じゆんのあとふたたび目を戻して言った。

「色々、言えなくてごめんね」

　その言葉が襲しゆう芳ほう舎しやでも一度聞いたものだと梢子が思い出したとき、音をたてて物見が閉ざされた。
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　文あや規のりが戻ってきたのは、御ご所しよに戻る期限当日の朝だった。朝あさ餉げにと出した葱ねぎと乾ひ魚うおの切り身を入れた粥かゆをたいらげたあと、文規はあらためて話を切り出した。

「判はん官がん殿。尚侍ないしのかみの遺体は、どのような状況で発見されたのですか？」

　直なお光みつは眉を寄せた。実は同じ質問を、梢しよう子こがすでにしていたのだ。

　衣きぬを着たままの遺体というのが、どう考えても不自然だというのはとうぜん検け非び違い使し庁ちようでも話題になっていたのだという。ただそれ以上のことは、これで終しゆう了りようという上からの意向で捜査はできていないということだった。

　検非違使庁の事情を聞いた文規はひょいと肩をすくめた。

「まあ、どうにもならないですよね。別べつ当とうはすでに神隠しで終わらせていますし」

　むしろ気の毒そうな物言いに、直光は面めん目ぼくないとばかりに顔を伏ふせた。身内だからとやみくもにかばうつもりはないが、上が捜査の打ち切りを命じれば下はどうにもできない。

「それで、宇う治じでなにか分かったの？」

　身を乗り出すようにして梢子は問うた。尚侍が自分で逃げたのではという疑念は、すでに直光に話していた。そうしなければ文規の宇治行きの説明がつかなかったからだ。

「うん。ちょっと興味深いことが分かったよ」

「興味深いこと？」

「尚侍には、二年ほど前から通っていた男がいたらしい」

　ぎょっとする梢子のかたわらで、直光が「そりゃとうぜんだろ」とぼやく。

「尚侍はたしか二は十た歳ちを越こしていたって話だろ。左さ大だい臣じん家で大切に育てられた后きさきがねならともかく、宇治の鄙ひな育そだちの娘でその年まで通う男がいないと考えるほうが不自然だろ」

　自じ明めいの理りのように直光は語るが、十七歳まで通う男が一人もいなかった梢子は少々複雑な気持ちになった。

「でも、よくそんなことまで調べられたわね」

「相手の男が大だ宰ざい府ふでの同どう僚りようだった」

「え!?」

　梢子と直光は同時に声をあげた。

「といってもかぶったのは数日だよ。僕の前任の大だ宰ざい少のしよう弐にだった人物だから、引ひき継つぎで少し交流があったぐらいなものだ。たしか任期を終えて都に戻っていたはずだけど、いつのまにか伊い予よの国くにに赴ふ任にんになっていたよ。そんな訳だから細こま々ごましたことは彼の部下だった者から聞いたんだけどね」

　文規の説明に、梢子はある程度のことを察した。おそらくその赴任は左大臣の意向だろう。要するにすでに恋人がいた娘を後あと腐くされなく入じゆ内だいさせるため、その恋人を遠方に追いやったということにちがいない。

「ずいぶんとあわれなことをなさるものだな」

　直光がぼやいた。梢子にも痛ましさと腹はら立だちがこみ上げる。すでにいる恋人と引き離され、しかもいくら帝みかどとはいえ、あのような老人に嫁とつぐことになった尚侍の嫌悪と恐きよう怖ふが痛いほどに伝わってくる。

「とはいえ、これだけでは尚侍が御自身で逃げたという証しよう拠こにはならない」

　文規の言葉に梢子も同意する。

「中ちゆう途と半はん端ぱに公表しても、亡くなった方を貶おとしめるだけだわ」

　直光と文規は同時にうなずいた。こうなってくると中ちゆう宮ぐうと尚侍のどちらも気の毒で、どう判断すべきか分からなくなる。尚侍の失踪が自主的なものだった可能性はさらに高まったが、決定的な証拠にはならない。それにこんなことを公にすれば、男がいたという下品な形の噂に歪ゆがめられることは目に見えている。二十歳過ぎで独身の女に、通う男がいるなどあたり前だというのに。

　かといって中宮のほうも、あらぬ中傷を受けつづけるのは気の毒だ。それに眞まさ澄ずみの協力で御所を出た経けい緯いを考えれば、彼になんの報告もしないわけにはいかない。

「頭とうの中ちゆう将じようになんて言おうかしら」

　梢子は頭を抱かかえ込んだ。

　文規は顎に手を当ててしばらく考え込んでいたが、やがておもむろに口を開く。

「判官殿。ひとつお願いがあるのですが」

「某それがしに？　なにごとですか」

「遺体の第一発見者の身元を調べていただけませんか？」

　直光は不意を突かれたような顔をした。

「羅ら城じよう門もんの楼上にあがるような者は、ほとんどが地位も資産もない者でしょう。そんな人物が、衣をはがずにご丁てい寧ねいに遺体を見つけたと通報するということはありえない。ならばそこそこの地位にあるか資産を持つ者だとも考えられますが、そうなるとなぜ羅城門の楼上になどあがったのか、ここが一番不自然なんですよ」

　文規の論ろんに、直光は気難しい表情のまま相あい槌づちを打つ。

　ここまで詰つめてはいなかったとしても、経緯の不自然さは理解していたはずだ。そのうえで捜査が打ち切られたことには、父も釈然としない思いを抱いていたにちがいない。

「分かった。調べてみよう」

　力強く宣言した直光を、文規は頼もしげに見つめた。
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　その日の夜遅く、梢しよう子こは文あや規のりの車で彼と一緒に御ご所しよに戻った。

　後こう涼ろう殿でんに入った梢子は、曹ぞう司し町まちからすぐに飛ひ香ぎよう舎しやにむかった。局つぼねに眞まさ澄ずみから概がい要ようを知らせるようにとの文ふみが届とどいていたからだ。今宵彼は宿直とのいで、飛香舎で寝ね泊とまりをしているということだった。眞澄と顔をあわせることは気が進まなかったが、無視するわけにはいかないし、どのみち彼が梢子の退出を周りにどのように説明したのかは確認しなければならない。

（それでも、前よりは印象がいいけどね）

　慰なぐさめなのか弁明なのかも分からぬことを思いつつ、渡わた殿どのを進む。

　こんこんと妻つま戸どを叩くと、掛かけ金がねを外す音がして中から従者らしき男が姿を見せた。

「どうぞ。中でお待ちです」

　てっきり眞澄が出てくると思っていたので驚いた。さすが関かん白ぱく家の嫡ちやく子しともなると、宿直まで従者がいるのかと皮肉交じりに思う。

　御み簾すを下ろした母おも屋やには大おお殿との油あぶらが灯ともされ、廂ひさしのほうに橙だいだい色いろの明かりが漏れてきている。

　彼の後ろについて廂を歩く梢子の鼻先を、あまり覚えのない香りがかすめた。香を判別する能力はないしそもそもあまり意識したこともなかったが、それでもこれだけ顔をあわせていれば、さすがに眞澄の香は覚えている。

（頭とうの中ちゆう将じようじゃない！）

　似たような香が多いから断言はできないが、多分ちがっている。そうなると自分を騙だましてまで呼よび寄よせようとする相手は───。

「あの、私」

「お急ぎなされ」

　冷ややかに、しかも有う無むを言いわせぬ声音で従者は言った。決定的だった。梢子は帷子かたびらの袖そで内で指をぎゅっと握りしめた。あの御簾の中にはおそらく帝みかどがいる。

（え、でも？）

　帝と宮みやの君きみは同じ香を使っていたはずでは？　では、帝ではないのか？

　いや、それは希望的な観測だ。気配で分かる。空気で感じるのだ。

　───じゃあ宮の君が？

　まさかの思いが浮かんだとき、ばさっと音をたてて真横の御簾が持ち上がった。

「やっと参ったか……」

　白の御お引ひき直衣のうしという高こう貴きな衣きぬに身を包んだ人物の、醜しゆう悪あくと言ってもよい下げ卑びた笑いに梢子は戦せん慄りつする。行ぎよう幸こうのとき馬上から見下ろしたあの人物が目の前にいる。やせこけて翁おきなと言っても差さし支つかえのない年齢なのに、黄色く濁にごった目だけがぎらぎらと光っている。

　こんな貧ひん弱じやくな相手なら、あるいは突き飛ばしてでも逃げることは可能かもしれない。だがそれをすれば、直なお光みつをはじめ周りの人間に累が及ぶ。

「頭中将の口利きと聞いたのでな。奴の名を偽ったのは正解じゃな」

　偽った、という言葉を、悪びれるどころか得意げに帝は言う。

　梢子はぐっと唇を結び、その場にひれ伏ふした。

「ほう……」

　従じゆう順じゆんなふるまいに帝は感かん嘆たんの溜ため息いきをもらす。顔を伏せているので分からないが、舌なめずりでもしているような気がしてぞっとする。

　衣きぬ擦ずれの音がして、帝が母おも屋やから出てきた気配がした。背中と首くび筋すじに嫌な汗が伝う。

　重ねあわせた手の動きが見えないように袖でおおい、衣の上から動きを気け取どられぬように慎しん重ちように栓せんを抜く。

　じわっと生ぬるい感かん触しよくがして、手て許もとから膝の周りに赤黒い液体が広がった。

　帝がぎょっとして足を止め、かたわらで控えていた従者も目を円まるくしている。

「ご、ご無礼を」

　梢子は悲鳴のような声をあげ、床ゆかに顔がつくほど頭を下げる。ようやくわれに返ったのか、帝ではなく従者が声をあげる。

「な、なにごとぞ」

「申し訳ございません。とつぜん月のさわりが………」

　いわゆる月経中の女性は、血が流れることで不ふ浄じようの身とされる。とうぜん帝の寝所に侍はべるなど考えられない。あんのじょう先ほどまでにやけていた帝の声音は、瞬またたく間まに冷ややかなものになる。

「無ぶ礼れい者ものが。すぐに去れ！」

　舌打ち交じりの言葉に、顔を伏せながら梢子は思いっきり反発する。

（そっちが、あんな姑こ息そくな手段を使って呼び寄せたくせに）

　とはいえこの場はなんとかしのげた。竹たけ筒づつの中身は赤の染せん料りようである。それらしく見せるために少し墨すみを入れて赤黒くするという凝こりようだ。弘こ徽き殿でんの前で呼びとめられたあと、今後のことを考えて携けい帯たいするようにしていたのだ。

　あとでばれないように手しゆ巾きんで床をざっと拭ふき上げると、梢子は腰こしを浮かしかけた。ここで少しでもうきうきとしたそぶりを見せれば、たちどころに怪しまれてしまう。

（恐きよう縮しゆくしたように、いたたまれないふうを装よそおって……）

　自らに言い聞かせ、ともすれば軽かろやかになりそうな動きを抑よく制せいしていたとき、格こう子しのむこうから女の悲鳴が響いた。

「誰か、誰か薬くす師しを！　中ちゆう宮ぐう様が！」

　梢子はぎょっとして、それまでの所しよ作さなど完全に無視して跳はねるように立ち上がって殿舎を飛び出した。

　飛香舎と弘徽殿は壺庭を挟はさんで、むかいあって建っている。しかし渡殿はなく、一度清涼殿に戻って回り込まなければならない。ほとんど寝ね静しずまっていたはずの後涼殿から数名の女房達がなにごとかとばかりに表に出てきている。

　宿直と思おぼしき官かん吏りが、麗れい景けい殿でん側の渡殿を走ってきている。矢も盾もたまらず梢子は高こう欄らんを乗り越えた。降り立った壺庭を突っ切って弘徽殿の簀子に乗り上がる。するとちょうど渡殿から簀子にあがった眞澄と鉢はち合あわせする。

　高欄にまたがった格好の梢子に、眞澄は自分の目を疑うような顔をした。まったくをもってとうぜんの反応である。かまわず梢子はひょいと簀子に足をつけて妻戸に走り寄る。

「大だい丈じよう夫ぶですか、なにがあったのです！」

　誰かが薬師を呼びに行ったあとなのだろう。妻戸は開け放たれたままで、騒そう然ぜんとした中の様子がうかがえた。大殿油は灯っていたがさすがに入ってよいものなのかと躊ちゆう躇ちよしていると、いきなりぐいと腕うでを取られて強制的に一歩踏ふみ入いってしまう。

「なにごとだ！」

　梢子の腕をつかんだまま叫んだ人物は眞澄だった。間近にいた下げ﨟ろうが、すがるように眞澄のもとに駆かけ寄る。

「頭中将様！　中宮様の出血がひどくて」

　ほの暗い明かりに照らされた眞澄の顔が、はっきりと青ざめた。妊にん婦ぷの出血など、よいことが思い浮かばない。

「薬師を───」

　眞澄が言い終わらないうち、女房に連れられて典てん薬やく寮りようから博はか士せが連れられてきた。あたかも申しあわせたように、梢子と眞澄は彼のために通路を開けた。

「いずこでございますか」

「こちらに！」

　博士は御簾の内側に飛び込んでいった。しばしぼう然と立ち尽くしていた眞澄は、すぐに気を取り直したように梢子のほうをむいた。

「出よう」

「え？」

「私達がここにいても邪じや魔まになるだけだ。それよりも中宮の御おん身みが無事であるよう祈き禱とうをさせる」

　忙せわしく動く弘徽殿の女房達を見やり、梢子は同意した。

「そうですね。それと関かん白ぱく様にもご連れん絡らくを」

「ああ」

　いまさら気づいたように眞澄は相槌を打つ。

　二人並んで弘徽殿を出ると、あんのじょう簀子や渡殿では女房や官吏達が不安げに殿舎を見守っている。

「父上に連絡を」

　間近に控えていた従者らしき男に告げると、眞澄はあたりにむかって声を張り上げた。

「祈禱を、内ない道どう場じように伝えよ！」

「頭中将、中宮はいかなるあんばいなのじゃ？」

　壺庭を挟んだ先の飛香舎の簀子に立っていたのは帝だった。思わず身を硬かたくする梢子の横で、眞澄は訝しげな面持ちを浮かべる。この時間であればそろそろ夜御殿よんのおとどに入っているはずの帝が、よりによって無人の飛香舎から出てきたのだから首を傾げるだろう。集まった女房や官吏も同じ疑問を抱いたらしく不思議そうな顔をしている。

「私の口からはなんとも申せませぬが、出血がひどいそうです」

「早さつ急きゆうに退出させよ！　御所を血で穢けがすなどもってのほかであろう！」

　あまりのひどい発言に、梢子は本気で自分の耳を疑った。眞澄に至っては、とっさに意味が理解できなかったようでぼう然としていた。

　要するに、生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわにある中宮を追い出せということだ。

　御所で血の穢れは徹底して忌いみ嫌きらわれるから、妃は懐かい妊にんするとすぐに里に戻るのが慣例だった。しかし中宮は里り第だいの建築が遅おくれていたのでできなかった。それは確かに中宮並びに関白家側の不ふ手て際ぎわにはちがいない。まして中宮に万が一のことがあったのなら、御所で死の穢れという最悪の事態を生じさせてしまう。

　病におかされた妃や宮中で事故にあった公く卿ぎようなど、御所内で瀕ひん死しの状態となった者を外に出すことは過去に何度もあった。ここで死なせてはならないということらしい。梢子には理解できないが、御所ではけして非常識なことではない。だからといって実の弟に対して言い訳も説得もなく、頭ごなしにこの言葉はひどすぎる。

（なんなの、この御おん方かたは？）

　怒りよりもむしろ信じられない思いで、梢子は壺庭のむこうに立つ帝を見つめる。

　隣となりで立ち尽くしていた眞澄の拳こぶしが小こ刻きざみに震えていた。とうぜんの反応だ。関白もよりによってなぜこんな人間を帝に推おしたのだろう。たとえ不仲とはいえ娘へのこの仕打ちを知れば、きっと憤ふん慨がいするにちがいない。下へ手たに目をあわせて命じられたりしてはたまらないとばかりに、女房も官吏も伏ふし目めがちにして帝から視線をそらしている。

　開いたままだった妻戸の奥から足音が響き、先ほど中に入った博士が顔を出した。その場にいた全員の視線がいっせいに集まる。梢子はちらりと殿舎の奥に目をむける。少し前の喧けん騒そうが噓のように静まり返っている。ひたひたと音をさせて近づいてきた博士は、眞澄のそばで足を止めた。

「中宮様は、落ちつかれました」

　その一言で眞澄の目に安あん堵どの色が浮かぶ。しかしそれは不幸中の幸いで、次の言葉はこの場にいたほとんどの者が覚悟していたものだった。

「ですが御子様は、残念ですが流れましてございます」
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　中ちゆう宮ぐうの流産の話を聞いた関かん白ぱくはとうぜんながら大変に落らく胆たんし、まるでその憤いきどおりをぶつけるように帝みかどの無む慈じ悲ひさに憤慨したのだという。

「それで、あの仲の悪い左さ大だい臣じん様が兄上にお見み舞まいをなされたそうよ」

「尚侍ないしのかみ様があんなことになったときは、さすがに関白様も左大臣様をお見舞いなされたらしいからね」

「いまとなっては、おたがいに娘の不幸を慰なぐさめあうことになっているのかしら」

　二日たった今日も、あいかわらず女房達は噂に余念がない。関白はこんなところに娘を置いておけないと、すぐにでも連れて帰るように言っていたそうだが、さすがに流産したばかりの身体を動かすことは博士に止められたらしい。結果的として中宮は、いまも弘こ徽き殿でんにとどまっている。

（いくらなんでも里り第だいが建つまでとか、もう言っていられないでしょうけど）

　もし中宮が慣例に従って早々に実家に戻っていたら、このような結果にはならなかったのだろうか？　そもそも先せん帝ていが譲じよう位いした段階で里帰りをしていたら、尚侍の事件には巻き込まれずにすんだだろうに。




　───だがその中宮も、あながち真っ白といえない。




　飛ひ香ぎよう舎しやで帝と面してそのことに気づいてから、梢しよう子こはずっと落ちつけなかった。納おさめ殿どので噂話に興じている女房達の中にあっても常に上の空で、自分から口を開くこともない。

　そのとき御み簾すが動き、朽くち葉ば色いろの唐から衣ぎぬを着た百ゆ合り花はなが入ってきた。

「姫ひめ松まつ、文ふみが届いているわよ」

　百合花が差し出したものは、濃こき萌もえ黄ぎ色いろの料りよう紙しを結びつけた竜胆りんどうの花だった。

「隅すみに置けないわね。いつのまにこんな趣しゆ味みのよい相手を見つけたのよ」

　からかうように言われて、梢子はあらためて結び文を眺める。確かに花と同じ色の紙を使うより、葉を模もしているようで自然に見える。先ほどは気づかなかったが、彼が使っているあの香が焚たき染しめられている。

　とはいえそんな悠ゆう長ちようなことを考えている暇はなかった。色々と訊いてこようとする女房達を適当にごまかすと、梢子は足早に自分の局つぼねに戻った。焦る気持ちのまま文を解こうとするが、焦ってなかなかうまくできない。

「なんでこの非常時に、こんな余裕のあることをするのかなあ」

　女人なら普通は喜ぶであろう心こころ遣づかいに不満を漏らしながら、梢子は文を開いた。

　自分の思い過ごしではないかと悩なやみつつ、文あや規のりに相談の文を出したのは昨日のことだった。その返信がいま届いたのだ。梢子の識字力を考こう慮りよして仮か名なばかりで記された文の内容は、優ゆう雅がなしつらえに反してひどく素っ気なかった。文に記すことではないので直接話しをしたいとのことで、相談場所として校きよう書しよ殿でんに来てほしいと記してあった。

「え、許可を取っているのかしら？」

　文規は元大だ宰ざいの少しよう弐にだから、蔵人くろうどに伝つ手てがあるとも思えない。先日眞まさ澄ずみと面識を持っていたが、彼らが必要以上に親しくなったとも思えない。とはいえ内郭を出て大内裏まで来いと言われたら距離的にも大変だし、かといって後宮のいずれかの殿舎を言われても先日の帝のことを考えれば不安が残る。

「適正かな」

　独りごちると、梢子は待ちあわせの刻こく限げんを確認して料紙を折りたたんだ。
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　十三夜から欠けはじめた月が、ちょうど半円の形となって天空に昇っていた。

　周りが寝静まったのを見計らい、梢しよう子こは後こう涼ろう殿でんを出た。切きり袴ばかまに帷子かたびら姿は束そく帯たいより動きやすい。もちろんかもじはすでに取りはらっている。

　月明かりに照らされた校きよう書しよ殿でんの簀すの子こには、冠かんむり直衣のうし姿の文あや規のりが立っていた。縹はなだ色いろを濃のう淡たんにあわせた月つき草くさ重かさねで、すっきりした色合いがよく似合っている。

　足音で気づいたのか、文規は板の間にむけていた顔をあげた。

「ごめん、待った？」

「いや……」

　歯切れ悪く答えた文規は、ひどく不快げな表情をしていた。最初は気のせいかと思ったが、どうもそうではないらしい。

「どうかしたの？」

「あれから帝はなにかしてきていない？」

　一昨日の不快な記き憶おくを呼び戻され、梢子は顔をしかめる。

　自分の疑念を話すためには、帝に騙だまされて飛ひ香ぎよう舎しやに呼び出されたことを言わないわけにはいかなかった。引きずり込まれたとか押し倒されたとかではなかったからまだ冷静だったが、それでも不ふ愉ゆ快かいな記憶にはちがいない。とはいえそれ以上に中ちゆう宮ぐうの流産が衝撃的で、脅きよう威いが少々ぼやけている節はあった。

「月のさわりということにしているから、あと四日ぐらいは大丈夫よ」

「じゃあ、それまでに決着をつけなくてはね」

　さらりと告げられた言葉よりも、冷ややかなその声音に梢子はぎくりとする。

　こんな文規を、以前にも見たことがある。

　東ひがしの市いちで出会った初日だ。無ぶ頼らい達に容よう赦しやない態度を取ったときの彼も、相手に対していっさい加減をしない冷れい酷こくな空気をまとっていた。

　そのうえ泥でい酔すいして真意がつかめなかったあのときとちがい、いまはそのふるまいの深い部分にあるふつふつと煮にえたぎるような怒りがはっきりと伝わってくる。そもそも決着という言葉自体が不ふ穏おんだ。

「どういう───」

　意味かとつづける前に、文規は妻戸を開いて殿舎の中に入っていった。急いであとを追った梢子の目に映ったものは、大おお殿との油あぶらのそばに腰を下ろした眞まさ澄ずみの姿だった。

「え、どうして？」

　確かに校書殿は蔵くろ人うどの詰つめ所しよだから、長官の眞澄がいてもおかしくはない。しかし眞澄がいるのなら場所を変えなくてはまずいのではないか。

「僕がお呼びしたんだよ」

　前を見たまま文規は言った。梢子は驚いて文規の背中に目をやり、そのあと彼の背中越ごしに眞澄を一いち瞥べつし、ふたたび文規の背に視線を戻す。

「な、なんで!?」

「そなたが考えていることが本当なら、私も黙っているわけにはいかない」

　ぴしゃりと眞澄が言った。梢子は文規が、昨日の文の内容を眞澄に打ち明けていることを悟った。

「源げんの大たい夫ふ殿どの！　どうして、そんなことを！」

　弘こ徽き殿でんに関する疑ぎ惑わくを、よりによって眞澄に話すとは意味が分からない。

「案ずるな。そなたを咎とがめにきたのではない」

　断固とした口調で、眞澄は梢子の抗議に応じた。いつのまにかこちらを振り返っていた文規が、拍ひよう子し抜ぬけした顔をする梢子に告げた。

「君の推すい測そくが当たっているのなら、どうしたって頭とうの中ちゆう将じようの協力が不可欠になるからね」

「え？」

　驚いた顔をする梢子に、眞澄は腹立たしげに言った。

「どうするかを決めるのは、真相を明らかにしてからだ」

　眞澄の言葉は梢子にとって思いがけないものだった。てっきりこんな不ふ遜そんを思いついたこと自体叱しつ責せきされると思っていた。

　もし梢子の推測が当たっていれば、関かん白ぱく家も左さ大だい臣じん家もただではすまない。その危険性があるのに、眞澄はあえて真相を明らかにしようというのだろうか？

「奸かん計けいに臣下の名をお使いになるとは──嘆なげかわしい」

　吐き捨てるように眞澄は言った。それが、帝が彼の名を使って梢子を呼び出したことを指しているのは歴然としていた。

　梢子はあらためて眞澄を見つめた。大殿油の明かりに照らされた貴き公こう子し然ぜんとした面おも差ざしからは、苦労知らずの傲ごう慢まんな雰ふん囲い気きが放たれている。しかしその反面、よく精練された絹きぬ糸いとのような汚れのない人柄をも連想させる。

　この人は尊そん大だいにはちがいないが、ずるい人間ではない。

（源大夫殿は、そういうところを分かっていたのかしら？）

　だから眞澄に事情を話して、協力を仰あおいだのだろうか？　眞澄の出しゆつ仕しと自分の大だ宰ざい府ふ赴任が時期的に近かったので、人柄まではよく知らないように言っていたが───。

「こちらに」

　文規に促うながされて、三人は大殿油の周りに三角形を作るようにして座った。

「遺体の発見者が分かったよ」

　おもむろに文規が切り出し、あらためて梢子は思い出した。文規は直なお光みつに、尚侍ないしのかみの遺体発見者を探さぐるように依頼していたのだ。

「誰だったの？」

「藤ふじ原わらの行ゆき平ひら」

　文規の口から告げられた覚えのない名に、梢子はきょとんとする。

「中宮の乳う母ばの夫だ」

　眞澄の言葉に梢子は目を見張る。それがなにを意味するのか、あるいはなにも意味しないのか梢子は断言できない。だがその立場の者が羅ら城じよう門もんの楼上に出入りすることは、あきらかに不自然だった。

「検け非び違い使し庁ちように報告した人物は藤原行平とは縁もゆかりもない人物で、その者からさかのぼって探さがした結果、彼に行きついたということだったよ」

　淡たん々たんと文規は説明をしたが、どう考えても異い常じような話だ。家か人じんならともかくまったくの他人にそんな報告をさせるなど、自分の足そく跡せきを消そうとしているとしか考えられない。

「僕が思うに───」

　文規はふたたび語りだした。

「腐乱状況から遺体はしばらくどこかに保管されていて、羅城門に運んですぐに検非違使が来るように仕向けたのだろう。そうでもしなければ、遺棄してすぐに衣を盗ぬすまれていただろうからね。衣が盗まれてしまえば、腐乱した遺体が誰かなんて分からない」

　文規の説明に梢子はごくりと息を吞んだ。

「じゃあわざと遺体を発見させて、尚侍の件に幕まく引ひきを図はかりたかったということ？」

　眞澄は悲痛とも思えるほどに顔を歪めていた。対照的に文規はいっさい表情を変えずにうなずき、懐ふところから小さな香こう壺ごを取り出して梢子に渡した。

「これだよね。君が言っていた宮みやの君きみがつけていたという香は」

　梢子は蓋ふたを開けて鼻を寄せる。まったく同じ物なのかまでは分からないが、さわやかながら刺さすように刺し激げき的てきな、あの特有の香りに近い気がした。

「似ている気がする………」

「確かにこれは僕が使っているものだ。だけどそれと同じものを、宮の君が使っているなどありえない」

　文規と宮の君の使っている香が似ているというのは、以前に彼にも話していた。それで二人の関係を疑ったこともあったが、先日の飛香舎の一件で帝の香がまったくちがうことを知った。百ゆ合り花はなの話では、宮の君は父親である帝と同じ香を使っているはずだ。もちろん帝か宮の君が、使っている香を変えたということも考えられるのだが───。

　どう考えたのか文規は、今度は眞澄に香壺を渡した。

「これは、確かにかなり特有の香りだな」

「天てん竺じくの品でございますゆえ」

「天竺！」

　梢子と眞澄は同時に声をあげた。唐もろ土こしならまだしも天竺など、あまりにも遠すぎて本当に存そん在ざいする場所だとも思っていなかった。

「え、天竺って本当にある国だったんだ」

　つい声に出してつぶやくと、眞澄があからさまに白い目をむけた。

「この香は、私が大宰府にいるときに馴染の商人から買ったものです。品自体は珍しい物で地元の官吏達は面おも白しろがって購こう入にゆうしておりましたが、若じやつ干かん品質が悪いうえに、雅が趣しゆに欠けるとされたため都にまであがらなかったはずです」

　その評価に梢子は少々不服を覚えた。確かに洗せん練れんされた印象ではないが、清せい涼りよう感かんのある刺激的な香りは嗅かぐ者に日常を忘れさせる力を持っていた。

（え、素す敵てきだと思うけどなあ？）

　貴族の思考はちがうのだろうが、排はい斥せきなどもったいないと心から思う。

　いっぽう文規は、眞澄にむかって確認するように尋たずねた。

「頭中将なら、主上おかみがお使いになられている香をご存知でしょう。もちろんこの香ではありませんよね」

　眞澄はためらうことなくうなずいた。

「主上がお使いになられている香は、親しん王のう時代からずっと変わっていない。それにこう言ってはなんだが、帝の地位にある方が天竺渡りとはいえ粗そ悪あく品ひんを使うなど考えられない」

　それを梢子が見た宮の君は使っていた。しかし百合花の話を聞くかぎり、彼女が自分の香を変えるとは考えられない。だから梢子は、よもやのことを考えてしまったのだ。




　───弘徽殿にいる赦ゆるし色を着た上じよう﨟ろうは、宮の君ではないのではないか？




　そのことを文規に文で訴うつたえた結果が、今宵の呼び出しにつながったのだ。

「あれ、でも……」

　ふと梢子は別の疑問を覚えた。

「どうして都にあがっていないはずの香を、弘徽殿の上﨟が使っているの？」

「それだよ」

　わが意を得たとばかりに文規は言った。

「君から香の話を聞いたとき、真っ先におかしいと思ったんだ。この香は都に出回っているものではない。それでも一応調べたんだよ。万が一にでもこの香が京に流通していないか、大宰府にゆかりのある商人達に訊いて回った。結果はさっき言ったとおりだよ」

　すると、それまで黙っていた眞澄が口をはさんだ。

「しかしなにかの偶然で手に入れた可能性はある。あなただけではなく、ここ二、三年の間、大宰府や筑ちく前ぜんから帰京してきた官吏は数名いる。正規の流通を経へずとも、なんらかの形で香が都に入ってくることもあるのではないか？」

「もちろん、その可能性はあるでしょう」

　いったん眞澄の主張を認みとめたあと、あらためて文規は断言した。

「ですが、宮の君が自分の香を変えるなどありえません」

　まるで面識があるような物言いだったが、梢子は百合花から彼女の悪評を聞かされていたのでそれほど驚かなかった。下げ﨟ろう達もだが、文規のような五位の官吏に対する態度も尊大で反発を買うようなものだったのだろう。

　いっぽうそんな態度を取られたことなどないであろう眞澄は、文規の断言にひるんだように尋ねる。

「なぜそこまで言える？　人の好みは千せん差さ万ばん別べつであろう」

「宮の君にかぎって、それはありません」

　あくまでも強気で言い切る文規に、さすがに梢子も疑問を覚えた。

　しかし頭ごなしに自分の意見を否ひ定ていされた形になった眞澄は、釈然としない顔はしたがそれ以上反論はしなかった。もう少しむきになってもよさそうだと思ったので、これは意外な反応だった。

（そういえば、ちょっと話し方が丁寧になっているような……）

　眞澄の文規に対する言葉遣いが、十三夜の夜のときに比べて多少敬けい意いを持ったものになっている気がする。まあ身分は下でも年長者へのとうぜんの気遣いかもしれないが。

　眞澄が引いた気配なのを見て、文規は話をつづけた。

「姫ひめ松まつ殿の推すい論ろんが正しければ、この事件にかんしては全員が根本的な思いちがいをしていたことになります」

　梢子の推論とは、弘徽殿の上﨟は宮の君ではないというものだった。

　しかしそれ以上のことは考えられなかった。だとしたら誰なのか？　そして本物の宮の君はどこに行ったのか？

　もやもやと思おもい悩なやむ梢子の横で、文規がおもむろに視線を眞澄のほうに動かした。

「中将、あなたはご自分の姉上である中宮を信じておられる。それゆえかの方に対する中傷や疑惑を晴らそうと一人で奮ふん闘とうされておられた」

「………」

「真実があきらかになれば、あるいはそのお心が傷きずつくことになるやもしれません。それでもかまいませんか？」

　教師が道徳を説とくように、丁寧に文規は問うた。

　確かに遺体の第一発見者のことを考えれば、その可能性は少なからずあった。

　あんのじょう眞澄は言葉を詰まらせた。眞澄の心情を想像すると、梢子は胸が締しめつけられる気がした。

「かまわぬ」

　きっぱりと眞澄は言った。

「なによりこのままでは、亡くなった尚侍が報むくわれぬ」

　心が洗あらわれたとまで言うと大おお袈げ裟さだが、それに近しい気持ちになる。

　自分の姉がかかわっているかもしれない。そのうえで眞澄は真実を知ることを選んだ。それは彼の生き真ま面じ目めさや潔けつ癖ぺきさによるものであったにちがいない。

　自分の大切なものだけを守れさえすれば、他はどうでもよい。関白の嫡ちやく子し、藤原眞澄はそんな人間ではなかったのだ。

　眞澄の返答に、文規は不意を突かれたように軽く目を見開いた。その瞳にはなにか思うような光が湛たたえられていたが、それがなんなのか梢子には測りかねた。

「さようでございますか」

　静かに文規は応じた。

「さすれば私の意見を申し上げましょう。真しん偽ぎをあきらかにするには、どうあっても頭中将、あなたの協力が必要です」

　眞澄は慎重にうなずいた。文規は両の腕を緩く開き、二人を呼び寄せるように手首を内側に揺らした。心得たように梢子と眞澄はさらに膝ひざを詰める。

　大殿油の明かりがふわりと揺れ、三人の膝元をそれぞれに照らし出す。

「では──」

「その前に訊きたい」

　話を切り出そうとした文規を、眞澄が遮さえぎった。文規は特に不快なようすも見せず、視線をむける。逆に眞澄のほうが気まずげで、言いよどんでいるようだった。

「………あなたは、それでかまわぬのか？」

　遠えん慮りよがちな眞澄の問いの真意が梢子には分からなかった。

　別におかしな質問ではなかったが、漠ばく然ぜんとしているような、前の会話との整合性が取れていない気がした。

　しかし文規は首を傾げることもなく、平然と答えた。

「私は、あなた様とはおそらくちがうのですよ」
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　冬の更こう衣いを二日後に控えた長なが月つきの末。梢しよう子こは眞まさ澄ずみと共に弘こ徽き殿でんを訪おとずれた。

　梢子は螺ら鈿でん細ざい工くの経きよう箱ばこを手にしていた。納おさめている品は公く卿ぎようからの見み舞まいの経きよう典てんで、金銀の箔はくを施ほどこした上質の和紙に見事な行書で記されている。女房達から聞いた話では、当代一の能のう書しよ家かと名高い公卿なのだそうだ。

　廂ひさしを奥へと進み、眞澄の斜ななめ後ろに控えるようにして腰を下ろす。神経を研とぎ澄すませた梢子は、立ち込める香の中にあの柑橘類に似た香りをとらえた。

（やっぱり、いる）

　気を引き締めて御み簾すの内をうかがうと、先の御座所おましどころに中ちゆう宮ぐうの姿が見える。

　流産という大変な惨さん事じに見み舞まわれた彼女だったが、不幸中の幸いでその後の経過は比較的よく、万ばん全ぜんではないが立ち動くくらいはできるようになったと聞いている。

　梢子はできるだけ首を動かさないようにして、視線だけで御簾内を探った。もちろん廂にも数人の女房がいたが、こちらの推すい察さつどおりであれば、宮みやの君きみが廂に出ていることは考えられなかった。

「おや？　そなたは先日の下げ﨟ろうではないか？」

　目め敏ざとく中宮が自分に気づいたことに梢子は驚いた。眞澄も驚いたように尋ねる。

「中宮はこの者をご存知でしたか？」

「重ちよう陽ようのおり、ここの女房が世話になった。背が高いので、皆みなが苦心していた薬くす玉だまを軽々と外しおった」

　意外と朗ほがらかな中宮が意外だったが、もちろん空から元げん気きということも考えられる。程度の差はあれど、流産という悲ひ劇げきが女性の心身に与あたえる影えい響きようは計り知れない。

「さようでございましたか。実はこの者はもともと、私が姫ひめ松まつを務めさせるために出仕させたものですから。それゆえ本日もこのように私の遣つかいをさせております」

　とうぜん噓で、単に弘徽殿の中を探るために同行したのだ。

　梢子が弘徽殿の女房に経箱を渡したのを見ると、眞澄はおもむろに切り出した。

「中宮には大変お待たせして申し訳ございませんでした。里り第だいの準備も無事にすみましたので、いつでも退出いただけます」

「まことか？」

　中宮は驚きの声をあげた。

「ずいぶんと急に進んだのじゃな。先日の話では、神かん無な月づきいっぱいはかかるように申しておったであろう」

「急がせました。このように立てつづけに不幸が起こる状況であれば、一刻も早くお下がりいただいたほうが中宮のためだと考えたものですから」

「さようであったか。心遣いを嬉うれしく思うぞ。大工達も大変であっただろうに、ありがたいことじゃ」

　かけらも疑ったようすのない中宮に、梢子は少し罪悪感を覚えた。おずおずと眞澄の反応をうかがうと、斜め後ろからではあったが彼が眉を曇くもらせたように見える。

（中ちゆう将じよう、やっぱりひるんでいるんじゃ………）

　梢子は不安を覚えたが、眞澄はとやかく言わずに話をつづけた。

「して、退出の日取りはいつにいたしましょうか？」

「明日じゃ」

　中宮の答えに、梢子は耳を疑った。あんのじょう眞澄も、とっさに返答ができないでいるようだった。

「………あ、明日でございますか？」

「一刻も早く、里第に入りたいのじゃ。荷物などあとから出せばよい」

　中宮の声には有無を言わせぬ響きがあった。

（いやいや、無理でしょ………）

　内心で梢子は突っ込んだ。吉きつ凶きようや方角を占うらなうことももちろんだが、実質的な問題としての荷物の片付け、警備の手配等、中宮の退出は一日で叶うようなものではない。そんなことは御ご所しよの事情に不慣れな梢子でも分かることだった。特に今回は人選を慎重に行わなければならないから、それだけでも時間を要するというのに。

（中将、うまく断ってよ！）

　あなたの腕の見せ所だからね。そう心の中で発はつ破ぱをかけつつ、梢子は眞澄を見た。

　眞澄はしばらく思案していたが、やがて腹をくくったように口を開いた。

「了りよう解かいいたしました」

「ばっ──」

　梢子はあわてて口許を押さえた。危あぶなかった。思わず「馬鹿なの!?」と口走ってしまうところだった。

「されど明日となれば刻限も迫せまっておりますゆえ、中宮にふさわしい十分な随ずい身じんも用意いたしかねます。ですので最低限の護衛という形になるかと存ぞんじます。また日中の間は厳しく、夜まで猶ゆう予よを頂ければ───それでもよろしいでしょうか？」

　馬鹿なのと罵ば倒とうしかけていたことも忘れ、梢子は心の中で快かい哉さいを叫んだ。なんとうまいことを言うのだろう。それならば退出に付つき従したがう人員の不足も理由がつけられる。

　はたして中宮は不満なようすも見せず、それどころか申し訳なさそうに答えた。

「かまわぬ。護衛の衛え士じさえおれば、随身などいらぬ。それに夜であれば人目にもつくまいから、体裁を気にする必要もなかろう。かえって好都合じゃ」

「ならばそのように取り計らいます。明日日が暮れてから迎むかえに参じますので、それまでにお支し度たくのほうをおすませください」

　眞澄と中宮がやりとりをしている間、梢子はじっと御簾内を目だけで探りつづけた。探していたのはもちろん禁きん色じきの唐から衣ぎぬだ。いくら上﨟といっても、連日赦ゆるし色をまとっているわけではないのかもしれない。しかし彼女の顔をほとんど知らないので、それしか手がかりがなかったのだ。

　あの香りがあるのだからいるのだろうと思うのだが、今日は禁色を着けていないのか、それとも光の加減で判別しにくかったのか結局見つけることはできなかった。

「それでは、明日」

　短い言葉を告げて眞澄が立ち上がったので、梢子もあわててそれにならう。

　簀子に出たあと、眞澄は空にむかうように息を吐いた。彼の立場が微び妙みようなものだけに、うまくやりましたねとも言えずに梢子は黙って付き従うしかなかった。そのまましばらく歩き、渡殿にあがったところでぼそりと眞澄がつぶやいた。

「うまくいきそうだな」

「あ、はい！」

　勢いよく梢子がうなずくと、なにがおかしかったのか、眞澄はぷっと噴き出した。

「なんだ、お前。緊きん張ちようしているのか？　さっきからずっと不安そうな顔をしているぞ」

「い、いえ。中将様が大丈夫かなと思って」

「？」

　訝しげな顔をする眞澄にはっきり答えることもできず、梢子は視線を弘徽殿のほうに動かした。眞澄はなにかに気づいたように〝ああ〟と相槌を打った。多少はためらったが、ここまで来たら遠慮していてもしかたがない。腹をくくって梢子は尋ねる。

「もし私の推測どおりであれば、どうなさるおつもりですか？」

「理由次し第だいだ」

　予想していた問いだったのか、あっさりと眞澄は答えた。

「むしろそのほうが望ましい。理由がなんであれ、私にとって最悪の事態は免まぬがれる」

　梢子は眞澄が言う、最悪という言葉の意味を考えた。

　もし梢子の推測どおりだとしたら、それは関かん白ぱく家にとってかなり深しん刻こくな事態である。むしろ真相を明らかにしないほうがましなぐらいかもしれない。それでも眞澄は、梢子の推測が当たっていることを望んでいる。なぜならそうでなかった場合、彼にとって最悪の事態となる可能性があるからだ。

　遺体の第一発見者が中宮の乳母の夫であった。しかもあきらかに不自然な工作をしてまで、その素す性じようを隠していた。この一連の経緯を考えれば、中宮が尚侍ないしのかみの失踪に無関係だということは考えにくい。

　つまり眞澄が恐れる最悪とは、羅ら城じよう門もんで見つかった遺体の死因に中宮がかかわっているのではということなのだ。

「よかったです」

　唐突とも取れる梢子の言葉に、眞澄は意味の分からぬ顔をした。

　梢子は彼にむかって微笑ほほえみかけた。

「よかったです。中将様のような方が味方になってくださって」

　眞澄は驚いたように目を見開いた。少しして、彼はにわかにうろたえだした。白はく皙せきの頰が南なん天てんの実のように真っ赤に染そまっている。

　予想外の反応に、梢子は戸惑う。単純な気持ちで口にした言葉だったが、存外に動揺させたようである。しかしいまさら弁明のしようもないし弁明するような内容でもない。そうこうしているうちに、二人は渡わた殿どのを通りきってしまった。

　直進すれば清せい涼りよう殿でん、右に行けば後こう涼ろう殿でんである。

「では私は戻ります」

「姫松、ひとつ訊きたいのだが」

　右に進みかけていた梢子は足を止めた。

「はい？」

「この件が片付いたら、そなたは源げんの大たい夫ふと結婚するのか？」

　想像もしなかった問いに梢子は目を見張る。

　確かに彼は自分に求愛していたし、直なお光みつにまで取り入っているところを見ると求婚するつもりもあるらしい。いまは御所にいるから時々しか会わないが、七しち条じようの実家にいたのならいまごろ本当に婿むこになっていたかもしれない。

　出会った当初はともかく、いまは文規の気持ちを疑ってはいない。その結果なのかは不明だが、いつのまにか梢子も彼に好意を持つようになっている。恋をしているのか、愛しているのかと訊かれれば断言はできないが、もっと彼のことを知りたいと思っている。とはいえ帝みかどから目をつけられた状態では、動きようがないのが実情だ。

（あの人、本当にどうやって私を帰すつもりなんだろう？）

　やけに自信ありげな文規の態度を、頼もしいと思いながらも不審を覚える。

「それは、晴れて退出できてから考えようと思っております」

　現状での正直な気持ちを告げると、眞澄は気まずげな顔をした。梢子が宮中に留められているのもそもそもは眞澄の起用がきっかけだから、そんな表情にもなるだろう。取りようによっては皮肉に聞こえるかもしれない。

　少し心配になって眞澄の反応を見るが、彼はそれ以上なにも言わなかった。

「では私はこれで」

「あ、ああ……、明日は頼む」

　ぎこちないままの眞澄の言葉にうなずくと、梢子は後涼殿にむかって進んでいった。

　その後ろ姿を眺めながら眞澄がつぶやいた言葉は、もちろん梢子には聞こえなかった。

「退出って、本気でそんなことを思っているのか？」
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　翌よく日じつの戌いぬの刻こく。中ちゆう宮ぐうの退出はひっそりと行われた。

　つごもりのうえに雲が多く、星も見えない夜であった。青あお糸いと毛げの車に中宮が乗り、女によう房ぼう達たちが乗車した小こ八はち葉よう車ぐるまが数台つづく。あらかじめ断っていたように、必要最低限の衛え士じの他は露つゆ払はらいの武官と実じつ弟ていの眞まさ澄ずみが共に騎き馬ばで付つき従したがうだけで、中宮の退出というにはあまりにも質素なものだった。

　二に条じよう大おお路じを進み神しん泉せん苑えんを過ぎ、一行は進路を右にとむける。東ひがし洞とうの院いん大おお路じを南下してしばらく進んでいると、少し先から松たい明まつと思おぼしき複数の明かりが近づいて来ていた。幅はばからして牛ぎつ車しやについた明かりと思われた。

「道をあけよ。やんごとなきお方のおわす御車ぞ」

　そう要求した眞澄は、訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。牛車だと思ったものは、それぞれに松明を持った二人の騎き手しゆだった。騎き乗じようの二人が幅を取って並ならび、その後ろで徒か歩ちの者達がまとまっていたので彼らの影かげが牛車のように見えたのだ。

　彼らは眞澄の命令にひるんだようすもなく、じわじわと距きよ離りを縮ちぢめてくる。

　やがて松明に照らされて浮かび上がった顔は、鼻から下に布を巻まいて目だけを出しており、どうしたって夜や盗とうにしか見えなかった。退出を夜に行うことは慣例だが、夜間の市し井せいは危険極まりない。もちろん夜盗に遭そう遇ぐうすることも前ぜん提ていとして警備をつけているわけだが、恐れていた事態になってしまった。

　衛士達は緊きん張ちようした面おも持もちで、太た刀ちを持って身構える。

「待て！　車のほうを───」

　眞澄が言い終わらないうち、夜や盗とう達が飛びかかってきた。するとまるで火の粉を浴びた油のように、衛士達もいっせいに突とつ進しんしてゆく。放り投げられた松明が、地面の上でそのまま燃えつづけている。あたりはたちまち大だい混こん乱らんとなり、あちこちで人を殴なぐりつける音や悲鳴があがった。

「馬ば鹿か者もの！　車を守らぬか」

　眞澄が怒ど鳴なりつけた矢先、後方で牛の野太い鳴き声が聞こえた。いつのまにか夜盗の一人が近づき、牛車の後うしろ簾すだれに手をかけて車を揺ゆさぶっていた。あろうことか中宮が乗る青糸毛の車である。

「無礼者！」

　急いで馬を走らせようとした眞澄の横を、さっと武官の馬が駆かけ抜ぬけてゆく。

　武官は馬に使う鞭むちを振り上げると、思いっきり夜盗の顔を殴り飛ばした。竹や革かわでできた鞭で、しかも騎乗から勢いをつけて顔を叩たたかれたのだからたまったものではない。夜盗は横向きに吹っ飛んだ。状じよう況きようを察したのか、牛車の中で女房達が悲鳴をあげる。武官は手近にある小八葉車に駆け寄り、物見にむかって声をかける。

「落ちついてください。大だい丈じよう夫ぶです！」

　女房達はぴたりと黙だまり込んだ。なぜなら武官の声が、若い女のものだったからだ。

　緋ひ色いろの袍ほうを着た武官は、梢しよう子こだった。

「なんだ、てめえ女か？」

　殴られた夜盗が顔を押さえながら立ち上がった。馬上で梢子は太刀に手をかける。相手を殺すつもりはないが、こちらの身に危き険けんが迫せまっていればしかたがない。

　ふと別のところから気配を感じて振り返ると、いつのまに迫ってきたのか騎馬の男が棒ぼうを振り上げているところだった。梢子はとっさに身を伏ふせて間かん一いつ髪ぱつで攻こう撃げきをかわす。

　もう一人の騎馬の夜盗は、眞澄にむかって太刀を振り回している。衛士達の何人かがようやく牛車の周りについた。車の中は女によ人にんばかりで、しかも夜盗が舌なめずりをしそうな見目の良いい者ばかりである。物が盗ぬすまれるならまだよいが、彼女達が引きずり出されて誘ゆう拐かいでもされてしまえば取り返しがつかない。

　梢子は太刀を握にぎる手に力を込める。うまく敵を振り切ったのか、眞澄が牛車のほうに馬を走らせてきた。結果的に味方全員が牛車を囲み、夜盗達と対たい峙じする形となる。

「馬鹿者、お前は逃げろ！」

　一応女であることを気き遣づかったのか、眞澄が大声をあげた。気持ちはありがたいが、戦せん況きようはどう見ても互ご角かくだから戦力は少しでも多いほうがいい。

　太刀を構え直すと、梢子は声を張り上げた。

「だから言ったじゃないですか！　後先を考えないで恩おん赦しやなんてするから、こんなことになるんですよ！」

　出会った日にも梢子は、そう言って眞澄を罵ば倒とうした。

　どうやら梢子に逃げるつもりがないことを悟さとったらしく、眞澄は気まずげに答えた。

「……御ご所しよに戻もどったら、検け非び違い使しを増やすように働きかけよう」

「ご理解いただけて光栄です。しかしこの状況では、遅おそいとしか言いようが……」

　梢子と眞澄がやりとりをしている間に、騎馬の夜盗が太刀を持って襲おそいかかってきた。梢子は素す早ばやく太刀をひるがえして応戦する。金属がぶつかりあう音が闇やみに響ひびき渡わたる中、眞澄も同じように、もう一人の騎乗者を相手に応戦している。

「車を守って！」

　梢子は衛士達にむかって叫さけんだ。夜盗達は隙すきあらば牛車に乗り上がろうとしている。そのうちの一人が、青糸毛の車に手をかけているのを見つけた。梢子は馬を走らせて鞭を振り下ろした。寸すん前ぜんで夜盗は身をかわし、車から手を離す。

「この女！」

　騎馬の夜盗が太刀を振りかざして駆け寄ってくる。梢子は両りよう腿ももに力を入れて馬の胴どう体たいを挟はさみつけると、自由になった両手で太刀の代わりに弓を取る。長さのある弓を槍やりのように構えて、襲いかかってくる敵の急所を狙ねらって突き上げた。

　夜盗が悲鳴をあげてひるんだ隙に、今度は弓を回かい旋せんさせて突き飛ばす。激げき痛つうのあまり無防備になっていた相手は馬から転げ落ちた。

　息をつく間もなく、徒歩の夜盗が太刀を振りかざして襲いかかってきた。馬を操あやつってかわそうとするが、ほんの僅わずかに反応が遅おくれてしまった。しくじったと思ったのと、右の腿ももに火がついたような痛いたみが走ったのはほぼ同時だった。

（まずい……）

　おそらく傷きずはたいしたことはない。しかし痛みで腿に力が入らなければ、手放しでの騎乗は難しい。この状態ではこれまでのように武器を振り回すことはできない。

　冷ひや汗あせをかく梢子の右足首を、夜盗ががっちりとつかんだ。蹴けり飛ばそうにも痛みで力が入らない。馬を走らせて振り払おうかと考えたとき、夜盗が鞍くらの端はしをつかみ梢子の馬に乗り上がろうとした。

　血の気が引きかけた矢先、すぐ近くで鈍にぶい音が響き、気がつくと夜盗はずり落ちて地面に倒たおれていた。

「え？」

「あ～、やっぱり目の玉をつぶしておくんだったよ」

　聞き覚えのある声に顔をむける。いつのまにか晴れた雲の下、星明かりに照らされてそこにいたのは文あや規のりだった。直ひた垂たれ姿すがたで乗馬し、右手にはやけに長い天てん秤びん棒ぼうを持っている。どうやらこの棒で殴りつけて、相手を昏こん倒とうさせたようだ。しかしこの男は東ひがしの市いちでの無ぶ頼らいとは別人である。もちろんクズであることに変わりはないが。

「戌いぬ刻こくのはじめに出たにしては遅いから、気になって来てみれば……よかった」

　文規がそう言った直後、後ろから複数の男達が駆け寄ってきた。

「梢子、無事か！」

　馬を走らせてきたのは、直なお光みつだった。

「父様！」

「静まれ！　検非違使判はん官がんであるぞ！」

　その言葉に夜盗達はにわかに及および腰ごしになる。結果一気に総そう崩くずれとなり、衛士達と直光が連れてきた看督かどの長おさ達によってほとんどが捕とらえられてしまった。

　九きゆう死しに一いつ生しようを得た、地じ獄ごくで仏ほとけ等々の言葉を思いめぐらせていると、ふいに右足になにかが触ふれたのを感じた。ぎょっとして見下ろすと、いつのまに下馬をしたのか松明を持った文規が傷きず口ぐちを食い入るように見ている。触れたと思ったものは彼の吐と息いきだった。

「な、なにをやっているの!?」

「刀がかすめたかな？　でもよかった。血は止まっている」

「あ、それなら大丈夫ね」

「でも、早く手当てをしたほうがいい」

　大おお真ま面じ目めな物言いに、はじめて会ったときのことを思い出した。ゆえにここでかすり傷だから平気だと言っても多分納得しないだろう。梢子はこくりとうなずき、ちょっと待ってというように手のひらを文規の顔の前にむけた。

「分かった。でも、その前に───」

　梢子は青糸毛の牛車に目をむける。星々に照らされて、それはまるで置き物のようにたたずんでいた。

　直光は文規になにかを言って、捕らえた夜盗達を引きずって立ち去っていった。

　梢子は下馬し、文規と共に徒歩で青糸毛の車に近づいてゆく。松明の明かりに照らされ、後ろ簾の奥おくに人ひと影かげが浮かび上がっている。その影に梢子はどきりとした。文規を見ると彼も静かに目配せをした。

「どこに連れてゆくのです？」

　車中から中宮の声がした。梢子と文規、そしてちょうどこちらも近づいてきていた眞澄の三人は顔を見合わせる。やがて眞澄が不思議そうに答える。

「里り第だいでございますが………」

「中ちゆう将じよう、なぜそなたが私を謀たばかる」

　馬上で眞澄は背せ筋すじを強こわ張ばらせた。彼はこくりと唾つばを吞み、心外だというように応じた。

「謀るなど、そのような………」

「ならば三さん条じようの里第にむかうのに、なにゆえ六ろつ角かく堂どうを通り過ぎる」

　梢子はぎょっとして通りの東側に目をむけた。塀へいの向こう側に特とく徴ちよう的てきな六角形の屋根がのぞいていた。濃こい影として、星明かりで明るくなった夜空に浮うかび上がっている。

　聖しよう徳とく太たい子しが創そう建けんしたとされる頂ちよう法ほう寺じは、特有の六角形の御み堂どうで有名な寺社で六ろつ角かく小こう路じと東洞院大路の辻つじにある。つまり三条大路沿ぞいに建つ邸やしきに行くのなら、通り過ぎるはずがない場所なのだ。雲が晴れて浮かび上がった影を、後ろ簾から見ることができたのか。

「それは………」

　それきり言葉を途と切ぎれさせた眞澄に、梢子は額を押さえた。人としては美び徳とくだが、基本的にとっさにうまい噓うそが言える人間ではない。

　文規はしばしの間、眞澄の横顔を眺ながめながら様子をうかがっていた。やがてなにかを思いついたように後ろ簾に近づいてゆく。ちなみに衛士達は、中宮の車に遠えん慮りよして遠とお巻まきに控ひかえていた。

　文規は背筋をまっすぐに伸のばし、ためらうことなく中にむかって声をかけた。

「仰おおせのとおり、これからお連れする場所は里第ではありません。私がさる方から預かりました四し条じようの邸でございます」

　あまりにもあっさりと謀ったことを認みとめたからか、中宮はすぐにはなにも言えないでいるようだった。彼女からすれば開き直りにも受け取れるのだろう。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、中宮は不快げな声をあげた。

「何者です、そなたは？」

「私は源みなもとの文あや規のり。中宮様にお仕えしている宮みやの君きみの弟でございます」
















　文規の答えに、梢子の思考は停止した。

　彼が口にした言葉の意味するものがとっさには分からず、頭が真っ白になる。

（え、宮の君の弟って………）

　どういうことなのか？　もちろんただの姉弟きようだいというだけではなく、異い母ぼ姉弟、異い父ふ姉弟も考えられる。しかし異父姉弟ならともかく、それ以外の場合───。

（主上おかみの息むす子こ？）

　すぐに梢子は自分の考えを否ひ定ていする。だとしたら、それを隠かくすはずがない。ここぞとばかり誇こ示じするほうが普ふ通つうだ。そもそもそんな血けつ縁えんを持つ者が、検非違使判官の娘に求きゆう婚こんなどするはずがない。

　ふと見ると、眞澄は驚おどろきもしないでようすを見守っている。

　そういえば文規から校きよう書しよ殿でんに呼よばれたときの眞澄の態度や言こと葉ば遣づかいが、はじめに会ったときとは少し変わっているように感じた。

（じゃあ頭とうの中ちゆう将じようは、あのときにはもう知っていたの？）

　疑ぎ問もんに思う梢子の前で、文規は呼びかけた。

「姉上、いらっしゃるのでしょう？　ご無ぶ沙さ汰たしております。文規です」

　当初の目的を思い出し、梢子は息を詰める。先ほど見た影から、車に二人が乗っていることは分かっていた。中宮と同乗するのなら乳う母ばか上じよう﨟ろうにちがいない。しかし中宮の乳母はすでに亡なくなっているから、この場合同乗者は宮の君しか考えられない。

　しかしそうでなかったとしたら───。

　文規は凍こおりついたように反応のない牛車をじっと見つめ、ひとつ息をついた。

「お人ちがいでございましたか。では、やはり尚侍ないしのかみ様でおられますか？」
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　一行が四条の邸に入ったのは、亥いの刻こくを過ぎた頃ころであった。

　女房達を東ひがしの対たいに待機させ、梢しよう子こ達は寝しん殿でんに入った。あらかじめ大おお殿との油あぶらが灯ともされていた南みなみ廂びさしに中ちゆう宮ぐうと尚侍ないしのかみが並び、几き帳ちようを隔へだててむきあうように文あや規のりと眞まさ澄ずみが座すわる。梢子はその双そう方ほうが見み渡わたせる几帳の垂直線上に少し距離を取って腰こしを下ろした。

「私のせいなのです。中宮様は私のために工作してくださったのです」

　尚侍・藤ふじ原わらの茉まつ子こは深々と頭を下げた。小こ柄がらで愛らしい女性だったが、左さ大だい臣じんの姫というには若じやつ干かん威い厳げんを欠く印象を受ける。この状況においても、表情ひとつ変えない中宮とはあまりにも対照的だった。

「それほど入じゆ内だいがお嫌いやだったのですか？」

　そう訊きいた眞澄の声は、戸と惑まどいを隠せずにかすれていた。いっぽう文規は、動じたようすもなく平然と言う。

「そりゃあ嫌でしょう。還かん暦れきを過ぎた年寄りで、しかもあのように病的に好色な相手では私が尚侍でも逃げ出したくなりますよ」

「源げんの大たい夫ふ殿どの。お父上のことをそのように………」

　見み兼かねたように眞澄が咎とがめ、梢子はとどめを刺さされた気がした。

（やっぱり主上おかみの息子だったんだ）

　どう判断してよいのか混こん乱らんし、彼らのやりとりが頭に入ってこない。

　母親の身分によっては、帝みかどの息子でも臣下に下ることさえ珍めずらしくもない。まして文規はその時分は孫そん王のうのはずだから一いつ般ぱん的てきにも臣しん籍せき降こう下かの対象だ。

　だからといって、求婚までした相手になにも言わずにいるのはあんまりではないか。文句の一言ぐらい言ってやりたかったが、この状況ではさすがに無理だ。あとで思いっきり追及してやろうと決めて、梢子は彼らのやりとりに意識をむける。

　茉子はおずおずとうなずいたあと、言いわけのように付け足した。

「……ですが、問題は主上だけではありません」

「では、小お野のの正まさ臣おみ殿ですか」

　文規の口から出た名に、茉子は目を見開いた。やがてその目に僅かな恐きよう怖ふがにじむ。

　どう思ったのか、文規は少し口調を和やわらげた。

「私はつい先月まで大だ宰ざい府ふに赴ふ任にんしておりましたので、前任者の小野殿とは一度だけですが面識がありました」

　説明に合が点てんがいったのか、茉子の表情が少し安あん堵どしたようなものになった。

　それから茉子が観かん念ねんしたように話した事情は、おおよそ文規が推すい測そくしたとおりだった。

　左大臣家に仕つかえていた茉子の母は、そこで情けをかけられて茉子を産んだ。しかし左大臣とは早々に別れてしまい、新しい夫に伴ともなって宇う治じに住むようになる。

　やがて大宰府の赴任を終えた小野正臣が、茉子の許もとに通うようになった。天てん竺じく渡りのあの香こうは、正臣から贈おくられたものだったのだという。

　そこに左大臣がとつぜん娘を引き取ると言ってきたのだ。十五年以上疎そ遠えんにしてきた娘に対してのこのふるまいに茉子はとうぜん戸惑う。しかし頼たのみの恋人は急に伊い予よに赴任させられてしまった。母親は少し前に亡くなっており、継けい父ふは左大臣に逆らってまで継まま娘むすめの意思を尊そん重ちようすることはしなかった。こうしてなかば強ごう引いんに左大臣家に引き取られた茉子は、到とう着ちやくとほぼ同時に御ご所しよに放り込まれたのだった。

「では、恋人のもとに戻ろうと思われたのですか？」

　梢子の問いに、茉子は眉を曇くもらせた。彼女はしばし黙り込んでいたが、さほどせずに腹はらをくくったように口を開いた。

「私は妃きさきになるわけにはいかなかったのです」

「身み籠ごもっておられるのじゃ」

　寝殿に入ってから、はじめて中宮が口をきいた。恋人がいたという状況から十分予測できたことであるにもかかわらず、梢子は衝しよう撃げきを受けた。同じ思いなのか、眞澄は唇くちびるをうっすらと開いたまま几帳の奥を見つめている。

「まあ、それぐらいのことがなければ、こんな大おお芝しば居いを打ってまで脱だつ出しゆつしようとはしないでしょうね」

　さらりと文規は言った。彼に動どう揺ようしたようすはまったくなく、それどころか薄うす々うす予想していたような感さえあった。

　自然とあたりに沈黙が落ち、寝殿には大殿油の芯しんが焦こげる音だけが聞こえていた。

「あ、あの……」

　それまで黙っていた梢子は、思い余って口を開いた。

「そのことを左大臣様にお話しして、内ない密みつにでも入内を取りやめるわけにはいかなかったのですか？」

　小野正臣との関係が直前まであり、その頃に身籠ったのなら妊にん娠しんに気づかないまま宮中入りをしても不思議ではない。しかしいくらなんでも、こんな手しゆ段だんで逃げ出そうとするのは人ひと騒さわがせすぎる。失しつ踪そうの段だん階かいで茉子はまだ妃ではなかったのだから、退出もぎりぎり間にあったのではないか。

「私が自分の妊娠に気づいたのは、主上が倒れたあとのことでしたから」

　茉子の答えの意図するところが、梢子はすぐには分からなかった。

　だが考えてみれば、帝が病に倒れずに即そく入内となっていたのなら、茉子の腹の中の子はあんがい帝の子とされてしまっていたかもしれない。毎月きちんと月のものがある女人ばかりではないし、そうではないと断言できる術すべはどこにもない。

　しかし実際に入内は延えん期きされ、その間に茉子が自分の妊娠に気づいたとしたら。

「でも、それならなおのこと───」

「だとしたら左大臣は、おそらく知らぬ存ぞんぜぬを通すように言うと思うよ」

　とんでもない文規の発言に梢子は愕がく然ぜんとする。要するに左大臣が、茉子の腹の子供を主上の子として通すだろうということだ。

　眞澄は身を乗り出すようにして抗こう議ぎをする。

「いくらなんでも、そのように恐おそれ多おおいことを叔お父じ上うえが………」

「ならばお父上の関かん白ぱく様がその立場だったとして、入内のために出しゆつ仕しさせた娘が別の男の子を身籠っていたから退出させますと正直におっしゃるとお思いですか？」

　冷静に文規は言い返し、眞澄はぐっと言葉を詰つまらせた。

　欲よく目めに見て、なんとか理由をつけて退出させようとはしても、けして本当のことは言わないだろう。仮に公おおやけになれば前ぜん代だい未み聞もんの不ふ祥しよう事じで、失しつ脚きやくは免まぬがれない。

　二人のやりとりに、茉子は自分が咎められたかのように顔をそむけた。

　いっぽう中宮は、そんな弟の苦境にもなぜか冷ややかな面持ちを浮かべている。

　梢子は訝しい思いで姉弟を見比べた。二人のやりとりをさいさん見聞きしているわけではないが、比ひ較かく的てき仲のよい姉弟という印象があった。眞澄は中宮を心から敬うやまい、中宮は弟の生き真ま面じ目めさを微笑ほほえましく受けとめているように見えたのだが………。

（でも結果的に、里第が完成したと噓を言って連れ出したからなあ）

　それは文規の発案だった。

　梢子は香のちがいから、弘こ徽き殿でんにいる赦ゆるし色をまとった女房が宮みやの君きみではないのではと疑うたがった。そしてその女房が自分と同じ天てん竺じくの香をつけていると知った文規は、小野正臣との関係から彼女が尚侍・茉子ではないかと結けつ論ろんづけたのだ。

　しかし中宮の殿でん舎しやをおいそれと検分するなどできるはずがない。ゆえに里第が完成したと偽いつわって弘徽殿の一行を外に連れ出したのである。

　中宮は表情をあらため、几帳のほころびにむかって呼びかけた。

「大夫殿」

　呼びかけに文規は視し線せんを動かした。

「そなたはなにゆえ弘徽殿を疑ったのじゃ？　あの事件の直後、衛士が殿舎をあらためたことは存ぞんじておられたであろう」

　険しい口調で問う中宮に、文規はまったく臆おくすることなく答えた。

「私は姉の性格をよく存じております。宮家の娘であることをなにより誇ほこりにしていた彼女が他の香を使うことは考えられませんでした。ゆえに弘徽殿にいる上﨟は姉ではないと判断いたしました」

　女房仲間が語っていた宮の君に対する評価と、よく似たことを文規は言った。そして彼女達と同じように、文規の言葉にも棘とげがあった。

　帝に対する言葉といい、文規の身内に対する辛しん辣らつな言動に梢子は戸惑う。

「もし尚侍が本当にかどわかされたのなら、衛士が入ってきたときにまちがいなく助けを求めるでしょう。ですが己おのれの意思で身を隠したのなら訴うつたえるはずがありません。衛士達の立場では尚侍の顔を知るはずがない。弘徽殿で誰だれも名乗りをあげなければ、彼らは尚侍がいなかったという結論を出すでしょう」

　つまり尚侍が無理やりさらわれたという固定観念が、すべてを見み誤あやまらせていたのだ。

「弘徽殿に身を隠してやり過ごしたあとは、とうぜん御ご所しよを出ようとするでしょう。しかしあの事件以い降こう、宮門の警けい固ごは厳きびしくなっていました。尚侍を迂う闊かつに外に出すことは危険がある。しかし近々の予定となっている里下がりに乗じれば怪あやしまれることはない。それまで弘徽殿にひそむことにしたのではありませんか？」

　そこまで語ってから、文規はいったん言葉を切った。それはまるで中宮に返事を促うながすかのようだった。文規の話を黙って聞いていた中宮は、やがて皮肉げに口くち許もとを歪ゆがめた。

「──そのとおりじゃ」

「なぜ、そんなことに姉上が加か担たんを！」

　こらえきれなくなったように叫んだ眞澄に、きっぱりと中宮は答えた。

「目め敏ざとい女房が、尚侍が身籠っていることに気づいたのじゃ。問いただすと御所から逃がしてくれるように頼まれた。自分がいないほうが、私にも関白家にも都合がよいだろうと言うてな」

　そんなものかと梢子は茉子の身体からだを見た。唐から衣ぎぬ裳もを着ているうえに、もともとの体たい軀くが分からないのでなんとも言えなかった。しかし自身も懐かい妊にん中だった中宮や出産経験のある女房達は目の付け所がちがっているのかもしれない。

　そしてそれを指し摘てきされた茉子もごまかすことができなかったのだろう。あるいは世慣れた女ならしらを切ることも可能だったかもしれないが、目の前の茉子は純じゆん朴ぼくそうで、とてもそのようにしたたかな女には見えなかった。

「だからといって、このようなことを───」

　とうぜんながら眞澄は納なつ得とくできないようだった。

　梢子も同じ疑問を持っている。茉子の件は左大臣側の不祥事だ。中宮の立場としては協力よりも相手を失脚させる材料に使いそうなものである。そこまでしなくとも、中宮が身を挺ていして茉子をかばう理由はどこにもない。

　憤いきどおる眞澄に対して中宮は口許を歪めた。それは親しい弟に責められて良心の呵か責しやくに耐たえているように見えたが、いっぽうで皮肉げな笑えみにも見えた。その複雑な表情は几帳を隔てた眞澄には見えなかったのだろう。

「尚侍」

　とつぜん中宮は呼びかけた。すっかり萎い縮しゆくしていた茉子は、びくんと身体を揺らす。

「は、はい」

「すまぬが、しばらく席を外してくれぬか。女房達と一いつ緒しよに東の対にでも───」

　文規と眞澄は目を見合わせた。しかし茉子はためらうことなく立ち上がった。茉子からは中宮に対しての深い信しん頼らいが見て取れた。経けい緯いを考えればとうぜんだろう。

　見かねて梢子も立ち上がり、茉子を妻つま戸どのところまで送っていった。

　ふたたび戻ってくると、三人はあいかわらず無言のままでいた。橙だいだい色いろの光を揺らめかせる大殿油の皿は、油がずいぶんと少なくなっていた。補ほ充じゆうすべきかと思ったが、この状況で席を立つことはためらわれ、梢子は元の位置に腰を下ろした。すると、まるでそれを待っていたように中宮は口を開いた。

「中将。そなた、この件を公おおやけにして叔父上を失脚させるつもりか？」

「そのようなことをすれば、姉上が加担したとも世間に言わなければなりますまい」

　これまで中宮と呼びつづけていた中宮を、眞澄ははじめて〝姉上〟と呼んだ。そこには少なからず、彼の姉に対する憤りがあったのだろう。

　あんのじょう眞澄は、箍たがが外れたように声を荒あららげた。

「なぜ相談してくださらなかったのですか。私が怒おこっているのは、姉上が左大臣家の尚侍を助けたからではなく、あなたに謀られたからなのですよ」

　この言葉には、さすがに中宮も心を痛めたようだった。彼女はぎゅっと唇を嚙かみ、そのまま顔を伏せてしまう。

「……すまぬ」

　顔を伏せたまま、ひどく苦しげに中宮はしぼり出した。声こわ音ねから姉の真意を感じ取ったのだろう。眞澄はこみ上げる感情を整理するよう、肩かたを落としつつ息を吐はいた。二人の心境を想像して、梢子はいたたまれなくなってしまう。

　茉子の窮きゆう地ちに手を差さし伸のべた中宮も、姉に裏うら切ぎられた眞澄の苦しみもどちらも共感できるから、二人の気持ちがやるせなかった。

　いっぽう二人のやりとりを聞く文規は、気まずいともしらけるともつかぬ不思議な表情を浮かべていた。その反応にも梢子は胸むねを痛めてしまう。一連の真相を聞かされた文規が本来であれば真っ先に訊かねばならぬことが、なかなか彼の口から出てこなかったからだ。梢子が薄々と感じている、ひどく澱よどんだものが、やはり文規の中にはある気がした。

「なぜ、尚侍を助けようと思ったのですか？」

　二人の動揺など意に介かいさないかのよう、極きわめて冷静に文規は問うた。

　中宮は、まるでその問いを待ちかねていたかのように昏くらく目を輝かがやかせた。

　せつな、梢子の胸に得体の知れない不安、いやむしろ恐怖に近い感情がこみ上げた。

　理り屈くつではない。虫の知らせというものだろうか。中宮の昏い瞳ひとみに、自分には想像もつかないことが明らかになる気がした。

「私と同じだからじゃ」

「は？」

　中宮の短い答えに、その場にいた三人は同時に声をあげた。中宮は感情をなくした、面のような表情で唇を動かす。

　そのとき、月に雲がかかるようにふわりとあたりが暗くなった。梢子の脳のう裏りに油の切れかけた大殿油の皿が思い浮かんだときだった。

「共に公にできぬ子を、身籠ったのじゃ」
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　漆しつ黒こくの中で聞こえた中ちゆう宮ぐうの言葉の意味が、梢しよう子こはよく分からなかった。

　公にできぬ子とは、一般的になにを指すのだろう。たとえば政争に敗れた者の子。あるいは夫からすれば隠かくし子ご。妻からすれば不義の子───。

　そこまで考えて、梢子は凍りついた。

　闇が濃く、そして沈黙がどこまでも重い。押しつぶされそうな重圧の中、梢子は急な坂をのぼった人のように細切れに息をついた。几き帳ちようの左右の人達を見比べようと試みたが、表情を確かく認にんするにはあまりにも暗すぎて叶かなわなかった。

　ただそれぞれの張りつめた空気だけは、ひしひしと肌はだに伝わってくる。

「幸い、この暗くら闇やみがすべてを覆おおい隠かくしてくれましょう」

　しじまの中で聞こえた文あや規のりの声は、彼には珍しく硬かたかった。

「お腹なかのお子の父親は、どなたですか？」

　どくんっと鼓こ動どうが音をたてて鳴った。答えをごまかしようがない問いに、中宮がなんと答えるのか想像ができない。もし見けん当とうちがいであれば、殴られてもしかたがないほどの非礼な質問だ。

　しかし中宮には、激げきしたようすも怯おびえたようすもなかった。

「私にも分からぬ」

「分からぬ？」

「上じよう皇こうか主上おかみか、どちらが父親なのか」

　眞まさ澄ずみの息を吞のむ気配が伝わった。梢子もこれ以上ないほど衝撃を受けた。

　時期的に考えて、中宮の妊娠は上皇が退位する前だ。ならば上皇が在位している間に今きん上じようと密みつ通つうをしたというのか。

　梢子は眞澄のほうを見た。いくらか夜目が働くようになっていたが、影が動いているように見えるだけで、個々の表情などは分からない。もし見えていたのら目に映うつる動揺はいかばかりだったのだろう。

　あんのじょう、眞澄はひどく震ふるえた声で言った。

「そのことを、上皇様は？」

「存じておる。関係してしまったことを私から申し上げた。これを機に退出を命じてくださればと思うたのでな。以前よりこんな場所にはいたくないと父上にも里帰りを頼んでいたが、なかなか了りよう解かいしてくださらぬゆえ。されど上皇から直接連れて帰るように命ぜられれば父上も逆らえまい」

　あきらかに上皇を嫌きらっていたことが分かる中宮の答えに、こんなときなのに梢子はやたらおかしくなった。関かん白ぱくとの不仲から、上皇が中宮を遠ざけているということは京の町でも評判だった。そして世間は、愛されない中宮をあわれな存そん在ざいとして同情してきた。

　しかしなんのことはない。実際は中宮のほうも上皇を疎うとんじていたのだ。

　とうぜんだ。人からそのように扱あつかわれれば、誰とて相手を嫌うようになるのは道理ではないか。いったい世間というものは、特に男は、なぜ女が自分を疎んじる男の愛情を求めつづけると思いちがえるものなのか。

　中宮はふんっと鼻を鳴らした。

「ところが傑けつ作さくなことに上皇は、それまでずっと遠ざけていた私をとつぜん頻ひん繁ぱんにお召めしになられるようになったのじゃ。そして懐妊が分かった時分で、それは自分の御お子こじゃと仰せになられる。まったく愚おろかなことを仰せじゃ。誰の子かなど男に分かるものか。子はすべて女おな子ごのものじゃ」

　嘲あざけるように告げられた最後の言葉に、中宮の流れてしまった子に対する思いが凝ぎよう縮しゆくされている気がした。そのうえで梢子は、なぜ上皇が疎んじていた中宮に対してとつぜんそのような行こう為いに及およんだのかが理解できなかった。

　しかしこの告白で、行ぎよう幸こうのさい上皇が関白ではなく帝を狙った理由は明確になった。

　自分の妻を奪うばった相手を憎にくむことは夫としてとうぜんだ。そうなると不思議なもので、なんとなくだが上皇と中宮のたがいに対する恋とは言いがたい、それでもある種の執しゆう着ちやくが感覚として伝わってくる気がした。目に見える仕打ち、耳にする言葉だけを聞けば憎みあっているとしか思えない夫ふう婦ふの間に存在する複雑な感情を、梢子は肌で感じていた。

「関白が今上を即そく位いさせたのは、そのためですか？」

　文規の問いに、中宮は声をあげて笑った。

「さすがに父上も、そこまで悪人ではないわ。流れた子はいまでも上皇の子と思うておられるはずじゃ。もっとも本当のことを知ればきっと、叔父上と同じに、主上の子として通すように言うたであろうがな。主上が擁よう立りつされたのは偶ぐう然ぜんじゃ。あれほど無能であれば自分の傀かい儡らいにちょうどよいと思うたのであろう」

　つまり関白は、二人が関係したことは知らないということだ。

　しかしなにゆえ二人はそのような関係になったのか。中宮の帝に対する蛇だ蝎かつのような嫌いようを考えれば、彼女が自ら望んで関係を持つとは思えない。

「関係は、無む理り強じいされたのですか？」

　恐おそろしく淡たん々たんと文規は問いかけた。

「騙だまされたのじゃ。そなたの父と姉に」

　そう言った中宮の声音は、これまでないほどに険しかった。

　以前にも中宮は、帝のことを異い常じように好色で女房達を次から次へと手て籠ごめにし、さらに身分の高い人妻にやたらと興味を示していたと辛しん辣らつに評した。このような現実を突きつけられると、あの言葉がやけに生々しい。

「私の父と姉ですか？」

「私が里帰りをしたおり、宮みやの君きみが御み帳ちよう台だいに自分の父親を導きおったのじゃ。もちろん話を持ちかけたのは父親のほうであろうが……あの女は私の女房にされたことで誇りを傷つけられたと、たいそう憤いきどおっていたらしいからのう」

　騙だまし討うちという言葉さえ可愛かわいすぎる。いかに表現を尽つくそうと凌りよう辱じよくにちがいない事態なのに、中宮はまるで他ひ人と事ごとのように事情を語った。

　文規はひとつため息をついた。

「親しん王のう宣せん下げを受けていないとはいえ、皇こう女じよである自分がなにゆえ臣下の娘に仕えなくてはならないのかということですね」

「そのようじゃな。その時分は孫そん王のうであったが。あの女、かようなおぞましいことをしでかしておきながら、そ知らぬ顔でしばらく私のもとに仕えておった。あげく自分の悪事が暴かれ追及されると、臣下の娘の分際で帝の娘をかように扱あつこうた天てん罰ばつじゃとうそぶきおったわ」

「あの人らしいですよ」

　ひどくしらけた口調で文規は言った。文規が父親や姉をよく思っていないことは最初から明白だった。彼は身内の行為に謝罪もしなかったが、言いい逃のがれもしなかった。まるで他人が起こしたことのように、ひたすら冷れい淡たんに突つき放はなして話を進めている。そして中宮も血縁を理由に文規を責めるようなことは口にしていなかった。不気味なほど冷静な二人に、だからこそ梢子は心の深いところで燃えさかる彼らの激はげしい怒いかりを感じた。

　しばらく気け圧おされたようになっていた眞澄が、思い余ったように口を開く。

「だとしたら、姉上は帝がいる御所から逃げ出そうとは思わなかったのですか？」

「なぜ私が逃げ出さねばならぬのじゃ！」

　強い口調で中宮は返した。その剣けん幕まくに梢子も眞澄も息を吞んだ。

　そのとおりだ。悪いのは無理強いした帝であって辱はずかしめられた中宮に非はひとつもない。彼女が逃げる理由はどこにもない。ここにきて梢子は、中宮が自分の身を挺ていしてまで茉子を助けようとした理由が分かった気がした。

　中宮は復ふく讐しゆうをしたのだ。

　自分を凌辱した帝はもちろん、権けん勢せい欲よくのため娘の心を踏ふみにじった関白と左大臣という二人の父親。そして、あるいは自分を翻ほん弄ろうしつづけた上皇にも───世間を欺あざむいて茉子を逃がすことで、女をいいように利用しつづけた世の男達に彼女は復讐をしたのだ。

　明かりが消えてから、どれくらいたつのだろう。

　あわてて火を灯さなくて本当によかったと思う。もし自分以外の人間の表情をはっきりと見ることができたのなら、いたたまれずに逃げ出してしまったかもしれない。

　暗闇と沈黙がえもいわれぬ緊張を高める中、ついに文規がその問いを口にした。




「それで、あの死体は姉のものですか？」




　血の気が引いた気がした。

　確かに宮の君が尚侍であったのだから、行ゆく方え不ふ明めいなのは宮の君なのだ。

　文規はここに至いたるまでそのことを問わなかった。気づかなかったはずがない。だが彼は冷静に質問を順序立て、ここにきてようやく姉にかんする言及をした。

「そうじゃ。尚侍の衣きぬを着せて、羅ら城じよう門もんに運ばせた」

　平然と中宮は答えた。

「あなたが殺したのですか」

「なっ！」

　文規の追つい及きゆうに声をあげたのは、中宮ではなく眞澄だった。

「大たい夫ふ殿どの、言うてよいことと悪いことがありますぞ！」

　怒りのためなのか、あるいは恐怖のためなのか眞澄の声は震えていた。身内としてはとうぜんの怒り、そして家族が誰かを殺あやめたかもしれないという恐怖が複雑に交じりあっている。生真面目なこの青年には、これまでの過程だけで十分衝撃的だったはずだ。それでも彼は姉の事情を斟しん酌しやくし、彼女を強く責めることを耐えていた。しかし人を殺めたとなればもはやその箍たがは外れてしまうにちがいない。

「私ではない」

　はっきりと中宮は答えた。

　ほっとしたというより、力が抜けた気がした。

「追及されたあの女は、興こう奮ふんして弘こ徽き殿でんを飛び出した。暗かったのもあろう。高こう欄らんから転がり落ちて、打ち所が悪かったのか虫の息であった。だから御所で死なさぬようにと、牛車に押し込んで女房の里帰りを装よそおって外に出したのじゃ。すぐあとに死んだという報告を受けて、ここぞとばかりに尚侍に失踪を装わせたというわけじゃ」

　それこそつぶれた虫を捨すてるように、冷ややかに中宮は言い捨てた。

「最初の計画では、鳥とり辺べ野のあたりからそれらしい遺い体たいを調達する予定であったが、あの女が死んでくれたのでちょうどよかった。ひと月もすれば顔形も分からなくなる。その頃に羅城門に置かせ、検非違使庁に報しらせに行かせたのじゃ」

　死んでくれてちょうどよかったとは、人でなしと罵倒されてもしかたがないひどい言葉だ。まして茉子として葬ほうむられた宮の君は、二か月以上も誰からも追つい善ぜんを受けずにいたことになる。故人の往おう生じようのためには、中ちゆう陰いん（四十九日）の間は仏事を営いとなんでやらなければならない。そうすることで本来は悪あく趣しゆ（悪人が死後に赴おもむく苦く悩のうの世界）に行く者も善ぜん趣しゆ（善ぜん人にんが死後に赴く世界）に行くことができるからだ。しかし追善をしてもらえない悪人は悪趣に行くしか術すべはない。

　それでも宮の君がしたことを考えれば、中宮の暴言や行いを第三者がとやかく言うことはできなかった。なにしろ宮の君は中宮を強ごう姦かんさせたのだ。同性である梢子からすれば、それこそ悪趣に落とされてもしかたがないと思える所業だ。

　だが、宮の君の身内である文規には怒る権けん利りがあるはずだった。

「確かに姉上の自じ業ごう自じ得とくでしょう」

　息を吐くように告げられた言葉に、梢子の胸が痛んだ。しかたがないと思う反面、身内の死をそのように言うことしかできない文規の心に、いま自分の周りを囲むよりもさらに深い闇を感じた。

　文規はそれきり口を開こうともしない。納得しているのか、あるいは考えを整理しているのかまったく分からなかった。

「分かり申した」

　静かに眞澄が答えた。彼の声からは完全に震えが消えており、落ちつきを取り戻しているようだった。

「ならばなにも申しますまい。私はこれまでどおり、中宮をお支えいたしましょう」

　眞澄の声音に、いっさいの迷いは感じられなかった。最低限、姉が手を下したわけではないということが唯ゆい一いつのよりどころだったのかもしれない。加えて身内である文規のこの反応もその一因となった気がする。

「ありがとう、中将」

　ようやく中宮は穏おだやかな声を出した。

　やおら影が動き、文規が立ち上がったのが分かった。彼は際まで近づくと、格こう子しを内側にあげた。

　瑠る璃り紺こんの空に浮かぶ星々が、静かな光を殿舎の中に届とどけた。その光は文規の横顔を照らし出し、端たん正せいな面おも差ざしをあきらかにした。梢子は目を凝こらしてその表情の奥にある感情を読み取ろうとした。

　他人に対する怒り、軽けい蔑べつ、羨せん望ぼう。自分に対する不安、自じ己こ嫌けん悪お、戸惑い。そんなもろもろの感情が一気に押おし寄よせ、それを己の内側で凝縮させて押さえつけようとしている。恐ろしいほどの濃のう厚こうな感情が、ものすごい圧で梢子の胸を締しめつけた。

　文規は形のよい口許を僅かに動かし、静かに言葉をつむいだ。

「では、姉の追善は私が行います」
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　中ちゆう宮ぐうが退出した翌日。

　御ご所しよでは冬の更こう衣いが行われ、装しよう束ぞくや装そう飾しよくが冬のものにあらためられた。

　衣い装しようはもちろん扇おうぎも蝙かわ蝠ほりから檜ひ扇おうぎに替わり、几き帳ちようの帳とばりは生絹すずしに花鳥を描えがいたものから練ねり絹ぎぬに朽くち木き形の紋もん様ようを施ほどこしたものに取り替えられた。そしてこの日の夜は「立りつ冬とうの旬しゆん」と呼ばれる宴うたげが執とり行おこなわれることになっている。

　その日あらためた梢しよう子この冬物の衣装は、白を基調にした五いつつ衣ぎぬの下から朱しゆの単ひとえをのぞかせる裏うら菊ぎくの重かさねである。唐から衣ぎぬは竜りん胆どうの花を思わせる群ぐん青じようを重ねる。葉は月づき末に姫ひめ松まつとして出仕したときは、まさか更衣の時季までいるとは想像もしていなかった。

　新しい装束に身を包んだ梢子は、局つぼねで先ほど届いたばかりの文ふみを膝ひざに広げていた。

　子ねの刻こくに飛ひ香ぎよう舎しやに来るようにと記された文に、差出人の名前はなかった。だからこそ帝みかどの誘さそいであることははっきりとしていた。梢子には名を明かさずに文をよこすような不ふ審しんな知りあいはいないからだ。しかもなにかこだわりでもあるのか、またもや飛香舎である。

「懲こりないなあ……」

　心から嫌悪を抱いだきながらも、この執着になかば梢子は感心もしていた。

　帝の病的な色好みが持って生まれた性さがで、本人にもどうにもならないものなら多少は気の毒であるが、犠ぎ牲せいになった女人にそんな言いい訳わけは成り立たない。

　中宮はあのまま四し条じようで、里り第だいの完成を待つことになった。

　あの邸は文あや規のりが母の再さい婚こん相手から譲ゆずり受うけた持ち家ということだった。裕ゆう福ふくな受ず領りようだったということで、家はきちんと整備されていた。仮住まいであれば中宮を住まわせるのに十分だろうと文規がそのまま提てい供きようしたのだ。

　その中宮の手配で、茉まつ子こは伊い予よの国くにの小お野のの正まさ臣おみのもとに旅立っていった。身重の身体で長旅は心配だが、こうなった以上は都に住むわけにもいかない。小野正臣はさぞ驚くだろうが、もはや彼の誠せい実じつさを信じるしか術はなかった。

　もろもろの懸け念ねんは残るが、梢子は気持ちを切り替えた。自分にはやらなければならないことがある。そしてこれはまさに好機である。このままにしてはおけない。たとえ帝であろうと、こんな暴挙を許してよいはずがない。

「見ていなさいよ」

　文を握りしめてつぶやくと、梢子は硯すずり箱ばこを取り出した。
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　夜になり「立りつ冬とうの旬しゆん」がはじまると、清せい涼りよう殿でんには綾あや織おりの冬の束そく帯たいに着替えた殿てん上じよう人びと達に黄き菊ぎくや紅葉もみじの秋の色取りの襲かさねをまとった女房達が集った。

　饗きよう食しよくに酒、漢詩や和歌の献けん上じよう、管かん弦げんに舞まいとさまざまな催もよおし物ものが供きようされたが、中ちゆう宮ぐうの一件以来、帝みかどと関かん白ぱくの間が険悪なのは誰の目にも明らかなので、宴はいまひとつ盛もり上あがりに欠けるものになっていた。もちろん帝と左さ大だい臣じんは言わずもがなである。

　娘が死んだと思い込んでいる左大臣のことを考えると梢しよう子この心は痛むのだが、文あや規のりは長年顧かえりみなかったくせに自分の都合で娘の恋を引ひき裂さいた結果こんなことになったのだから、気にすることはないと言うのだ。そこには左大臣の親心に対する同情はまったく感じられなかった。そもそも文規は自分の父親に対しても、一いつ切さいの愛情を持っていないような言動をしている。

　確かに帝の人ひと柄がらは侮ぶ蔑べつされて然しかるべきだ。現に流産した中宮に対する言動が知しれ渡わたってからは、すべての朝ちよう臣しんから敬けい遠えんされている。加えて死者を悪く言いたくはないが、中宮への奸かん計けいを思えば、それだけで宮みやの君きみに対しては軽けい蔑べつと嫌悪感しかない。

　それでも梢子は、身内に対する文規の極きよく端たんな冷淡さに戸惑ってしまうのだ。それは自分と父親の関係が良好だから思う、ある意味おごりなのかもしれないが。

　盛り上がりに欠けた宴は給きゆう仕じも早々にひと段だん落らくして、下げ﨟ろう達は後こう涼ろう殿でんの簀子すのこで管かん弦げんの音に耳を傾かたむけるようになった。やがて夜も更ふけてくると、ぼちぼちと退出者が現れはじめる。敬うやまってもいない帝の宴に好んで長居する者もいないのだろう。しかしその中で関白と左大臣が共に残っていたことに下﨟達は驚きを隠さなかった。

「そもそも関白様は、出席もなさらないと思っていたけど」

「それにずーっと左大臣様とお話ししていたでしょ。最近仲がいいのよね」

「おたがいに野望が潰ついえちゃって、憑つき物ものが落ちちゃったのかもね」

　同どう僚りよう達の好き勝手な噂うわさ話ばなしを聞き流しながら、どうやら予定どおり事が運んでいることを梢子は確認する。

　やがて時じ刻こくが亥いの四よつにもなると、帝は退出していった。このあとは夜御殿よんのおとどへ入にゆう御ぎよとなるから、まだ飲み足りない者達は宿直所とのいのどころに使っている貞じよう観がん殿でんに移動していった。関白達はもちろん、眞まさ澄ずみもその中にいるはずだ。

　───じゃあ、それまでに片かたをつけないとね。

　宣せん言げんとも取れるあの文規の言葉が、具体的な計画として立案されて今日実行される。

　これが成功すれば、梢子は帝の手から逃のがれられるのだ。

　子ねの刻こくが近づくにつれ緊張が高まる。他に方法はないと分かっていても、これから加担する計画を考えると恐れ多さに慄おののいてくる。町育ちの自分でさえこうなのだから、宮中で過ごしてきた眞澄の緊張はいかほどのものだろう。

（ほんとに、大たい夫ふ殿どのもよくこんなことを考えるわね）

　文規は元皇こう族ぞくでありながら、時折その立場を侮蔑するような発言をしていた。だからこそこんなとんでもない策さく略りやくを考えられたのだろうし、あるいは彼が自分の素す性じように一切触れなかったことはそのあたりに起因していたのかもしれない。ましてその父親が自分の求婚相手を手籠めにしようとしているのだから、息子だと打ち明けられなかった気持ちも分からないではないのだが───。

（やっぱり、この件が片付いたらきちんと訊いてみなきゃ）

　あらためて梢子は決意を固めた。

　やがて時刻が子の刻となってから、梢子は立ち上がった。

「姫ひめ松まつ、もう戻るの？」

　ほろ酔よいの声で百ゆ合り花はなが尋たずねる。

「ちょっと休んできます。後片付けのときは戻ってきますから」

　衣きぬの裾すそを引きながら御み簾すの内に入り、そのまま納おさめ殿どのを回り込んで飛ひ香ぎよう舎しやにむかう。

　自分でも驚くほど鼓動が速くなっている。これから敢かん行こうすることを考えると、足まで震えてきた。これしか帝から逃れる方法はないと言い聞かせてみても、本当にそんなことをしてよいのかという迷いが頭から離れない。嫌悪しかない相手だというのに、やはり帝という称しよう号ごうが特別なのだと痛つう感かんさせられる。

　遠くに管弦の音を聞きながら、梢子は飛香舎の簀子に立った。

　こつんと妻つま戸どを叩くと、掛かけ金がねを外す音がして戸が開く。そこには以前にも見た官かん吏りが立っていた。彼は無表情のまま中に入るように促して、自身は外に出た。怖おぞ気けに肩をすくめつつ、梢子は勇気をふりしぼって奥に進んだ。

　母おも屋やの御み簾すはあがっており、畳たたみと茵しとねでしつらえた座ざに帝が座っていた。大おお殿との油あぶらの明かりがしわにまみれた顔を部分的に照らし、不気味な陰いん影えいを刻きざんでいる。

　梢子の姿を目にとめると、帝は干ひからびた唇の端を持ち上げて歪いびつに笑う。

「やっと参ったか」

　しゃがれた声に背せ中なかに冷水を浴びせられたような気がした。覚かく悟ごはしていたのに百ひやつ鬼き夜や行こうにでも遭そう遇ぐうしたように戦せん慄りつしてしまう。はた目にも間違いなく梢子の顔は引きつっているはずなのに、ためらうようすもなくこちらに来いと手を揺らしている。あるいはこの怯おびえる表情こそが、帝の情じよう欲よくを煽あおっているのかもしれない。

　そもそも相手が嫌がっているのなら、まともな男は無理強いなどしない。

　だからこそ中宮に対して、いや彼女だけではなくおそらく何人もの女人を手籠めにして平気な顔をしているのだ。

　恐怖と嫌悪にすくみ上がっていた心に、ぼっと怒りの火が点ついた。それは目の前の醜しゆう悪あくな老人に対する怯えを瞬またたく間まに焼きはらい、梢子に毅き然ぜんと前をむかせた。

　痺しびれを切らしたのか、立ち上がった帝はこちらに歩み寄ってきた。骨ほねばった手をぐいっと伸ばして肩をつかもうとする。反はん射しや的てきに梢子が身をよじらせたので、勢いづいていた帝は前方によろめきかけた。しかし寸前で体勢を立て直し、逃げようと背中をむけた梢子の髪を鷲わしづかみにした。一いつ瞬しゆん頭皮に強い痛みが走ったが、すぐに力が抜けて今度は梢子が前につんのめって膝を打つ。

「な、なんじゃこれは？」

　膝をついたまま振り返ると、帝がかもじを握りしめたまま目を白黒させている。

　梢子は忌いま々いましげに妻戸のほうを見る。

（ちょっと、まだなの？）

　計画がきちんと実行されるなら、ここで多少乱らん暴ぼうに振りはらっても問題ないのかもしれないが、万が一の場合に父に累るいが及およんでしまう。確信が取れるまであまり無茶はしないほうがよい。どうやって逃げようかと考えているさなか、背中から帝がおおいかぶさってきた。

「ひっ……」

　喉のどを震わすように短い悲鳴が漏もれる。首くび筋すじに妙みように生なま臭ぐさい息が吹きかかり、衣に焚たき染しめた香とあいまって吐はき気けをもよおすほどの悪あく臭しゆうだった。

「これは、尼あまのようじゃのう。だがなんと艶つやのある髪じゃ」

　うなじのあたりから髪をかき上げられ、気絶しそうになる。

（源げんの大たい夫ふ殿、早く来て！）

　祈いのるように思ったそのとき、妻戸が音をたてて開いた。とうぜんながら官吏が出て行ったあと、梢子は鍵かぎなどかけていなかった。

　救われたように目をむけた先には、緋ひ色いろの束そく帯たいを着た文規が立っていた。彼はずかずかと中に入ってくると、梢子の腕うでをつかんで力ずくで自分のほうに引き上げて立ち上がらせた。そのはずみで帝は跳はね飛とばされて尻しり餅もちをつく。

　文規はそんな父親を心配したふうもなく、じろりと見下ろす。

「大だ宰ざい府ふで話を聞いたときは耳を疑いましたが、本当にご即位なされたのですね」

　天てん子しに対するものとは思えぬ言動に、怒るよりもあ然としていた帝だったが、ようやく相手が誰なのか気づいたように声をあげる。

「そなた、文規か？」

　別に懐なつかしむふうでもなく、ただただ驚いたような反応だった。

　色々と梢子は驚く。文規の帰国は葉は月づきの末だったのに、神かん無な月づきの今日まで父親に知らせてもいなかったのか。おまけに帝のほうも、最初は誰だか分からないような感じだった。父子の縁えんが極端に薄うすいことは、婿むこ取とりのご時世では珍しくもない。男はその気が失うせれば妻の家には寄りつかなくなり、自動的に子供と縁遠くなるのが常だからだ。尚侍ないしのかみの件とて、左大臣は特別色好みではなさそうだが経緯は似ている。

（まあそれぐらい疎遠な関係じゃないと、こんな計画は思いつかないわよね）

　梢子はどこまでも冷ややかな眼まな差ざしの文規と、なにが起きたのかよく分かっていないような帝を見比べる。

「たしかどこぞに赴任しておったであろう。いつ戻ってまいったのじゃ？」

「父上がご即位なされたあとに、不本意ながら戻ってまいりました」

　文規の答えに、帝はそれまで困こん惑わく気味だった表情をふっと緩ゆるめた。なにものにも喩たとえがたい、絶対的に有利に立ったことを認にん識しきした、いやむしろ相手の足あし下もとを見るとでもいったほうがよさそうな打算的な笑みが浮かんでいる。

「さようか。それで任期なかばで戻ってまいったか」

「は？」

「まあどういってもそなたは朕ちんの子じゃ。頼むと言うのなら悪いようにはせぬぞ」

　文規の眉が釣つり上がった。あたり前だ。これでは文規が帝となった父親の恩おん恵けいに与あずかるため、自ら大宰府の任期を放り出してきたかのようではないか。

　文規は帰京など望んでいなかった。それどころか海を渡る夢を抱いていたというのに帰京を余よ儀ぎなくされたのだ。

　そこでふと梢子は思いつく。

（誰の命令で？）

　この反応では、まちがいなく帝ではない。しかし帝以外の人間の誰が、文規に帰京を強制して得があるというのだろう？

　文規は握りしめた拳こぶしを震わせた。それは梢子がはじめて見た、怒りを形として表に出した文規の姿だった。彼は感情が爆ばく発はつするのをこらえるように間を置いた。

「───父上に申し上げておくことがございました」

　それでも声音は少し震えていた。

「姉上がお隠かくれになりました」

　帝は意味の分からぬような顔をした。だから梢子は、急すぎて信じることができなかったのかと思ったのだが───。

「姉？　誰じゃ？」

　一切ためらうことなく、まるで親しん戚せきの子を思い出せないような物言いに梢子は本気で耳を疑った。たしか中宮の寝しん所じよへの手引きを、宮みやの君きみにさせたはずなのに。そもそもそんなことを娘にさせること自体が理解しがたいが、だとしてもこんな無関心なことが親としてありうるのだろうか？　文規のこともすぐには分からないようだったが、もしかしたら名前が出ただけでも驚くことだったのかもしれない。

　恐る恐る目をむけると、先ほどようやく気を静めたばかりの文規の顔は完全に色を失っていた。うっすらと唇を開いたまま、あの冷静な文規が一言も発せないでいる。絶望を伴う彼の激しい怒りが伝わってきて、まるで焰ほのおのように梢子の全身をつつみ込んだ。

「この、腐くされ外げ道どうっ！」

　板を震わすような絶ぜつ叫きように、帝はもちろん文規もなにが起きたのかという表情になった。かまわず梢子は尻餅をついたままでいる帝の前に仁に王おう立だちした。もうどうなろうとかまうものかと、ただただ怒りに燃えていた。

「女のことをなんだと思っているの！　この腐れ外道が地じ獄ごくに堕おちろ！　そんなに妃が欲ほしいなら地獄で服ふく役えきして来世で出直してから来い！　あなたみたいな人はきっと誰も追つい善ぜんなんかしてくれないんだから、地獄行きは確定だしね！」

　梢子の罵倒に帝は血の気を失った。圧あつ倒とう的てきに身分の低い相手からというのはもちろんだが、自分の悪行に少しでも自覚があるのなら、誰も追善をしてくれないという指摘は相当の恐怖にちがいない。加えて貴き族ぞくには言こと霊だま信しん仰こうが根強いので、呪のろいの言葉にも受け取れる。彼らにとって呪いと地獄は迷めい信しんではないのだ。

「じ、地獄に………」

「百万回、いいえ一千万回落としたって足りないくらいよ。あなたのせいで何人の女が人生をつぶされたと思っているの！　そのうち彼女達の生いき霊りようと怨おん念ねんが集まって絶対に地獄に堕とされるから覚悟しておくのね！」

「姫ひめ松まつ殿。同意だけど、そのあたりで」

　むしろなだめるように言った文規に、梢子はがっと牙きばをむく。

「なに甘あまいことを言っているのよ！　あなたらしくもない」

「いや、そういうことじゃなくて、そろそろ───」

「誰か来て！　神しん璽じが、神璽が！」

　女の悲鳴があがり、同時に先ほどの官吏が飛び込んできた。

「お、主上おかみ！」

　彼はひどくあわてふためき、はた目にもはっきりと青ざめている。神璽とは三種の神器のひとつでもある勾まが玉たまのことである。草くさ薙なぎ剣のつるぎと共に櫃ひつに納おさめられて夜御殿に安置されている。先せん刻こくの悲鳴は、神璽にただならぬ事態が起きたことを想起させた。

「いかがしたのじゃ？」

　さすがにいくらか立ち直って帝は問う。官吏は自分が退出したときにはいなかった文規の存在にひどく驚いた顔をしたが、ひとまず帝のほうをむいて言った。

「大変でございます。先ほど神璽の入った櫃が、夜御殿を飛び出していったと……」

「なんじゃと！」

　常識で考えればありえない話に、帝はしばしぼう然とする。開け放たれたままの妻戸の先から、女房の悲鳴や官吏の叫びが聞こえてきた。

「急げ、すぐ追うのじゃ！」

「どっちの方角に行った」

「一度藤ふじ壺つぼ（飛香舎）のほうに飛んだあと、南のほうに───」

「駄だ目めです。もう闇に紛まぎれてしまいました」

　どうやら勘かんちがいや出まかせではないらしい。そう悟ったのか帝は官吏の胸むなぐらをつかんだ。

「な、なにをしておったのじゃ！　蔵くろ人うどどもは」

　いまさらながら梢子は呆あきれ返った。確かに夜御殿の燈とも火しびを保つ上うえ臥ぶしは蔵人の役目である。だが常に剣けん璽じと共にあることを義務付けられている帝が、周りを謀たばかってこんな場所に抜け出してきていることのほうが問題ではないか。しかもその目的が妃でもない女を侍はべらせるためである。

「剣璽と常に共にあるべきは、蔵人ではなく天子の使命ですよ」

　まさしく、いま梢子が思っていたことを文規が口にした。あきらかな非ひ難なんめいた口調に、帝はぎっと息子をにらみつける。だが文規はひるむことなくつづける。

「ご存ぞん知じでしょう？　過去に内だい裏りで火災が起きたとき、神鏡が自ら飛び出して南なん殿でん（紫し宸しん殿でん）の桜の木に掛かって難なんを逃れたという話を」

　普通に聞けば真まこととは思えぬ話だが、本当に宮中にはそのような話が伝わっていた。だから同じ神器である勾玉が飛んでも不思議ではないという言い分だ。

「それがなんじゃ！　いまから火災が起きるとでも申すのか！」

「いえ。いまお聞きになられたでしょう。神璽を納めた櫃はいったん藤こ壺こに飛んでから南にむかったと」

　嚙みつくように叫ぶ帝に、どこまでも冷静に文規は言い返した。

「つまり神璽はいったん主上を追いかけてこちらにいらしたものの、あまりの情けないふるまいにあなたを見限られたということですよ」

　暴言も極きわまれりという発言に、帝は真っ赤になった。

「な、なんじゃとぉ～～」

　怒りのあまり、帝は声どころか身体まで震わせていた。いまにも文規に飛びかからんばかりではあったが、急に息が切れたように肩を上下させた。おそらく興奮しすぎたためであろう。年ねん齢れいを考えれば不思議ではない。

「ともかくいったん清せい涼りよう殿でんにお戻りください。なにより神璽を捜さがさなければ」

　なだめるように官吏に言われ、帝はあわてふためきながら出て行った。

　あとに残された梢子と文規はしばらくたがいに無言だった。やがて梢子がぽつりと言った。

「本当にやっちゃったのね」

「大丈夫だよ。関白も左大臣もこっち側なんだから、どうあったって失敗する要素はないよ」

　かけらの動揺したようすもなく、平然と告げる文規に梢子はうっすらと恐怖さえ覚えた。そもそも最初の出会いからして、この人からはそんなものを感じていた。だが冷血とも思えるこの情熱がなければ、梢子は帝の手から逃れられなかった。

「それで勾玉はどこにあるの？」

「頭とうの中ちゆう将じようが動かしたよ。行ぎよう幸こうや践せん祚そのさいの剣璽の奉ほう持じは彼らの役やく割わりだからね。おそらく温うん明めい殿でんあたりに安置しているんじゃないかな？」

　とうぜんながら神璽が飛んで行ったなどというのは虚きよ言げんである。

　そもそも神璽は櫃に納められて帝ですら見ることができないものなのだから、宙ちゆうに浮いた櫃を見ただけで神璽だと判断すること自体がおかしい。一応夜御殿から飛び出したという目もく撃げき情報をあとから付け加える予定だそうだが、もちろん大噓である。

　神璽が帝に愛あい想そを尽かして離れていった。そうなればもはや退位は免れない。

　そんなとんでもない筋すじ立だてを考えたのは文規だった。

　それぞれの娘の件ですっかり立りつ腹ぷくした関白と左大臣は、今きん上じようを退位させることではじめて共きよう闘とうした。とはいえ関白も、自分が祭り上げたばかりの帝にこんな早々に退位を促しても、簡かん単たんに了解しないことは分かっていた。

　先せん帝ていもそうだが、帝が関白や大臣に促されての退位を吞む理由のひとつに、政治的な協力を拒きよ否ひされることがある。実質的な権けん力りよくを持つ関白や大臣の働きがなければ国政は成り立たない。結果的に帝のほうが音ねをあげるのだ。

　しかし政まつりごとへの関心と責任感がまったくない今上に、その作戦は通用しなかった。身近な人間すら思いやれないような人間には、国政や国民がどうなろうと知ったことではないのだ。

　考えあぐねた結果、文規が提案したのが今回の作戦だった。

　神璽にかんして外で悲鳴をあげていた女房や官吏は、全員が関白と左大臣に命じられた者達だ。御ご所しよ中の人間のほとんどは彼らの傘さん下かにある。要するにこれまでの行いがたたって帝は完全に四し面めん楚そ歌かの状態にあったのだ。自分の欲よく望ぼうだけに忠ちゆう実じつで、他人の気持ちをいっさい考えない人間なので気づいていなかったようだが。

「体てい裁さい上捜すふりはするだろうけど、関白は今こ宵よいのうちに譲じよう位いを促すはずだよ」

「主上は納得するかしら？」

「このまま神璽が見つからなければ、そうせざるをえないさ。そもそも本来ならうだつのあがらない一親王で終わるところに上じよう皇こうという地位を得られるんだから、多少はごねてもあとは面めん倒どうくさくなって受け入れるよ」

　今上は政や権勢にほとんど興味がない。ただ自分の欲望が満たされればそれで満足な人間だから、立りつ派ぱな仙せん洞とう御ご所しよを与あたえればそれで納得するだろうと文規は語った。

「でも次の帝はどうなるの？」

「他に親しん王のうはいるけど、彼らは関白家や左大臣との縁えん故こじゃないからね。重ちよう祚そという手もあるかな。いずれにしろ関白達が決めることだよ」

　重祚とは、一度退位した帝がふたたび即位することをいう。

　今上のように権力者と縁故のない親王ならかえって扱いやすかったが、特定の公く卿ぎようと縁えん戚せき関係にある他の親王の即位は関白も左大臣も避さけたいところで、それぐらいなら先帝を再度即位させたほうがましだということである。

「どこまで自分達中心なのよ」

　ぼそりと本音を漏らした梢子に、文規はぷっと噴き出した。悪いた戯ずらを見つかったような感じで気まずげな顔をすると、文規は表情をやわらげて言った。

「まあ譲位をごねたところで、いまさら帝に人事をどうこうする力はないからね。よって君は今日にだって家に帰れるよ」

「え、本当!?」

　驚きに目を見張る梢子に、文規はうなずいた。

「現実としては、もう遅くて危あぶないから明日にしたほうがいいけどね。もしかしたら一瞬たりともここにはいたくないかもしれないけど」

「そ、そんなことはないって……」

　梢子はあわてて弁明する。

「ていうか私、御所が嫌なわけじゃないのよ。慣れてみると女房達もみんな面おも白しろい人ばかりだし、勾こう当とうの内ない侍しは筋すじが通った方ですごくお仕えしやすい方だから」

　そこで梢子はいったん言葉を切り、少し照れたように言った。

「それに、色々と勉強になった気がして………」

　いまになって父が言った〝社会勉強〟という言葉の意味が分かった。

　人に気を遣つかいながら色々と目をつむり、逆に目をつむってもらいながら、その中で楽しく過ごすことは家ではなかなかできない経験だ。そんな経験を経へたからこそ、以前より少し親離れができた気がしていた。

　意外そうな顔をする文規に、もしかして懸けん命めいにがんばってくれた相手に対して失礼な言葉だったかと梢子はひるんだ。だが次の瞬しゆん間かん、文規はこれまで見たことがないほどに表情を輝かせた。

「そうなんだ！」

「……あ、うん」

　予想外の反応にためらいつつうなずく梢子を、文規は抱き寄せた。とつぜんのことに驚くが、文規の力は存ぞん外がいに強くてとうてい突き放せなかった。衣に焚き染めたあの刺し激げき的てきな香が鼻び腔こうの奥をくすぐり、酔よってしまいそうになる。

「あ、あの？」

「それなら、もう少し僕と一緒にいてくれる」

「も、もちろん」

　求婚をして、直なお光みつとあれほど懇こん意いにしておきながらなにを言っているのだ。事態が片付いたら七しち条じようの家に通ってくるものだと思っているのに───。

　いつのまにかそんなふうに文規を受け入れている自覚もないまま、梢子は顔をあげる。するとこちらを見下ろしていた文規と目があった。その瞳が心なしか不安げにも見えて、なんだか分からないが励はげまさなければという義務感に駆られた。

「だってあなたは、私の恩人だから」

　力強く言うと、文規の目から不安の色が消えて穏やかな光が差した。

　ほっとする梢子の頭を、文規はふたたび自分の胸に抱かかえ込んだ。

「うん、忘わすれないで」

　子供を言いい含ふくめるように文規は言った。

「僕は君を助けたくて、こうしたんだ」

　そんなことは知っている、そう梢子は思った。言葉だけ聞けば恩着せがましいが、口調はむしろ弁明のようだった。だがそう言ったときの文規がどんな表情をしていたのかは、頭を押さえつけられているので梢子は分からなかった。
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　神かん無な月づきの中ちゆう旬じゆん。その日から開かい催さいされた七しち条じようの西にしの市いちでは、早朝から即そく位いわずか三か月で退位を表明した今きん上じようの噂うわさで持ちきりだった。

「まあ神しん璽じに拒きよ絶ぜつされるようじゃ、どうしようもないからね」

「なんでも退位を表明した翌よく朝あさに、神璽が戻もどってきたんだって」

「へえ、なんだか夢みたいな話だね」

「明け方、紫し宸しん殿でんの階きざはしにあったのを警けい備びの武官が見つけたんだって」

　あちこちでかたまって噂話に花を咲さかせる人々の脇わきを、梢しよう子こは身を屈かがめるようにして歩いていた。顔見知りがそのあたりをうろうろしている市で誰だれかにつかまったら、うまくかわす自信がない。宮仕えをしていたことをあろうことかみねが話し回ったらしく、戻ってきたらすっかり近所中に知しれ渡わたっていたのだ。

　この状じよう況きようで知りあいにつかまったりしたら、御ご所しよで起きたことをあれこれ訊きかれるに決まっている。もちろん話せるようなことではないので、下げ﨟ろう程度ではなにも分からないで通すつもりではいるが、かかわらないに越したことはない。

　神璽紛ふん失しつの翌よく日じつ、梢子は晴れて家に帰ることができた。後こう継けい問題も含ふくめて御所はとうぶん混こん乱らんを極きわめるだろうが、梢子には与あずかり知らぬことだった。

　同様に文あや規のりも知ったことではないだろう。彼は当事者の子ではあるが、母親の身分が低いゆえに元げん服ぷくと同時に臣しん籍せき降こう下かしていた。それ以前に母の再さい婚こんに伴ともなって実父とは別れ、六年前の元服以い降こうは顔もあわせていなかったのだという。文規が自分の素す性じようを打ち明けなかった理由は、そのような実情のため親子だという意識が希き薄はくだったことと、なにより父親に対する強い嫌けん悪お感かんがあったからなのだという。

　騒そう動どうののち、文規が七条の家まで送おくり届とどけてくれた。彼は直なお光みつに挨あい拶さつをしてから、姉の追つい善ぜん供く養ようが落ちついたら連れん絡らくをすると言って帰っていった。

　それから半月が過ぎたが、文規がどのように追善をしているのかは気になった。亡なくなった直後ではないから、とっくに時期を逸いつしてしまった死後四十九日間に行う中ちゆう陰いんの作法をどう計算するのかも分からなかった。

（でも、追善はするって言っていたから）

　文規が父や姉とどのような関係を築いてきて、いまのような感情を持つようになったのかは不明だが、胸むねが痛いたむ真相の中でその言葉だけが唯ゆい一いつの救いだった。

「おや、梢子ちゃん！」

　呼よびかけに梢子はびくんと肩かたを揺ゆらした。見つからないよう用心していたのを嘲笑あざわらうように、顔見知りの主婦達が明るく声をかけてきた。

「あら、あんた帰ってきていたの？」

「御所で仕事をしているんじゃなかったの？」

　ちょうど話題が話題だっただけに、御所という言葉に人々がわっと集まってくる。梢子はまるで追いはぎにでも遭そう遇ぐうしたように、買い物籠かごを胸にぎゅっと抱かかえ込んだ。

「なに、ひょっとしてもう首になったのかい？」

「ちがいます。もともと短期間だけの約束だったんですよ」

　不ふ名めい誉よな誤ご解かいを、断固として梢子は否ひ定ていした。

「だよね。しっかり者の梢子ちゃんに、いきなりそんなことはないよね」

　主婦の一人の言葉に、これで終わるかと梢子はほっとしかけた。

　しかし、そうは問屋がおろさなかった。

「それで梢子ちゃんは、神璽が飛んだのを見たのかい？」

　わりと核かく心しんを突く問いに、梢子は言葉を詰つまらせる。だがすぐに表情を取りつくろって明るく答えた。

「やだ、そんなもの見るわけないじゃない。その時間は完全に夢の中だったわよ」

　当事者のくせに大おお法ぼ螺らもよいところだが、まさか本当のことを言うわけにもいかない。

「そうなのかい。そういやそこで聞いた話だけど、神璽は見つかったんだってね」

「お庭の藤ふじ棚だなに引っかかっていたらしいよ」

　南なん殿でんの階きざはしがどこでそんなふうに変わったのかはなはだ疑ぎ問もんだったが、そのあとの質問にも梢子はひたすらよく分からないとだけ答えつづけた。そんな調子で主婦達がそろそろあきらめかけた頃ころだった。

「お嬢じようさぁ～～ん」

　軒のき先さきをぶつけるように店が並ならぶ路地を走ってきたのは、みねであった。彼女は人ひと混ごみの中で目め敏ざとく梢子を見つけると、ものすごい勢いで駆かけ寄よってきた。

「お嬢さん、こげんところにおられんですよ。はよ、帰ってこんば！」

「ど、どうしたの？」

「源げんの大たい夫ふ様が呼んどりんしゃすです！」

　近いうちに来るとは聞いていたので、それ自体は別に驚おどろかなかった。しかもそれは宮みやの君きみの供養が終わったことを意味しているから安心もした。

「ああ、そう。じゃああと蕪かぶら買って帰るから、少し待ってもらって───」

　言い終わらないうちにがしっと腕うでをつかまれた。

「蕪なんて、どげんでんよかよ！」

「え、だって今日の羹あつもの………」

　有う無むを言わさないみねに、そのまま引きずられるようにして帰路を走った。

「ちょっと、大夫殿どのは少し待たせたぐらいで臍へそを曲げるような人じゃないって」

「でもすぐ戻ってこいと、頭とうの中ちゆう将じよう様が言うとりんしゃすです」

「は？　なんで頭中将が」

　しかしみねは「うちもよう分からんです」としか答えない。彼女は隠かくし事ごとができる人間ではないので、本当に分からないのだろう。ただ早く連れて帰ってこいということだけを命じられたにちがいない。あいかわらず自分中心な男である。

　息を切らしつつ戻ると、自じ宅たく門の前にこのあたりでは滅めつ多たに見ない豪ごう華かな牛ぎつ車しやが停とまっている。

「なに、あれ？」

「遅おそいぞ！」

　門から飛び出してきたのは本当に眞まさ澄ずみだった。茅かや葺ぶき切きり妻づま屋や根ねの家の前での、綾あや織おりの黒の束そく帯たいに緌おいかけのついた巻けん纓えいの冠かんむり姿すがたは、恐おそろしいほどに周囲から浮ういている。

「中将様、いったいなんですか？」

「さっさと着替えてこい。父親には話を通してある」

「い、意味が分からないんですけど？」

「とにかく中に入れ！」

　ここは私の家なんですけど、というあたり前の反はん論ろんがこの人には通用しないことはもはや骨ほね身みに染しみている。追い立てられるように中ちゆう門もん廊ろうではなく簀子すのこから直接中に入ると、主しゆ屋おくには見知らぬ二人の女性が待機していた。いずれも袿うちぎをからげて裾すそをつぼめた壺つぼ装しよう束ぞくである。室内なので市いち女め笠かさはかぶっていなかったが、小こ袖そでに腰こし布ぬの姿の梢子よりもずっと上等な装よそおいだった。

「ど、どちらさまでしょうか？」

「関かん白ぱく家の家か人じんでございます。お着替えのお手伝いをいたします」

　そういえば門のところで眞澄も、着替えてこいと言っていた。いったいなんのことかと思った梢子の足元に、美しい光こう沢たくを放つ衣きぬが入った御み衣そ櫃びつが置かれたのだった。
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　内だい裏りの宮門を牛車でくぐることができるのは、宣せん旨じを受けた者のみである。

　そのような理由で壺装束をまとった梢しよう子こは徒か歩ちで、どういうわけか眞まさ澄ずみに付つき従したがわれて陰おん明めい門もんから内裏に入った。目の前はもはや懐なつかしくもある後こう涼ろう殿でんである。

「どういうことですか！」

　梢子は並んで歩く眞澄に、嚙かみつくようにして尋たずねた。着替えをすませるなり牛ぎつ車しやに押し込まれたので、騎き馬ばでついてきた眞澄に事情を訊くことができなかったのだ。

　御所内で出すとも思えぬ大声に、眞澄はうんざりしたように言った。

「ここまで来たら、自分の目で確かく認にんしたほうが早い」

「は？」

「心配するな。今きん上じようは今日にでも退位なされるから関係がない。いつでも里帰りはできると父親にも話してある」

　それで説明をしたつもりかと抗こう議ぎしかけた梢子の耳に、ばたばたと床ゆかを踏ふみ鳴ならす音が聞こえてきた。見上げると後涼殿の西の簀すの子こを、百ゆ合り花はなをはじめとした若わかい下げ﨟ろうが三人走ってきた。いずれも特に仲よくしていた同どう僚りよう達である。

（いつ見てもすごい。あの重たい唐から衣ぎぬ裳もで、どうしてあそこまで軽かろやかなの？）

　畏い怖ふの念さえ抱いだいて彼女らを見上げていると、高こう欄らんをつかんで百合花がぐいっと身を乗り出した。

「姫ひめ松まつ、帰ってきたのね！」

「早くあがって着替えなさいよ。手伝ってあげるから」

「勾こう当とうの内ない侍しがお待ちよ。今日はわりと機き嫌げんが悪いから気をつけてね」

「践せん祚その式の準備で超ちよう忙いそがしいからね」

「でもまあ、今日が頂ちよう点てんかな。今こん晩ばんが剣けん璽じ渡と御ぎよだしね」

　三人がいっせいに自分の言いたいことを口走るので、調ちよう律りつの悪い楽器で奏かなでられた管かん弦げんの調べのようになっている。聖しよう徳とく太たい子しでもあるまいし、こんなものが凡ぼん人じんに聞き取れるわけがない。

　階きざはしからあがった梢子を見み届とどけると、眞澄はやけにあわただしく行ってしまった。小さくなる後ろ姿にせめて緒お太ぶとをぶつけてやりたかったが、現実問題として無理だろう。

　曹ぞう司しに連れていかれ、壺装束から唐から衣ぎぬ裳も装束へと着替えさせられる。ここまで来るとさすがに、どうやらまた宮仕えを命じられたことが薄うす々うす予想できた。

　紫むらさきの濃のう淡たんをあわせた薄うす様ようの重ねに白の唐衣を羽織り、地じ摺ずりの裳をつける。もちろんかもじも忘わすれていない。

「はい、できた。勾当内侍がお待ちだから、温うん明めい殿でんに行って」

　ぽんと背せ中なかを叩たたかれ、まるで門かど出でを祝われているかのような雰ふん囲い気きだ。半月ぶりの唐衣裳を引きずりながら、いくつもの渡わた殿どのと簀子を昇のぼり降おりしてようやく温明殿に到とう着ちやくした。

「失礼します」

　顔かお馴な染じみの中ちゆう﨟ろうに促うながされて奥おくに進むと、中なか香こうの唐衣に濃こき朽くち葉ばの表うわ着ぎという秋らしい落ちついた装いの勾当内侍が立っていた。

「やっと参ったか」

「いえ、自主的に来たわ………」

「では共に参れ」

　どこに？　と訊く前に勾当内侍はすでに簀子に出ていた。なにゆえ御所の女によう房ぼう達は、この唐衣裳であれほど動きが軽快なのだろう。体力的には自分のほうが勝っていると思うのだが、もしや彼女達は天てん女によの羽は衣ごろものような特別な生き地じでも使っているのではないかと、およそ現実とも思えぬことを疑うたがってしまう。

　北側の渡殿から昭しよう陽よう舎しやにあがる。梢子がいたときは無人だったその殿でん舎しやからは、複数の女房が出入りしていた。

（掃そう除じでもしているのかな？）

　勾当内侍に連れられて南みなみ廂びさしに進むと、母おも屋やの奥からばたばたと床を踏み鳴らすとんでもない足音が響ひびいてきた。どうした騒そう々ぞうしい女房だ。自分だってここまではやらない、というか唐衣裳姿では普ふ通つうはできないと、変な敬けい意いを抱きながら梢子は顔をむけた───。

　前から駆かけてきたのは唐衣裳姿の女房ではなく、朱しゆを帯びた黄の袍ほうを着た青年だった。それがどうも文あや規のりらしいとはっきりと認にん識しきする前に、あたかもおおいかぶさるように抱きしめられた。



















「僕の後こう宮きゆうにようこそ！」




　ほとんど反はん射しや的てきに、梢子は文規の身体からだを突き飛ばした。了りよう解かいもなく抱きつかれた女としてはとうぜんの権けん利りである。一応予想はしていたのか、突き飛ばされたにしては文規はきれいに離れてよろめきすらしなかった。

「なに、ふざけたことを言っているのよ！」

　思いっきり罵ば倒とうすると、文規は両手を顔の前であわせた。しかしこの間合いで、拝おがんでいるのか謝あやまっているのか分からない。

「姫松、東とう宮ぐう様になんということを！」

「!?」

　勾当内侍の叱しつ責せきが、梢子は瞬しゆん時じに理解できなかった。

　いま、なんと言った？　たしかとうぐうさまと言ったような？

（とうぐうさまって、つまり東宮様？）

　音声と漢字が頭の中で結びついたとたん、梢子は悲鳴をあげた。

「えぇ───っ!!」

　わなわなと震ふるえながら、事情を問おうと文規と勾当内侍を交こう互ごに見比べる。

　ではこの袍の微び妙みような色合いは、話に聞いた「黄おう丹に」と呼ばれる色なのか？　昇のぼる朝日を表しており、古来より皇こう太たい子しのための色とされた禁きん色じきである。

（そ、そういえば、昭陽舎って東とう宮ぐう御ご所しよにされることが多いって百合花さんが……）

　どうやら本当の話らしい。勾当内侍まで巻き込んだ、手の込んだ冗じよう談だんではないのだ。

　あまりのことに梢子はその場にへなへなと座すわり込んでしまった。それまでおちゃらけているようにも見えた文規だったが、さすがに申もうし訳わけなさそうな表情になる。そんな微妙な空気の二人の間で、勾当内侍のみが職業的冷静さを貫つらぬく。

「源げんの大たい夫ふ様は、先日皇こう籍せき復帰をなされて立りつ坊ぼうなされたのじゃ。今夜、剣璽渡御が行われる予定になっておる。よって明日から帝みかどとなられる」

　いかにも彼女らしい淡たん々たんとした明快な説明ぶりだが、梢子の頭には一いつ切さい入ってきていなかった。というよりも全力で理解することを拒きよ否ひしていたのかもしれない。

「そなたは新しん帝ていの姫松に叙じよされることになった。引きつづきよくお仕つかえするように」

　梢子の理解度などまったく意に介かいさず、自分の言うべきことだけ述べると勾当内侍は殿舎を出て行った。

　梢子は床に手をついたまま、ぼうぜんと板の継つぎ目めを見つめた。

　そういえばたしか昔にも、皇籍復帰をして帝てい位いに即ついた皇族がいたとか───。

（いや、聞いていないって）

　過去の歴史がなんであれ知ったことか。こっちは宮みやの君きみの供養がすんだらてっきり七しち条じようの家に文規が求きゆう婚こんに来るものと思っていたのに、こちらが呼び出されるなんて話がちがうではないか。

「わ、私、帰ります！」

　立ちあがって身をひるがえしかけた梢子の腕を、文規がむんずとつかんだ。

「ちょ、待って。話せば分かるから」

「分かるわけないでしょ！」

　梢子は怒ど鳴なりつけた。絶対に分かってたまるか。そうだ、分かってはならないのだ。こんなひどい話を分かってやっては、都合のよい女になり下がってしまう。

　依い怙こ地じになって前に進もうとする梢子を、文規は必死で引き止める。

「ごめん、本当にごめん。なんとか重ちよう祚そに持っていこうと思ったんだけど無理だった」

「なに言っているのよ！　訳分からないんだけど！」

　明日帝になるという相手に、とんでもない暴言を吐はいている自覚がないわけではなかった。だけどこんなのはあんまりだ。こっちは文規を婿むことして迎むかえられるものと思っていたのに、帝になどになられてしまっては下級官かん吏りの娘が結婚などできるわけがない。

　その考えに至いたった途と端たん、前にむかっていた力がすっと抜ける。

　引き止めようとして腕を引っ張っていた文規は勢いあまって尻しり餅もちをつき、梢子も共にひっくり返った。結果的に梢子は文規の身体に倒たおれ込むことになった。

「ご、ごめん。どこか打たなかった？」

　梢子の身体を抱きとめたまま、文規は焦あせったように言う。黄丹の袍に焚たき染しめた懐かしい柑かん橘きつ類るいの香かおりに胸がいっぱいになる。

　よもや結婚できないことに、これほど失望するとは思いもよらなかった。

　なんということだろう。梢子はいつのまにか文規と結婚することを心待ちにしていたのだ。

「………なんなのよ」

　梢子は声を震わせた。文規はどきりとしたように身体を離して、器用にも唐衣裳で膝ひざを抱える梢子の前に回り込んできた。腹はら立だたしいのか悲しいのか分からぬまま目の奥ばかりが熱くなったが、こんなところで泣いてたまるものかと顔を伏ふせたまま問うた。

「最初から帝になるつもりで帰京してきたの？」

「ちがうよ」

　はっきりと文規が否定したので、梢子は顔をあげた。文規は床に手をついて、梢子の顔をのぞき込んでいた。そして彼は念押しをするように、ゆっくりと首を横に振った。

「少なくとも本意ではなかった。僕を呼び戻したのは関かん白ぱくだよ。帝が左さ大だい臣じんの娘の入じゆ内だいを受け入れたことで裏うら切ぎられたと感じたんだろう」

「でも中ちゆう宮ぐうが男児を産んでいたら、いずれはその子が………」

　結果的にあのような悲ひ惨さんなことになったが、その段だん階かいでは中宮の腹はらの子供は関白の計算に入っていたはずだ。さすがに産まれたばかりの嬰児みどりごでの即位は無理だが、近年のうちにそうすることは見えている。

「だから然しかるべき時期が来たときに、簡かん単たんに退位させられる駒こまが欲ほしかったんだよ」

　淡々と文規は答えたが、梢子は腹の奥で怒いかりをふつふつとたぎらせていた。

　いったい人の人生をなんだと思っているんだ。そのおかげで文規は大陸への夢を断念せざるをえなくなったというのに。

「でもどうせ数年でしょう？　わざわざあなたを呼び寄せなくても、少しの間ぐらい妥だ協きようして今上を据すえておけばよかったじゃない」

「必ずしも中宮が男児を産むとはかぎらないからね。そのうえで入内した尚侍ないしのかみが男児を産んだりしたら左大臣側に絶大な勢力が行く。そのためにも関白は帝にするための自分の持もち駒ごまが欲しかったんだよ」

　要するに政敵である左大臣の娘を入内させようとした段階で、関白は今上を退位させる腹はら積づもりでいたのだ。流産に対するひどい仕打ちは、もともとあった火に油をそそいだに過ぎなかったのだ。

「結局尚侍ないしのかみもあんなことになってしまったから、左大臣まで完全に帝を見限ったということだよ」

　冷ややかに文規は言った。

　そこで梢子は、ふと思い出した。行ぎよう幸こうの夜、帝の意図を知っておびえた梢子に、文規がなんらかの決意をしたように言っていたことを。

　───君を帝になど渡さない。

　それまで空あいていた碁ご盤ばんの目に、ぴしっと音をたてて石が置かれた。

　うっすらと開いた唇くちびるがぶるっと震える。

「覚かく悟ごが決まったって、ひょっとしてあなたは私のために帝になろうとしたの？」

　その問いに文規はくすっと笑っただけで、言葉では答えなかった。

　一いつ刻こくも早く帝を退位に追い込もうとしたら、必然文規の皇籍復帰とそれに伴う即位の可能性が高くなる。あるいは可能性なのではなく、すでに逃のがれられない運命だったのかもしれないが───。

「どうせ逃げられないのなら、自分の足でそこに進みたかったんだ」

　文規の答えは、肯こう定ていでも否定でもなかった。だがそうやって文規が、自分の理り不ふ尽じんな運命を受け入れようとしていることが伝わってきた。もしかしたら梢子を守るという理由は、彼の気力を保つ要因になりえたのだろうか？

「とはいえ関白と左大臣の痛み分けみたいな形になったから、なんとか重ちよう祚そで落ちつかないかと思ったんだけど、ごめん無理だった」

「だからずっと帝の息子であることを黙だまっていたのね？」

　この指し摘てきには、さすがに文規も気まずげな表情で目をそらした。しかしさすがにそんなこともつづけられないとばかりに視し線せんを戻した。

「東ひがしの市いちで君に会ったとき、それまで腐くさっていた気持ちが吹き飛ばされたみたいに晴れやかになった。真まっ直すぐで強くて、家族にも他人にも思いやりがあって、こんな子と知りあえるのなら都も悪くないかとはじめて思えたんだ」

　説明をしている間、文規は一度も梢子から目をそらさなかった。それこそが彼の誠せい実じつさの表れのような気がした。

　おそらく文規はぎりぎりまで自分が皇族に戻らずにすむ方法を探さぐっていたのだろう。確かに東市で会ったときにこの可能性を言われていたら、梢子は彼に近づかないようにしていたかもしれない。

　だけど結果的に二度目に襲しゆう芳ほう舎しやで会ったときに、文規は梢子のために腹をくくり、梢子は、おそらくあの段階で彼に惹ひかれてしまっていたのだ。




　───あのとき、すでに運命は決まっていたのだ。




　どうせ逃れられない運命だったと文規が言うように、梢子も自身の運命を思った。

　ならば梢子も彼と同じ、せめて自分の足で進みたいと思った。

「なってもいいよ」

　梢子は答えた。

　え？　というように視線を戻す文規に、梢子はもう一度繰くり返かえした。

「なってもいいよ。あなたの、守もり人びとに」

　文規は驚きに瞳ひとみを瞬まばたかせ、奇き跡せきでも見るような眼まな差ざしをむける。

　姫松は天てん子しの守り人だ。

　自分がそばにいることでこの人が救われるのなら、それこそ本ほん望もうだと思えた。

　目をそらさないままこくりと梢子がうなずくと、文規は存そん在ざいを確認するように、そっと手を伸のばして髪に触ふれる。

　ゆっくりと頭を引き寄せられ、彼の胸に押しつけられる。

　夏を思わせる季節外れの異い国こくの香を胸に精いっぱい吸い込むと、なぜか不思議なほどに梢子の心は落ちついた。
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　こんにちは、小お田だ菜な摘つみです。このたびは『にわか姫ひめ大夫もうちぎみの宮きゆう中ちゆう事じ情じよう』をお手に取っていただいてありがとうございます。このお話は平安の内ない侍しの司つかさに実在した「姫大夫」という女によ官かんを主役にしています。女官が天てん子しの守りというシチュに惹ひかれて書き始めたのはよかったのですが、まあ資料が少ないこと少ないこと（汗）。いままでの中で一番乏とぼしい資料で書いたことはまちがいないです。ですから色々と突つっ込こみどころもあるかとは思いますが、そこはエンタメ小説ということで大目に見てやってください。ちなみに作中で文あや規のりが口ずさんでいる和歌は古こ今きん集しゆうと小倉百人一首に収められているもので大おお江えの千ち里さとの歌です。







　姫大夫とは対照的に、これまでの平安物ではあまり書けなかった庶しよ民みんの世界の資料はけっこう読めました。これがすごく楽しかったです。ヒロイン梢しよう子この家は、岩手県の『えさし藤ふじ原わらの郷さと』で見てきた、初期の寝しん殿でんの館を参考にしました。平安初期の東北武士の館なのですが、平安末期になると簡略化された寝しん殿でん造づくりとして用いられた造りで、西さい行ぎようが出家前（北面武士）に住んでいた家がそのような形だったそうです。えさし藤原の郷は、本物の寝殿造りが見られる歴史マニアにはたまらん施し設せつですよ。大河ドラマのロケ地としても使われております。京都が好きという方にはひょっとしたらちょっと違ちがう感があるかもしれませんが、奥おう州しゆう藤原とか坂さかの上うえの田た村むら麻ま呂ろとか阿あ弖て流る為いとの言葉に反応する方は是ぜ非ひ足を運んでみてくださいませ。

　作品を読んでお気づきの方もいらっしゃると思いますが、小田は平安京以外の平安時代がかなり好きです。なりゆき斎さい王おうのときから、作中にやたらと熊くま野のやら伊い勢せやら大だ宰ざい府ふやらが出てくるのはそのせいです。熊野は舞ぶ台たいのひとつだったからともかくとして、大宰府は自分でもちょっと贔ひい屓きが過ぎるかなと思っております。でも大宰府じゃなくなったら、今度は江え差さしとか出してくるかもしれません。あちこちで言っておりますが、私は大河ドラマの『炎ほむら立たつ』がそうとうに好きだったので。まあ少女小説としての節度を保つために、メイン舞台は平安京からずらさないようにしたいと思います。とはいえ今回の話はけっこう真相がえげつなくて、少女小説的にどうなのかという展開ではあるのですが。

　実は初しよ稿こうの段階では、文規には大宰府在任中に恋人がいたという設定だったのですが、担当様からＮＧを出されました。特に重要だというのならともかく、そうでもない何気ないもので、このあたりも若じやつ干かん少女小説の作家としてずれているのかもしれません。十年以上も書いているくせに、いまだにこういうことをやるんですよ（笑）。







　話は変わりまして、先日あるミュージカルを観に行ったのですよ。衣い装しようは豪ごう華かで歌もダンスも素す敵てきで大変に満足した作品だったのですが、なにがすごかったって久しぶりにキャラクターに感情移入して観みることができた作品だったということでした。一年に一回くらいはミュージカルを観るのですが、ここ数年来観た作品のすべてが登場人物の誰だれにも共感できない作品ばかりだったのですね。しまいにはミュージカルというものは歌とダンスと衣装を観るもので物語は目をつむるものだと思うぐらいになっておりました。すべてロングラン上映の有名どころの作品だったのですがねえ。ちなみに私が好きなミュージカルは『ジーザス・クライスト・スーパースター』と『アイーダ』です。あと『ライオンキング』も好きですよ（四季以外の作品も観ているのですがね）。




　まだ紙し幅ふくがありますので、近ちか頃ごろ県外の友人に話して驚おどろかれた佐さ賀がトリビア（？）を。

　①芸人のはなわさんは佐賀生まれではない（佐賀で育ってはいらっしゃいます）。

　②グリコの創始者は大おお阪さかではなく佐さ賀が県けん出身（ちなみに森もり永なが製せい菓かの創始者も）。




　おそらく県外の人にはどうでも良いいことだとは思います。







　この場を借りて、謝辞など。

　イラストを引き受けてくださいました三み浦うらひらくさん。細かい点まで色々と調べてくださってありがとうございます。男装ヒロインということでしたが、三浦さんにお任せしておけば女の子はどうしたって可愛かわいいから大だい丈じよう夫ぶと思っていましたがまさにその通りでした。

　担当様、本当にいつもお世話になっております。あの初稿からここまで来られたのは担当様の根気強いご指導のおかげです。ありがとうござました。

　校正様、あいかわらずのプロのお仕事ぶり。いつも感謝しております。デザイナー様、書店様、出版流通に携たずさわれるすべての方々。そしてなによりこの本を手に取ってくださったあなたに感謝をこめて、本当にありがとうございました。

　またお会いできますように。








小田菜摘
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『かさねの色目　平安の色彩美』　　　　　長崎盛輝　　青幻舎

『大修館　国語要覧』　　　　　　　　　　三谷栄一・峯村文人　大修館書店

『王朝貴族物語』　　　　　　　　　　　　山口博　　講談社

『京都の御所と離宮①　京都御所』　　　　三好和義　朝日新聞出版

『有職故実・上下』　　　　　　　　　　　石村貞吉　講談社

『平安の都』　　　　　　　　　　　　　　角田文衞　朝日新聞社

『平安朝の生活と文学（１９６４年）』　　池田亀鑑　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

『新訂　女官通解』　　　　　　　　　　　浅井虎夫　講談社

『日本古代の国家と王権・社会』　　　　　吉村武彦／編　塙書房








著

小田菜摘

Natsumi Oda




いままで何作か平安物を書かせていただいてきましたが、今回のお話は市井の描写が多くて、新鮮で楽しかったです。色々と資料を調べていると、いつの世でもどこの国でも庶民のたくましさには感心します。
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にわか姫大夫ひめもうちぎみの宮きゆう中ちゆう事じ情じよう




～男だん装そう女によ官かんのお仕し事ごと～
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●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only
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